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Abstract

Leucosiid crab Urnalana parahaematostica Galil, 2005 is a small warm-water crab belonging to Leucosiinae, 

distributed at depths of about 15–100 m in Japan, Korea and Taiwan. Here, they were captured by dredging off 

Kyoto, Shimane, and Ishikawa prefectures, Japan. This report represents the first record of U. parahaematostica

from Kyoto and Shimane prefectures and its additional record from Ishikawa prefecture. The record from Ishikawa 

prefecture represents the distribution area of U. parahaematostica is updated to the north.

ははじじめめにに

アカホシコブシ Urnalana parahaematostica Galil, 2005 はコブシガニ科コブシガニ亜科に属する暖水性の小型

のカニであり、これまでに日本、韓国、台湾の水深約 15–100 m から報告がある（池田, 1981; Galil, 2005）。従来、ア

カホシコブシという和名は Leucosia haematostica に対して使用されてきた（酒井, 1965, 1976; 池田, 1981）。しかし、

Galil（2005）による再検討の結果、アカホシコブシガニ属 Urnalana が設立され、これまで L. haematostica とされて

いたものは甲の模様や、雄の腹節、腹肢等の形態的特徴で区別され、U. parahaematostica と U. haematostica に

整理された（Galil, 2005）。前者は日本、韓国、台湾に、後者はスリランカ、シンガポール、中国南部からインドネシ

ア、パプアニューギニア、オーストラリアに分布する（Galil, 2005）。Galil（2005）以降の文献において、日本産のア

カホシコブシに U. haematostica の学名が使用されていることがあるが（本尾ら, 2010; 武田ら, 2011; 土井ら, 2015）、

国内から記録のあるアカホシコブシガニ属はアミメコブシ U. pulchella、サガミコブシ U. elata、オガサワラコブシ U. 

insularis、クメジマコブシ U. purarensis、アカホシコブシ U. parahaematosticta の 5 種のみであり、U. haematostica

は含まれていない（武田ら, 2019）。しかし U. haematostica の化石記録は愛知県から知られており、こちらにアカモ

ンコブシの和名が用いられている（柄沢ら, 2014）。

今回、京都府と島根県、石川県で実施されたドレッジ調査により、アカホシコブシ U. parahaematostica が採集さ

れた。本種は日本海側での報告事例が少なく、石川県、鳥取県、山口県の 3 県からしか記録がないため、ここに

京都府と島根県からの初記録及び石川県からの追加記録として報告する。

材材料料とと方方法法

2023 年 8 月 30 日に京都大学フィールド科学教育

研究センター舞鶴水産実験所の教育研究船「緑洋丸」

を用いて京都府舞鶴市由良川河口沖（35°31'46.6"N 

135°18'06.2"E–35°31'41.6"N 135°18'10.9"E）、水深約

20 m、速度 1–2 knot でドレッジ採集を行なった。ドレッ

ジには桁幅 2 m、桁高 0.2 m の水産工学研究所 II 型

桁網を用いた。併せて、高速応答溶存酸素センサー

搭載メモリーConductivity Temperature Depth profiler

（RINKO-Pro-filer ASTD102、JFE アドバンテック株式

会社、兵庫）により水温を観測した。2023 年 9 月 14 日

に金沢大学環日本海域環境研究センター臨海実験

施設の実習船「あおさぎ」を用いて石川県鳳珠郡能登

町小木沖（37°17'52.1"N 137°14'49.2"E–37°17'54.8"N 

137°14'51.6"E）、水深55.12–53.58 m、速度1–2 knotで

ドレッジ採集を行なった。ドレッジは、開口部幅 50 cm、

開口部高さ 20 cm、バッグ長さ 100 cm、質量約 15 kg

の簡易ドレッジ（5121-B、株式会社離合社、東京）を用

いた。また、2023年 11 月 9 日に島根大学生物資源科
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学部附属生物資源教育研究センター海洋生物科学

部門（隠岐臨海実験所）の実習船「がらてあ」を用いて

島根県隠岐郡隠岐の島町加茂沖（36°09'53.8"N 

133°17'00.7"E）、水深 39.2 m、速度 3.49 knot でドレッ

ジ採集を行なった。ドレッジは、開口部幅 80 cm、開口

部高さ 70 cm、バッグ長さ 88 cm、質量約 40 kg の三角

ドレッジ（隠岐臨海実験所設計）を用いた。

ドレッジ採集により得られたコブシガニ類を凍殺後、

デジタルノギスを用いて甲幅と甲長を計測した。その

後 70%エタノールにて保存し、のと海洋ふれあいセン

ターに甲殻類標本（NMCI-AR）として登録した。島根

県で採集された雄個体の第 1 腹肢は X 線コンピュー

タ断層撮影（computed tomography：CT）装置（X-ray 

CT、SKYSCAN2214、Bruker、Germany）で撮影され

た。X線源にはタングステンフィラメントを用いた。電圧

は 30 kV、電流は 130 µA とし、露光時間は 1600 ms、

1.000 deg 刻みで 1 回転（360 ）させた際の透過像を取

得した。画像検出器には 3072 × 1944 ピクセルのフ

ラットパネル検出器を用い、画像の解像度は 20 

µm/pixel とした。3D 画像は、2D 透過像から得られた

断面画像の再構成によって得られた。撮影時間は 35

分程度であった。本研究におけるU. parahaematostica

と U. haematostica の和名は柄沢ら（2014）に従い、そ

れぞれに対してアカホシコブシとアカモンコブシを用

いた。

結結果果とと考考察察

アアカカホホシシココブブシシ（（Fig. 1A––D））

Urnalana parahaematostica Galil, 2005

NMCI-AR. 1059、雄 1 個体（甲幅 8.0 mm、甲長 8.6 

mm）、京都府若狭湾沖（35°31'46.6"N 135°18'06.2"E）、

水深約 20 m、ドレッジ採集、2023 年 8 月 30 日、邉見

由美採集。NMCI-AR. 1052、雌 1 個体（甲幅 9.6 mm、

甲長 10.1 mm ）、石川県鳳珠郡能登町小木沖

（37°17'52.1"N 137°14'49.2"E）、水深 55.12 m、ドレッジ

採集、2023 年 9 月 14 日、小木曽正造・関口俊男採集。

NMCI-AR. 1054、雄 2 個体（甲幅 8.1 mm、甲長 8.8 

mm；甲幅 6.3 mm、甲長 6.6 mm）、島根県隠岐郡隠岐

の島町加茂沖（36°09'53.8"N 133°17'00.7"E）、水深

39.2 m、ドレッジ採集、2023 年 11 月 9 日、角田啓斗・

豊田賢治・邉見由美・吉田真明・西﨑政則採集。

NMCI-AR. 1058、雄 1 個体（甲幅 7.6 mm、甲長 8.1 

mm）、採集情報は NMCI-AR. 1054 に同じ。

上記に示した検討標本は、甲の後方には赤い小斑

点がある、甲の前側縁は斜めに曲がっている、鉗脚長

Fig. 1. The dorsal view (A) and the ventral view (B) of male Urnalana parahaematostica, NMCI-AR. 1058. The 
dorsal view (C) and the ventral view (D) of female Urnalana parahaematostica, NMCI-AR. 1052. The gonopod 
of Urnalana parahaematostica, NMCI-AR. 1058 taken by computed tomography (E). Scale bar (A–D): 5.0 mm

3
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節の背面は不明瞭な顆粒が存在する、鉗脚長節後縁

には 1列の顆粒があり末端で 2列に分かれる、雄の融

合した第 3–5 腹節には溝がない、雄の第 6 腹節は無

毛で中央の歯状突起は小さいといった特徴が、Galil

（2005）によるアカホシコブシU. parahaematosticaの記

載と一致した。さらに、近縁種であるアカモンコブシと

明確に判別可能な形質として、雄の第 1 腹肢の末端

において、剛毛に覆われた葉の有無が挙げられる

（Galil, 2005）。検討標本にはこの特徴が見られたこと

からアカホシコブシの記載と一致した（Fig. 1E）。

分分布布

本種の分布域は、日本、韓国、台湾とされている

（Galil, 2005）。本種は国内において、太平洋側で相

模湾以南から宮崎県沿岸に分布するとされている一

方、本州日本海側では山口県、鳥取県、石川県沿岸

からのみの記録に限られている（酒井, 1965; 本尾ら,

2010; 河野ら, 2011; 武田ら, 2011; 本尾, 2013; 土井

ら, 2015）（Fig. 2）。したがって今回得られた個体は京

都府と島根県から初記録となる。また、本種は石川県

内からは加賀市沖から得られており、同地点が本種の

北限とされている（本尾, 2013）。そのため、石川県能

登町小木沖から得られた個体は本種の分布域を北に

更新するものとなる。本種は南方系種であることから

（土井ら, 2015; 本尾, 2013）、海水温の上昇とともに分

布域を北まで拡大した可能性が指摘されている（本尾,

2013）。今回京都府でドレッジ採集を行なった日の水

深 20 m 地点の水温は 25.2˚Cであった。また、石川県

と島根県でドレッジ採集を行なった日の水深 50 m 地

点における水温はそれぞれ 24–25˚C と 21–22˚C であ

った（気象庁, 2023a）。日本海では近年海面水温が上

昇しており、日本海中部、日本海南西部の上昇率は

世界全体や北太平洋全体で平均した海面水温の上

昇率のおよそ 2–3 倍となっている（気象庁, 2023b）。今

後も海水温が上昇し続ければ、より北の海域でも本種

が確認される可能性がある。
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First record of two species of purple sea urchin Heliocidaris crassispina symbiotic 
crustaceans from Ishikawa Prefecture
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5Department of Biological Sciences, Faculty of Science, Kanagawa University, 3-27-1, 
Rokkakubashi, Kanagawa-ku, Yokohama-shi, Kanagawa, 221-8686 

Abstract

Sea urchins form symbiotic relationships with organisms from diverse taxonomic groups. This paper reports 

two sympatric crustacean species, Arete dorsalis and Echinoecus pentagonus, found on the purple sea urchin 

Heliocidaris crassispina. These sympatric species represent the first records from Ishikawa Prefecture, and extend 

their known distribution range northward.

ははじじめめにに

棘皮動物門に属するウニ類は自身の体や巣穴を基質として多様な生物種と共生関係を築いている（山守,

2021）。例えば、ムラサキウニ Heliocidaris crassispina やツマジロナガウニ Echinometra tsumajiro の巣穴にのみ生

息するハナザラ Broderipia iridescens（軟体動物門）や（Yamamori and Kato, 2017）、マツカサウニ Eucidaris 



のと海洋ふれあいセンター研究報告 第 30 号（2025）

 8

metularia やバクダンウニ Phyllacanthus imperialis などと共生するゴカクゼブラガニ Gonatonotus nasutus（節足動物

門）など（Endo and Naruse, 2016）、多くの共生種が発見，報告されている（山守, 2021）。これらの共生種はウニの棘

や巣穴に隠れることで、捕食者などから身を守っていると考えられている。また硬い磯岩に形成されたウニの巣穴

は、宿主であるウニが移動あるいは死亡した後も残るため、他の生物の生息場として二次利用される（山守, 2022）。

本稿では石川県鳳珠郡能登町に位置する九十九湾にてムラサキウニから発見された 2 種の共生性甲殻類である

ムラサキヤドリエビ Arete dorsalis とムラサキゴカクガニ Echinoecus pentagonus について、石川県初記録および北

への分布域更新として報じる。

材材料料とと方方法法

2024 年 12 月 18 日に石川県鳳珠郡能登町小木の

九十九湾に面する岸壁（37°18'10.9"N 137°14'05.1"E）

にて日没後にムラサキウニを採捕した。採捕は D 型フ

レームネット（網目 2 mm）により行なわれた。採捕後は

ムラサキウニの体表面を目視で確認して共生性甲殻

類を探索し、共生種が認められた場合これを採集した。

共生種の確認後にムラサキウニは海中に放された。

得られた共生種は 70%エタノールにて保存された。一

部の標本はのと海洋ふれあいセンターに甲殻類標本

（NMCI-AR.）として登録、収蔵された。また、共生種の

分布域を確認するために、2024 年 12 月 21 日に博物

館収蔵標本の情報をサイエンスミュージアムネット

（http://science-net.kahaku.go.jp/）より取得した。

結結果果とと考考察察

ムムララササキキヤヤドドリリエエビビ（（Fig. 1））

Arete dorsalis

NMCI-AR. 1083、13 個体、石川県鳳珠郡能登町

小木、2024 年 12 月 18 日、角田啓斗・有村拓真・豊

田賢治採集。未登録標本、1 個体、鰓腔にエビヤド

リムシ科の一種Bopyridae gen. sp.の雌雄ペアが寄生、

採集状況は NMCI-AR. 1083 と同じ。

検討標本は頭胸甲の前側角は丸い；第 1 歩脚可

動指の先端近くに白色帯がある；第 1 歩脚掌節の外

側先端部は丸くて尖らない；第 3 歩脚に副肢がな

い；黒紫色の地に幅の狭い白色の帯が正中部を走

るなどの特徴が林（1995）の示すムラサキヤドリエビ

の特徴と一致した。

本種は国内において房総半島以南の南西日本

に生息し、ムラサキウニと共生することで知られる（林,

1995; 山守, 2021）。日本海からは京都府、山口県

から記録されている（本尾, 2008）。また国外からはオ

ーストラリア、フィリピン、中国、韓国から記録がある

（Koo and Kim, 2017）。特に中国と韓国からの記録

は、それぞれ香港、海南島、西沙諸島、南沙諸島，

台湾と済州島、釜山である（Koo and Kim, 2017）。し

たがって今回得られた個体は石川県初記録となり、

また、本種の分布域を北に更新するものとなる。

本種はムラサキウニやナガウニ類と共生すること

で知られる（山守, 2021）。検討標本は全てムラサキ

ウニの殻上から得られ、ムラサキウニ 55 個体に対し

て 14 個体のムラサキヤドリエビが確認された。また、

14 個体中 1 個体の鰓腔に寄生性甲殻類であるエビ

ヤドリムシ科の一種が寄生していた（Fig. 2）。ムラサ

キヤドリエビからは鰓腔に Bopyrinella albida や腹肢

に Anisarthrus sp.が確認されているため（齋藤 ,

2002）、今後これらの種との異同の検討が望まれる。

ムムララササキキゴゴカカククガガニニ（（Fig. 3））

Echinoecus pentagonus

NMCI-AR. 1084、2 雄 2 雌、石川県鳳珠郡能登

町小木、2024 年 12 月 18 日、角田啓斗・有村拓真・

豊田賢治採集。

甲は五角形で額角は尖る；甲側縁歯を欠く；歩脚

の長節前縁は末端に向かって丸みを帯びる；体節

の腹面幅が狭い；胸部腹甲は著しく凹む；第 1 腹肢

は細長い（Fig. 2）などの特徴が Chia et al.（1999）の

示すムラサキゴカクガニの特徴と一致した。

本種は国内において房総半島以南の南西日本

に生息し（山守, 2021）、日本海からは京都府、兵庫

8
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ムムララササキキヤヤドドリリエエビビ（（Fig. 1））
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県、島根県、鳥取県で採集されている（本尾・豊田,

2007; 幸塚・本尾, 2010; 武田ら, 2011）。また、本種

はインド・西太平洋に広く生息する種で、紅海、東ア

フリカからハワイ諸島、フランス領ポリネシアまで記録

されている（Chia et al., 1999）。今回得られた個体は

石川県初記録となり、本種の分布域を北に更新する

ものとなる。

本種はムラサキウニやナガウニ類、クロウニ

Stomopneustes variolarisなどと共生することで知られ

る（山守, 2021）。検討標本は全てムラサキウニの口

部周辺から得られ、ムラサキウニ 55 個体に対して 4

個体のムラサキゴカクガニが確認された。また、本種

はウニの表面の他に直腸内にも生息し、石灰化した

虫こぶを形成する（Castro, 1971）。本調査では虫こ

ぶは確認されなかった。
Figure 2. Female and male pair of Epicaridea sp. 

parasitic on gills of Arete dorsalis. A white arrow 
indicates a male. Scale bar: 1 mm.

Figure 3. Echinoecus pentagonus living symbiotically with purple sea urchin (A) and photograph of specimen 
just before fixation (B).

Figure 1. Arete dorsalis living symbiotically with purple sea urchin (A) and photograph of specimen just 
before fixation (B). Two A. dorsalis are shown in A (white arrows).
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備備考考

本稿で詳細は述べないが、石川県鳳珠郡能登町

姫の漁港からも、ムラサキウニに共生したムラサキゴ

カクガニが確認された。ムラサキウニの採集地である

九十九湾の周辺には金沢大学環日本海域環境研

究センター、金沢大学理工学域能登海洋水産セン

ター、能登里海教育研究所、のと海洋ふれあいセン

ターといった4つの教育・研究施設がある。例えば金

沢大学環日本海域環境研究センターでは、大学と

高校の臨海実習用、地元小学校の授業用、研究者

の実験用などのため、毎年 200 個体前後のムラサキ

ウニを採集している（小木曽・又多, 2020）。しかし、

本種から共生性甲殻類が採集されたとの報告がな

いため、これまで見落とされていた可能性がある。ム

ラサキウニの共生種として他にトウヨウヤワラガニ

Halicarcinus orientalis など多くの種が知られる（山

守, 2021）。今後、他の季節や磯で調査することでこ

れらの種も発見できる可能性がある。また、今回得ら

れたムラサキヤドリエビとムラサキゴカクガニは抱卵

していなかったことから、12 月が繁殖期ではない可

能性がある。まだこれらの種は採集記録そのものが

少ないため、周年調査を実施することで、これらの繁

殖生態や季節ごとの共生率の変化、さらにはムラサ

キヤドリエビから得られたエビヤドリムシ類の同定や

寄生率などを明らかにすることで、ウニを中心とした

共生生態系の理解に大きく前進できる。

採集地である九十九湾からはムラサキウニの他に、

バフンウニ Hemicentrotus pulcherrimus、アカウニ

Pseudocentrotus depressus 、 キ タ ム ラ サ キ ウ ニ

Strongylocentrotus nudus 、 サ ン シ ョ ウ ウ ニ

Temnopleurus toreumaticus、ハリサンショウウニ T. 

reevesii、アカヒメウニ Temnotrema rubrum、コシダカ

ウニ Mespilia globulus、アオスジガンガゼ Diadema 

savignyi（日本海にはアオスジガンガゼが分布しない

ことから、アラサキガンガゼ D. clarki の誤同定の可

能性が高い）といったウニ類が確認されている（東出,

2002）。また、近年九十九湾でアラサキガンガゼやガ

ンガゼ D. setosum、ナガウニモドキ Parasalenia 

gratiosa など南方系ウニ類の発見が相次いでいる

（荒川・木村, 2023; Kohtsuka et al., 2024）。これらの

ウニ類からも多くの共生種（例えばガンガゼカクレエ

ビ Tuleariocaris zanzibarica や ガ ン ガ ゼ エ ビ

Stegopontonia commensalis、ガンガゼヤドリニナ

Echineulima robusta など）が報告されており（石川,

2023）、これらの種も温暖化などの影響で北上して

いる可能性が示唆されている（桑原, 2010）。今後の

調査でこれまで九十九湾で確認されているウニ類に

加え、南方種の出現動向にも注目する必要がある。

謝謝辞辞  
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Records of Ipomoea pes-caprae found in Noto Peninsula and Sado Island and Opuntia sp. in 
Noto Peninsula 
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Abstract

Ipomoea pes-caprae was found on the sandy beaches of Noto Peninsula and Sado Island. This species has few 

records in the area. In addition, Opuntia sp. was found in Noto Peninsula and their distributional knowledge was 

considered important, therefore we report them here. Opuntia sp. in particular is an invasive species, and its future 

distribution will be closely watched.
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ははじじめめにに

砂浜海岸は風や波浪、海水の飛沫など海から様々な影響を受けているため（中西・福本, 1993）、独自の植物が

生育し、総じて海浜植物と呼ばれている。著者である角田と豊田は、2024 年 1 月 1 日に発生した能登半島地震後

における砂浜海岸の植物相の調査の際に、ヒルガオ科のグンバイヒルガオ Ipomoea pes-caprae (L.) Sweet とサボ

テン科のウチワサボテン属の一種 Opuntia sp.を発見した。これらの種は石川県において報告が少なくその分布知

見が重要であると考えられたため、ここに報告する。また、佐渡島で発見されたグンバイヒルガオについても併せ

て述べる。

材材料料とと方方法法

2024 年 8 月 7–9 日、10 月 1–2 日に能登半島（かほ

く市、羽咋市、志賀町、輪島市、珠洲市、能登町、穴

水町、七尾市）の 58 地点の海岸において、海浜植物

相の調査を行なった。ここで調査地とした 58 地点は、

2024 年 1 月 1 日に発生した能登半島地震後もアクセ

ス可能なものであった。また、2024 年 10 月 21–25 日

に佐渡島の海岸において、同様の海浜植物相調査を

21 地点で行なった。現地では目視により海浜植物相

の確認を行ない、特筆すべき種については採集し、こ

れを標本とした。標本はのと海洋ふれあいセンターで

凍結乾燥標本とし、石川県立自然史資料館に収蔵予

定である。また、2024 年 12 月 18 日に本調査で唯一

のウチワサボテン属一種の発見地である珠洲市宝立

町にて本種の越冬の有無を確認した。

結結果果とと考考察察

本調査でグンバイヒルガオとウチワサボテン属の一

種が確認された（Fig. 1）。

グンバイヒルガオは 8 月 8 日に輪島市光浦町

（ 37°24'05.1"N 136°53'37.1"E ） と 珠 洲 市 川 浦 町

（37°31'34.6"N 137°18'02.1"E）、10 月 1 日に羽咋市柴

垣町（36°56'45.3"N 136°45'44.1"E）と、志賀町甘田

（ 36°58'14.4"N 136°46'12.8"E ）、同町富来領家町

（37°08'28.5"N 136°43'20.3"E）、10 月 21 日に佐渡市

高瀬（37°59'48.0"N 138°14'08.3"E）で確認された（Fig. 

2）。本種は熱帯から亜熱帯の砂浜海岸に生育する海

流散布植物である（中西, 2008）。国内では琉球列島

から紀伊半島南部まで、そして離散的な記録として房

総半島南部にまで繁殖分布圏が北上している（中西,

2011）。一方、越冬・定着はしないが、種子の漂着発

芽はそれよりも北の地、つまり太平洋側では茨城県以

南、日本海側では山形県以南で確認されている（中

Figure 1. Ipomoea pes-caprae (A) and Opuntia sp. (B) in the Noto Peninsula.
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西, 1987）。能登半島においては、1986 年 8 月に輪島

市で 6 株、羽咋郡富来町（現在の志賀町）で 2 株、羽

咋市で 8 株、河北郡宇ノ気町（現在のかほく市）で 11

株が確認されている（中西, 1987）。佐渡島において、

本種は小佐渡地域の一部で確認されている（本間,

2002）。今回、大佐渡地域で報告例の乏しい本種が新

たに確認された。本種の種子は継続的に能登半島や

佐渡島に流入し発芽しているものと思われる。

ウチワサボテン属の一種は 8 月 8 日に珠洲市宝立

町（37°24'32.8"N 137°14'38.4"E）で局所的に 5 株ほど

確認された。しかし、2024 年 12 月 18 日の調査では 1

株も確認されなかった。本属はアメリカ大陸を原産とし、

250 種ほどが知られるがその同定には困難を要する

（環境省, 2014）。日本には江戸時代初期に持ち込ま

れ、現在まで鑑賞用や食用として栽培されている（堀

部・香西, 2022）。一方、琉球列島から中部地方にかけ

て野生化し、在来の海浜植物を圧迫することが懸念さ

れている（環境省, 2014; 倉岡・藤川, 2022）。そのため

環境省は、「甚大な被害が予想されるため、特に、各

主体のそれぞれの役割における対策の必要性が高

い。」として本属を重点対策外来種に指定した（環境

省, 2014）。今回の調査では越冬株は確認されなかっ

た。しかし、本属は地中に植物体が存在していた場合

容易に再生する（愛知県, 2012）。本調査では地上部

の確認しか行なっていないため、確実に越冬していな

いとは言い難い。今後本属の石川県における分布動

態に注意する必要がある。
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Abstract

A guitarfish was captured by set-net fishing off Wajima City in Ishikawa Prefecture, Japan. The individual was 

identified as Rhinobatos hynnicephalus based on morphological characteristics. We investigated parasites on the 

body surface and gills of R. hynnicephalus and obtained specimens of Haplocotyle japonica (Monogenea: 

Monocotylidea) and larvae of gnathiid species (Malacostraca: Isopoda). Haplocotyle japonica has been found only 

from Hiroshima and Fukuoka prefectures. Therefore, this report is the most northern and eastern record of the 

monogenean. Gnathiidae gen. sp. could not be identified based on the larval morphology, and future surveys are 

warranted.

ははじじめめにに

日本近海において軟骨魚類は約 200 種が記録され、そのうち約 90 種が日本海から知られている（中坊, 2013; 

河野ら, 2014）。石川県は本州中央部の日本海側に位置し、その沿岸から 31 種の軟骨魚類が報告されている（河

野ら, 2014）。

軟骨魚類の寄生生物として、トリパノソーマ類、アメーバ類、繊毛虫類、コクシジウム類、粘液胞子虫類、扁形動

物類、鉤頭動物類、線形動物類、節足動物類など、多くの分類群が報告されている（Schaeffner and Smit, 2019）。

一般にこれらの魚類寄生虫は宿主から栄養を吸収する。そのため大量に寄生が生じると宿主に対して様々な悪影

響を引き起こすため、特に水産分野で問題視されている（小川, 2010; 良永, 2012）。

筆者らは 2023 年 9 月 7 日に石川県輪島市曽々木沖にて行なわれた定置網漁で漁獲される軟骨魚類を調べ

ていたところ、サカタザメ科魚類を発見した。水揚げされた軟骨魚類はそのほとんどが廃棄されるため、発見した

サカタザメ科魚類も廃棄されようとしていたところを、筆者らが譲り受けた。実験室に持ち帰り、外部寄生虫の検査

を行なったところ、単生類（扁形動物門）と等脚類（節足動物門）を発見した。

単生類はその多くが魚類に寄生する宿主特異性の高い外部寄生虫である。その内タンバンチュウ目に属する

種は軟骨魚類を主な宿主とする（新田, 2017）。本目はカギナシハダムシ科とタンバンチュウ科に分けられ、国内か

らそれぞれ 3 種と 9 種が報告されている（Nitta, 2019; Nitta and Ota, 2025）。単生類の多くの種は幼生時に中間宿

主を介さずに、宿主に直接寄生し成熟する（新田, 2017）。また、等脚類のウオノエ科やグソクムシ科、ウミクワガタ

科などの種が軟骨魚類に寄生することが知られている（Caira and Healy, 2004）。中でもウミクワガタ科の種は幼生

時に外部寄生と脱離を繰り返し、3 期目の脱離後に成体となる生活史を示す。成体変態後は寄生性を示さず、海

底で繁殖行動のみを行なう（田中, 2006）。本科の種は何度も宿主と海底を行き来するため、宿主特異性は低く、

様々な魚種の属や科をまたがって寄生する（太田，2013）。本科は国内から 40 種ほどが確認されている（Boyko et 

al., 2024）。

本稿ではサカタザメ科魚類から得られた単生類ヤマトカギナシハダムシ Haplocotyle japonica と、等脚類ウミクワ

ガタ科の一種 Gnathiidae gen. sp.について報じる。特にヤマトカギナシハダムシに関しては既存の分布域を大きく

北東に更新するものである。

材材料料とと方方法法

2023 年 9 月 7 日、石川県輪島市曽々木沖にて定

置網漁でサカタザメ科魚類 1 個体が混獲された。この

個体を形態的特徴に基づいて種同定を行なった後、

淡水に魚体全体を浸してよく揺すり、体表に付着して

いる寄生虫を脱落させ目視で採集した。また、鰓を取

り出して同様に淡水に浸し、鰓に付着している寄生虫

を採集した。得られた寄生虫は 100％エタノールで固

定・保存された。
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得られた寄生虫のうち、単生類標本は 3 個体をハイ

デンハイン氏鉄ヘマトキシリン染色し、エタノール系列

で脱水後、カナダバルサムで封入し永久標本とした。

等脚類標本は 2 個体についてエタノール中、もしくは

ユーパラル中で解剖を行ない、ユーパラルで封入し

た。単生類標本の撮影は光学顕微鏡（Nikon、

Optiphot-2 位相差顕微鏡）とそれに接続したデジタル

カメラ（CANON、EOS 70D）で行い、等脚類標本の撮

影は実体顕微鏡（Olympus、SZX7）とそれに接続した

デジタルカメラ（EOS 70D）で行なった。標本の観察と

作図は光学顕微鏡（Optiphot-2 位相差顕微鏡）と描画

装置を用いた。作製した寄生虫標本は、のと海洋ふれ

あいセンター（NMCI、石川県鳳珠郡能登町）に登録、

収蔵された。

結結果果とと考考察察

サカタザメ科魚類は、第 1 背鰭と第 2 背鰭がよく離

れる、第 1 背鰭前方に棘列がない、背面に輪状斑紋

がある、吻の腹面に褐色域がない、吻は適度に尖ると

いった特徴から、中坊（2013）に従いコモンサカタザメ

Rhinobatos hynnicephalus と同定された（Fig. 1）。9 月 7

日の定置網漁ではブリSeriola quinqueradiataやシイラ

Coryphaena hippurus、マアジ Trachurus japonicus など

が数多く漁獲されたが、サカタザメ科魚類は本研究で

用いた 1 個体しか漁獲されなかった。サカタザメ科魚

類は砂泥底に生息するため（中坊, 2013）、回遊魚を

対象とする定置網漁で混獲されることは少ないと考え

られる。また、コモンサカタザメは環境省レッドリストで

準絶滅危惧（Near Threatened：NT）に選定されており、

現時点での絶滅危険度は小さいが、今後絶滅危惧に

移行する可能性のある種に指定されている（環境省,

2017）。

コモンサカタザメから得られた寄生虫はカギナシハ

ダムシ科単生類 6 個体、ウミクワガタ科等脚類 54 個体

であった。下に詳細を述べる。

ヤヤママトトカカギギナナシシハハダダムムシシ（（Fig. 2A））

Haplocotyle japonica Nitta and Nagasawa, 2017

標本番号 NMCI-IV. 375、6 個体、石川県輪島市

曽々木沖、コモンサカタザメの体表および鰓に寄生、

2023 年 9 月 7 日、角田啓斗・北 悠樹・豊田賢治採

集。

体は楕円形；後固着盤は扇形で硬化した鉤など

を欠く；眼を欠く；口は体の上端で開口する；釣鐘型

の咽頭の前部に小さな口腔があり、両側に前腺があ

る；腸は分岐し、多数の二次側枝がある；精巣は 1つ

で卵腺の後方に位置する；雄交接器は硬化せず棘

もない；卵腺は小葉状で、体の中程にあり，腸を巻か

ない；卵形成腔は蛇行し、上部は四面体状になる；

膣は 1 つで分岐しない、などの特徴が、Nitta and 

Nagasawa（2017）によるヤマトカギナシハダムシの記

載とよく一致した。また、コモンサカタザメは本種のタ

イプ宿主である。

本種は Nitta and Nagasawa（2017）によりカギナシ

ハダムシ科の新属新種として記載され、現在も本属

に帰属するのはヤマトカギナシハダムシ 1 種のみで

ある。本種はこれまでに広島県瀬戸内海と福岡県日

本海側から報告されている（Nitta and Nagasawa, 

2017）。したがって今回石川県から得られた検討標

本は、本州日本海から初めての記録であり、本種の

分布域を北および東に更新する。本種の宿主である

コモンサカタザメは、日本海側において新潟県以南

に生息することから（中坊, 2013）、コモンサカタザメ

に寄生する本種も新潟県以南に広く分布していると

考えられる。

コモンサカタザメからは、本種以外にタンバンチュ

ウ 科 の ヨ ツ ト ゲ イ バ ン チ ュ ウ Neoheterocotyle 

quadrispinata が鰓から見つかっている（Nitta, 2019）。

しかし、本研究では本種は得られなかった。

ウウミミククワワガガタタ科科のの一一種種（（Fig. 2B, 3））

Gnathiidae gen. sp.

標本番号 NMCI-AR. 1051、54 個体、石川県輪島

市曽々木沖、コモンサカタザメ体表および鰓に寄生、

2023 年 9 月 7 日、角田啓斗・北 悠樹・豊田賢治採

集。

検討標本は第 1 胸節が頭部に融合する；第 6 腹

節と尾節が合一して腹尾節となる；第 1 胸節の付属

肢は顎脚となる；第 2、第 8 胸節は付属肢を欠くため、
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歩脚は 5 対であるなどの特徴からウミクワガタ科の種

と同定された。また、頭部は楕円形で頭部長は幅の

66%（Fig. 1A）；上唇は六角形；眼はよく発達し、眼

長は頭部長の 75%；第 1 触角は 3 節の柄部と 4 節

の鞭部からなり、第 1 鞭部は短い（Fig. 3C）；第 1 触

角第 4 鞭部先端に感覚毛を備える；第 2 触角は 4 節

の柄部と 7 節の鞭部からなる（Fig. 3B）；第 2 触角柄

部第 4 節に大きな羽状毛を 2 本備える；咬脚は第 2–

6 胸脚より小さく、腕節が短く退化し長節に癒合して

いる（Fig. 3D、基節は欠損している）；擬顎は細く長

い（Fig. 3H）；第 2–6 胸脚は細長く粒状顆粒帯を形

成しない（Fig. 3I–M）；腹尾節は幅広い三角形（Fig. 

3N）；尾肢には単純な剛毛と羽状毛を備える、という

特徴がみられた。

検討標本は全てプラニザ幼生として得られた。ウミ

クワガタ科は一部例外を除き成体雄でしか形態に基

づく種同定が行なえない。この理由から本標本は科

までの同定に留めた。日本近海において、軟骨魚

類に寄生しているウミクワガタ科のプラニザ幼生は

Gnathia albipalpebrata 、ケブカウミ クワガタ G. 

capillata、オオウミクワガタ G. dejimagi、マダラウミク

ワガタ G. grandilaris、ゴマウミクワガタ G. maculosa、

スジグモウミクワガタ G. nubila、G. parvirostrata、ヒイ

ロウミクワガタ G. rufescens、シモフリウミクワガタ G. 

teruyukiae、ムツボシウミクワガタ G. trimaculata、ツノ

ダルマウミクワガタ Thaumastognathia bicorniger が

記載されている（Nunomura and Honma, 2004; Ota 

and Hirose, 2009a, 2009b; Ota, 2011, 2014, 2015; Ota 

et al., 2012, 2022）。このうち本州の浅海域からは、ケ

ブカウミクワガタとムツボシウミクワガタ、ツノダルマウ

ミクワガタのみが発見、報告されている（Nunomura 

and Honma, 2004; Ota et al., 2012, 2022）。ケブカウミ

クワガタのプラニザ幼生は宿主をコモンサカタザメと

Figure 2. Overview of Haplocotyle japonica (A) and 
Gnathiidae gen. sp. (B) obtained from Rhinobatos 
hynnicephalus. A shows after staining, and B 
shows after ethanol fixation. Both scale bars are 1 
mm.

Figure 1. Overview of Rhinobatos hynnicephalus.
The scale bar indicates 10 cm.

Figure 3. Detailed views of Gnathiidae gen. sp. 
obtained from Rhinobatos hynnicephalus. A: 
head, B: antennule, C: antenna, D: gnathopod, E: 
maxilliped, F: mandible, G: maxillula, H: 
paragnath, I: pereopod 2, J: pereopod 3, K: 
pereopod 4, L: pereopod 5, M: pereopod 6, N: 
pleotelson.
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する点で一致するが、頭部が四角く、頭部に対する

眼の割合が小さい（眼長が頭部長の 30%）という点

など、検討標本とは異なった（Nunomura and Honma, 

2004）。一方ムツボシウミクワガタのプラニザ幼生で

は頭部が幅広く（頭部長が頭部幅の 50%ほど）、腹

尾節側縁が鋸歯状にならない点など、検討標本とは

異なった（Coetzee et al., 2009）。ツノダルマウミクワガ

タのプラニザ幼生では，咬脚が著しく伸長する点で

検討標本から容易に区別できた（Ota et al., 2022）。

今後、本海域の軟骨魚類からからプラニザ幼生を生

きたまま取り出し、太田ら（2023）などの方法により成

体雄まで飼育すること、また DNA バーコードの活用

によって種まで同定されることが望まれる。
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Abstract

Cymothoid isopods are parasitic mainly in the oral cavity, gill chamber, abdominal cavity and body surface of 

fishes. We found two species of cymothoid isopods, Ceratothoa verrucosa and C. oxyrrhynchaena in the fishes 

from the Sea of Japan. Ceratothoa verrucosa, whose host is Evynnis tumifrons, is known mainly from the Pacific 

Ocean. It is reported here as the first record from the Sea of Japan in about half a century. In addition, C. 

oxyrrhynchaena was found on Doederleinia berycoides from Yamagata prefecture, purchased from a supermarket 

in Ishikawa prefecture. There have been no records of C. oxyrrhynchaena from Yamagata prefecture, and the 

individual obtained would update the distribution range of this species to the north. We also report on a specimen 
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from the collection of Noto Marine Laboratory, Institute of Nature and Environmental Technology, Kanazawa 

University, in which we identified a species of Nerocila japonica as first record of Ishikawa prefecture.

ははじじめめにに

ウオノエ科等脚類は、主に魚類の口腔や鰓腔、腹腔、体表などに寄生し、300 以上の種が知られている（山内,

2016）。本科は雄性先熟を示し（Brusca, 1981）、宿主に最初に寄生した個体が雄から雌に性転換し、２番目以降に

寄生した個体が雄として振る舞うことで雌雄ペアが成立する生活史をもつ（Tsai et al., 1999）。また、食用魚にも寄

生するため、国内でも古くから縁起物（鯛之福玉）や厄介物（寄生虫）としてその存在が認知されている（山内ら,

2004; 山内, 2016）。しかし、国内の図鑑には誤った種名や情報が多く、また、外部形態の種内変異が著しいため、

本科の種同定は困難を要することが指摘されている（山内, 2016）。

近年、形態学的特徴に基づいて同定されたウオノエ科等脚類が数多く報告されている（長澤・中野, 2024; 長

澤・新田, 2024; Nagasawa and Okada, 2024; 長澤・鈴木, 2024; 佐藤・元村, 2024 など）。我々は石川県輪島市曽々

木沖にて行なわれた定置網漁を見学した際、漁師の方々からマダイ Pagrus major とチダイ Evynnis tumifrons を複

数個体譲り受けた。譲り受けた 2 種を精査していたところ、口腔にウオノエ科等脚類の寄生を認め、種同定の結果

タイノエCeratothoa verrucosaであることが明らかになった。チダイを宿主とするタイノエは主に太平洋で知られ、日

本海からは鈴木（1979）以降記録がないためここに報じる。加えて、石川県金沢市内のスーパーマーケットの鮮魚

コーナーで購入した山形県産アカムツ Doederleinia berycoides を精査していたところ、口腔にウオノエ科等脚類の

寄生を認め、種同定の結果ソコウオノエ C. oxyrrhynchaena であることが明らかになった。山形県からソコウオノエ

の記録はなく、得られた個体は本種の分布域を北に更新するものとなる。また、長澤・中野（2024）は、市販されて

いた石川県産マダイにタイノエの寄生を認め、これを石川県初記録とした。しかし、石川県におけるタイノエの記録

は岡本ら（1998）に記されており、この記録は金沢大学環日本海域環境研究センター臨海実験施設（能登臨海実

験施設）に収蔵されている標本に基づいている。ただし、和名と学名のみの記載であり、その同定根拠や宿主など

の情報は明らかでない。そこで、我々は能登臨海実験施設のタイノエとされている標本を確認したところ、収蔵さ

れていた標本はタイノエではなくウオノコバン Nerocila japonica であることが明らかになったため、併せてここに報

じる。

材材料料とと方方法法

2023 年 9 月 14 日と 10 月 29 日に石川県輪島市

曽々木沖にて行なわれた定置網漁の水揚げを見学し

た際、漁師の方々からウオノエ科等脚類の寄生したタ

イ科魚類を計 4 個体譲り受けた。また、2024 年 9月 10

日に石川県金沢市内の鮮魚店でホタルジャコ科魚類

を購入し、口腔に見出されたウオノエ科等脚類を精査

した。タイ科魚類は林・萩原（2013）に、ホタルジャコ科

魚類は波戸岡（2013）に従って種同定を行なった。ウ

オノエ科等脚類は 70%エタノールにて保存され、後日

形態学的特徴に基づいて同定された。

また、能登臨海実験施設に収蔵されていたタイノエ

標本 1 個体についても形態学的特徴に基づき同定し

た。等脚類の体長（頭部前端から腹尾節後端）と最大

体幅はデジタルノギスにより 0.1 mm の精度で測定さ

れた。作製した標本は全てのと海洋ふれあいセンター

に甲殻類標本（NMCI-AR.）として登録、収蔵された。
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結結果果とと考考察察

タタイイノノエエ（（Fig. 1A–D））

Ceratothoa verrucosa (Schioedte & Meinert, 1883)

NMCI-AR. 1055-1、雌 1 個体（体長 17.8 mm、体幅

7.4 mm；口蓋に寄生）、雄 1 個体（体長 9.1 mm、体幅

3.6 mm；口腔右側壁に寄生：Fig. 1E）、宿主チダイ（全

長 14.1 cm、体長 11.4 cm：Fig. 1E）、石川県輪島市

曽々木沖、2023 年 9 月 14 日、角田啓斗・近藤裕介・

豊田賢治採集（Table 1）。NMCI-AR. 1055-2、雌 1 個

体（体長20.5 mm、体幅7.3 mm；口蓋に寄生）、雄1個

体（体長 9.6 mm、体幅 3.7 mm；口腔左側壁に寄生）、

宿主チダイ（全長 14.6 cm、体長 11.6 cm）、石川県輪

島市曽々木沖、2023 年 9 月 14 日、角田啓斗・近藤裕

介・豊田賢治採集（Table 1）。NMCI-AR. 1056、抱卵雌

1 個体（体長 23.6 mm、体幅 11.1 mm；口蓋に寄生）、

雄 1 個体（体長 13.4 mm、体幅 5.7 mm；口腔左側壁に

寄生）、宿主マダイ、石川県輪島市曽々木沖、2023 年

10 月 29 日、角田啓斗・豊田賢治採集（Table 1）。

NMCI-AR. 1057、雌 1 個体（体長 18.7 mm、体幅 8.6 

mm；口蓋に寄生）、雄 1 個体（体長 11.9 mm、体幅 4.7 

mm；口腔に寄生）、宿主マダイ（全長 14.6 cm、体長

11.6 cm：Fig. 1F）、石川県輪島市曽々木沖、2023 年 9

月 14 日、角田啓斗・近藤裕介・豊田賢治採集（Table 

1）。

上記個体は次の特徴が長澤（2019）や長澤・山田

（2022）などで示されているタイノエの記載と一致した。

雌：体は卵形；第3胸節が最も広く、第7胸節が最も狭

い；頭部は半円形；眼は不明瞭；第 1 胸節の背前縁部

は顕著に凹凸する；第 1 胸節の前隅部は前方に突出

し、先端は眼に達する；第1胸節が最も長く、第7胸節

が最も短い；各腹節は短く、後方に向かって僅かに幅

広くなる；腹尾節は楕円形；尾肢先端は腹尾節後端を

越えず、外内肢ともほぼ同長。NMCI-AR. 1055-1 と

NMCI-AR. 1057 それぞれの雌には雄の生殖突起の

名残が残っている。NMCI-AR. 1055-2 の雌には雄の

生殖突起の名残が残っていない。雄：体は楕円形；頭

部は台形；第 1 胸節の前隅部は前方に突出する；第 1

胸節が最も長く、第 7 胸節が最も短い；腹尾節は楕円

形；尾肢は腹尾節側縁の中央を越える。

Figure 1. Ceratothoa verrucosa and their hosts. Dorsal (A) and ventral (B) views of female C. 
verrucosa. Dorsal (C) and ventral (D) views of male C. verrucosa. Parasitic in the oral cavity of 
Evynnis tumifrons (E) and Pagrus major (F). Each scale bar is 10 mm.
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本種は国内において、山形県、千葉県、東京都、

神奈川県、新潟県、富山県、石川県、静岡県、愛知県、

三重県、和歌山県、広島県、山口県、高知県、長崎県、

熊本県、大分県、鹿児島県から記録がある（長澤,

2017; 山内・柏尾, 2018; 長澤ら, 2020; 長澤・中野,

2024）。本報告は長澤・中野（2024）に続くタイノエの石

川県における 2 例目の報告となる。石川県からは長

澤・中野（2024）の他に岡本ら（1998）により記録されて

いるが、後述の通りタイノエとされていた標本がウオノ

コバンであったため除外した。

本種は主にマダイとチダイの口腔に寄生するが（長

澤, 2017）、ヒレコダイ Evynnis cardinalis やアカメバル

Sebastes inermis からも発見されている（長澤, 2019）。

また、布村（2011）ではアカムツを宿主としているが、

長澤（2017）でその記録は疑問視されている。マダイ

は古くからタイノエの宿主として知られていたが、チダ

イを宿主とするものは鈴木（1979）以降の記録がなく、

2016 年に改めてタイノエの宿主として報告された

（Nagasawa and Isozaki, 2016）。チダイを宿主としたタイ

ノエの記録は、山形県、千葉県、相模湾（神奈川県か

静岡県か不明）、鹿児島県からそれぞれ 1 例、三重県

から 2 例の計 6 例しかない（鈴木, 1979; Nagasawa and 

Isozaki, 2016; Hata et al., 2017; Nagasawa and Okada, 

2022; 長澤・中野, 2023; 佐藤・元村, 2024）。したがっ

て、本報告がチダイから得られたタイノエの 7 例目の

報告となり、特に日本海側から鈴木（1979）以来約半

世紀ぶりとなる発見である。チダイは北海道南部から

九州にかけての日本海，東シナ海，太平洋沿岸，瀬

戸内海に分布し（林・萩原, 2013）、タイノエも山形県以

南の同海域に生息する。したがって今後、チダイから

の報告事例も増えていくと考えられる。

ソソココウウオオノノエエ（（Fig. 2））

Ceratothoa oxyrrhynchaena Koelbel, 1878

NMCI-AR. 1068、抱卵雌 1 個体（体長 24.9 mm、体

幅 11.4 mm；口腔に寄生）、雄 1 個体（体長 10.0 mm、

体幅 3.9 mm；口腔に寄生）、宿主アカムツ（全長 13.0 

cm、体長 10.4 cm：Fig. 3）、山形県、2024 年 9 月 10 日、

角田啓斗・木谷洋一郎採集（Table 1）。

検討個体は次の特徴が長澤・飯田（2022）や長澤・

松原（2022）などで示されているソコウオノエの記載と

一致した。雌：体は楕円形で、第 4–5 胸節が幅広い；

頭部はほぼ三角形で、前端部は少し突出する；眼は

比較的大きい；第1胸節前隅部は前方に突出し、先端

は眼まで達する；第 1 胸節から後方に向かって体高が

Figure 2. Dorsal (A) and ventral (B) views of 
female Ceratothoa. oxyrrhynchaena. Dorsal (C) 
and ventral (D) views of male C. 
oxyrrhynchaena. Scale bars A and B are 10 mm, 
C and D are 5 mm.

Figure 3. Ceratothoa. oxyrrhynchaena, a parasite of 
Doederleinia berycoides.

26



のと海洋ふれあいセンター研究報告 第 30 号（2025）
 

 26

本種は国内において、山形県、千葉県、東京都、

神奈川県、新潟県、富山県、石川県、静岡県、愛知県、

三重県、和歌山県、広島県、山口県、高知県、長崎県、

熊本県、大分県、鹿児島県から記録がある（長澤,

2017; 山内・柏尾, 2018; 長澤ら, 2020; 長澤・中野,

2024）。本報告は長澤・中野（2024）に続くタイノエの石

川県における 2 例目の報告となる。石川県からは長

澤・中野（2024）の他に岡本ら（1998）により記録されて

いるが、後述の通りタイノエとされていた標本がウオノ

コバンであったため除外した。

本種は主にマダイとチダイの口腔に寄生するが（長

澤, 2017）、ヒレコダイ Evynnis cardinalis やアカメバル

Sebastes inermis からも発見されている（長澤, 2019）。

また、布村（2011）ではアカムツを宿主としているが、

長澤（2017）でその記録は疑問視されている。マダイ

は古くからタイノエの宿主として知られていたが、チダ

イを宿主とするものは鈴木（1979）以降の記録がなく、

2016 年に改めてタイノエの宿主として報告された

（Nagasawa and Isozaki, 2016）。チダイを宿主としたタイ

ノエの記録は、山形県、千葉県、相模湾（神奈川県か
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報告となり、特に日本海側から鈴木（1979）以来約半
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戸内海に分布し（林・萩原, 2013）、タイノエも山形県以

南の同海域に生息する。したがって今後、チダイから

の報告事例も増えていくと考えられる。

ソソココウウオオノノエエ（（Fig. 2））

Ceratothoa oxyrrhynchaena Koelbel, 1878

NMCI-AR. 1068、抱卵雌 1 個体（体長 24.9 mm、体

幅 11.4 mm；口腔に寄生）、雄 1 個体（体長 10.0 mm、

体幅 3.9 mm；口腔に寄生）、宿主アカムツ（全長 13.0 

cm、体長 10.4 cm：Fig. 3）、山形県、2024 年 9 月 10 日、

角田啓斗・木谷洋一郎採集（Table 1）。

検討個体は次の特徴が長澤・飯田（2022）や長澤・

松原（2022）などで示されているソコウオノエの記載と

一致した。雌：体は楕円形で、第 4–5 胸節が幅広い；

頭部はほぼ三角形で、前端部は少し突出する；眼は

比較的大きい；第1胸節前隅部は前方に突出し、先端
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Figure 2. Dorsal (A) and ventral (B) views of 
female Ceratothoa. oxyrrhynchaena. Dorsal (C) 
and ventral (D) views of male C. 
oxyrrhynchaena. Scale bars A and B are 10 mm, 
C and D are 5 mm.

Figure 3. Ceratothoa. oxyrrhynchaena, a parasite of 
Doederleinia berycoides.
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高くなる；第 7 胸脚基節は顕著に拡張する；各腹節は

短い；腹尾節側縁は緩く曲がる；尾肢の外肢は内肢よ

り長い。雄：雌体は小判型で、第 4–5 胸節が幅広い；

頭部はほぼ三角形；眼は比較的大きい；第1胸節前隅

部は少し前方に突出し、先端は眼まで達する；第 1 胸

節から後方に向かって体高が高くなるが雌ほど膨らま

ない；第 7 胸脚基節は顕著に拡張する；各腹節は短

い；腹尾節側縁は緩く曲がる；尾肢の外肢は内肢より

長い。

本種は国内において、宮城県、福島県、茨城県、

神奈川県、富山県、石川県、島根県、山口県、愛媛県、

高知県、長崎県、鹿児島県から記録がある（Nagasawa 

and Kodama, 2020）。そのため、本報告がソコウオノエ

の山形県初記録となる。また、本州日本海側からは富

山県、石川県、島根県、山口県の 4 県からしか記録が

ないため、本報告が日本海側 5 県目の記録であり、日

本海側の分布域を北に更新するものとなる。この記録

は亜熱帯から温帯のほか亜寒帯南部海域にも生息す

るとした Nagasawa and Kodama（2020）を支持するもの

となる。

検討個体は石川県金沢市内の鮮魚店で購入され

たアカムツに寄生していた。販売時は山形県産とのみ

表記されていたため、より詳細な漁獲場所の情報は得

られなかった。近年、スーパーマーケットや鮮魚店か

ら購入した魚類から得られたウオノエ科等脚類の記録

が増加しており（長澤, 2019; 長澤・田和, 2020; 長澤ら,

2020; 長澤・佐々木, 2022; 長澤・山田, 2022; 長澤・

中野, 2023, 2024）、今後も食用魚からウオノエ科等脚

類の発見が増加していくものと思われる。

ウウオオノノココババンン（（Fig. 4））

Nerocila japonica Schioedte & Meinert, 1881

能登臨海実験施設 00972、1 個体（体長 22.5 mm、

体幅 10.4 mm）、実験所前、1975 年 6 月 6 日、T. 

Shinya 採集（Table 1）。

検討個体は、体が楕円形；頭部は半円形近く、前端

はやや丸い；頭部と第 1 胸節との接合部分は凹状；第

6 胸節が最も幅広い；第 6–7 胸節後隅部は後方に尖

り、第 7 胸節で顕著；各腹節後隅部は後方に尖り、第

1–2 腹節腹で長い；腹尾節の両側縁は緩やかに曲が

るといった特徴が長澤ら（2019）や長澤（2020）などで

示されているウオノコバンの記載と一致した。なお、右

尾肢全体と左尾肢の一部は欠損していた。

本種は国内において、神奈川県、新潟県、富山県、

静岡県、大阪府、兵庫県、和歌山県、島根県、岡山県、

広島県、山口県、徳島県、愛媛県、高知県、福岡県、

長崎県、熊本県、宮崎県、鹿児島県から記録がある

（Nagasawa and Tawa, 2019）。そのため、本報告がウオ

ノコバンの石川県初記録となる。また、本州日本海側

からは新潟県、富山県、島根県の 3 県からしか記録が

ないため（長澤, 2020）、本報告が日本海側 4 県目の

記録である。

本種はウグイ Tribolodon ahakonensis、ボラ Mugil 

cephalus、セスジボラ Liza affinis、メナダ Chelon 

haematocheilus、ヒメソコカナガシラ Lepidotrigla hime、

アカメ Lates japonicus、スズキ Lateolabrax japonicus、

ヒラスズキ Lateolabrax latus、キチヌ Acanthopagrus 

latus、クロダイ Acanthopagrus schlegeli、クロメジナ

Girella leonina 、 シ マ イ サ キ Rhyncopelates 

oxyrhynchus、アオタナゴ Ditrema viride、ウミタナゴ

Ditrema temmincki、ドロメ Chasmichthys gulosus、マハ

ゼ Acanthogobius flavimanus、ハゼクチ Acanthogobius 

hasta 、 Pseudolabrus sp. 、 ウ ス バ ハ ギ Aluterus 

monoceros、ショウサイフグ Takifugu snyderi、マンボウ

Mola mola の各鰭や体表、口腔に寄生することが知ら

れている（山内, 2016; Hata et al., 2017; Nagasawa et al., 

2018; 近藤ら, 2021）。本標本の宿主や寄生部位は不

明であった。採集地は実験所前と記されていたが、こ

Figure 4. Dorsal (A) and ventral (B) views of female 
Nerocila japonica. Each scale bar is 10 mm.
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れは能登臨海実験施設前の九十九湾を指すものと思

われる。九十九湾からは、ウグイ、ボラ、メナダ、スズキ、

クロダイ、シマイサキ、ウミタナゴ、ドロメ、マハゼ、ササ

ノハベラの記録があるため（坂井, 1995）、これらの魚

類を宿主としていた可能性が考えられる。
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れは能登臨海実験施設前の九十九湾を指すものと思

われる。九十九湾からは、ウグイ、ボラ、メナダ、スズキ、

クロダイ、シマイサキ、ウミタナゴ、ドロメ、マハゼ、ササ

ノハベラの記録があるため（坂井, 1995）、これらの魚

類を宿主としていた可能性が考えられる。

謝謝辞辞  

 

輪島市ふるさと体験実習館の角 知子氏には曽々

木で行なわれる定置網漁見学の機会をいただいた。

刀祢利雄氏と佐竹勝一氏をはじめとする曽々木の定

置網漁師諸氏と金沢大学環日本海域環境研究センタ

ー臨海実験施設の木谷洋一郎博士には魚体を提供

していただいた。のと海洋ふれあいセンターの東出幸

真氏には標本登録の際にお世話になった。金沢大学

環日本海域環境研究センター臨海実験施設の小木

曽正造博士と志茂龍太郎氏には標本を提供していた

だいた。上記の方々に深く御礼申し上げる。また、

2024 年 1 月 1 日に発生した能登半島地震により、調

査地は甚大な被害を受けた。被災された皆様に心より

お見舞い申し上げる。
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イシダイ幼魚の横帯模様の変異パターン
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Abstract

The barred knifejaw Oplegnathus fasciatus is distributed across regions south of central Japan and is a popular 

target for recreational fishing, attracting significant attention from anglers. As an economically important fish 

species, seed production and aquaculture initiatives are actively pursued in various areas in Japan. Oplegnathus 

fasciatus is characterized by seven black transverse bands on each side of its body, and changes in these patterns 

with growth are used as indicators for sexual identification. Previous studies on the its transverse bands have 

focused on the pattern formation process observed in wild fish collected from drifting seaweed and the relationship 

between body length and pattern formation during the seed production process. This paper reports observations of 

transverse band patterns in juvenile O. fasciatus (approximately 15 cm in total length) caught in set net fisheries 
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off Sosogi, Wajima City, Ishikawa Prefecture. The findings revealed significant variation in the variation rate 

among the first to seventh transverse bands.

ははじじめめにに

イシダイ Oplegnathus fasciatus は日本の中部以南の各地に分布し、磯釣りの代表的対象種として釣り人からの

関心が高い。また、水産種としても商品価値が高く、海水養殖対象種として期待されているが、当歳魚ではマダイ

と同程度の成長率を示す一方で、1 歳以降の成長が遅いためイシダイ単独での養殖事業の普及には至っていな

い。イシダイの養殖面での活用を促進するために、三倍体の作出や（村田ら, 1994）、イシダイよりも成長速度の早

いイシガキダイOplegnathus punctatus との交雑種であるキンダイの作出が行われてきた（村田・家戸, 2012）。さらに

近年、神奈川県小田原市では定置網で漁獲されたイシダイを韓国へ輸出する事業が展開されるなど水産利用が

進んでいる（古江, 2022）。

イシダイの体側には左右それぞれ 7 条の黒色横帯模様があり、成長に伴う模様の変化は本種の雌雄判別指標

として用いられている（道津, 1963; 道津・夏苅, 1967）。この横帯模様は個体成長に従って薄れて灰色になり、横帯

模様が不鮮明になる。特に、オス成魚は全身が灰黒色となり、尾部周辺にぼんやりと横帯模様が残る程度になる。

また、オス成魚では口周辺が黒くなることから、そのような特徴を発揮した個体は「クチグロ」などと呼ばれる。一方、

メス成魚は横帯模様が残るため、成魚では体色・模様に明瞭な性差が現れる。

イシダイの横帯模様の形成過程については天然採集魚に基づく報告に加え（内田, 1926）、種苗生産過程の仔

稚魚を用いた詳細な観察から以下の９つの段階に分類されている（福所, 1975）。
 第 1 段階（全長：9.1–10.0 mm）：黒色素胞が、背鰭棘部基底の中央よりやや後方と肛門の後端とを

結ぶ線より前方の体側に分布し、頭・胸部は黒色を呈する。そのため、生体では半透明である尾柄

部と尾鰭以外は全体が黒色に見える。

 第 2 段階（全長：10.1–12.0 mm）：第 1–3 帯の上方部が融合した状態で出現し、これと並行して黒色

素胞の分布域の後縁は背・臀鰭両棘部の後端を結ぶ線まで伸長する。

 第 3 段階：第 1–3 帯はそれぞれ下方に伸長し、各帯に分離独立する。しかし、第 1 帯は眼窩上縁、

第 2 帯は鯉蓋の後端域までしか達せず、第 3 帯は体側部を横断する。

 第 4 段階（全長：11.1–14.0 mm）：第 3 帯は後縁の体側中央線付近から後方に向かって三角錐状に

黒色素胞の分布域が拡大し、第 3 帯と第 4 帯が融合した横帯が出現する。

 第 5 段階（全長：9.1–15.0 mm）：第 3 帯と第 4 帯の中間域の色素胞が収縮し、両帯は分離独立す

る。

 第 6 段階（全長：14.1–17.0 mm）：第 4 帯の後縁より後方に向かって三角錐状に色素胞の分布域が

拡大する。

 第 7 段階（全長：11.1–19.0 mm）：第 4 帯から成る三角錐状の黒色素胞の分布域は、次第に第 4 帯

と第 5–6 帯が融合した台形状大斑へと分離する。

 第 8 段階（全長：13.1–25.0 mm）：第 5–6 帯が融合した台形状大斑から第 5 帯が分離独立する。

 第 9 段階（全長：15.1–30.0 mm）：第 5 帯と分離した尾柄部を占有する黒色帯は前後に分かれ、各々

が第 6 帯と第 7 帯になり、すべての横帯形成が完了する。

これまでのイシダイの横帯模様に関する研究は流れ藻に付着する天然採集魚に基づく観察による斑紋形成過

程や（内田, 1926）、種苗生産過程における体長と斑紋形成過程の連関を調べたものがある（福所, 1975）。本稿で

は、石川県輪島市曽々木沖の定置網漁で漁獲されたイシダイ幼魚（全長 15 cm 前後）の横帯模様の観察から、第

1–7 帯の位置ごとに変異率が大きく異なることを見出したので、報告する。
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off Sosogi, Wajima City, Ishikawa Prefecture. The findings revealed significant variation in the variation rate 

among the first to seventh transverse bands.

ははじじめめにに

イシダイ Oplegnathus fasciatus は日本の中部以南の各地に分布し、磯釣りの代表的対象種として釣り人からの

関心が高い。また、水産種としても商品価値が高く、海水養殖対象種として期待されているが、当歳魚ではマダイ

と同程度の成長率を示す一方で、1 歳以降の成長が遅いためイシダイ単独での養殖事業の普及には至っていな

い。イシダイの養殖面での活用を促進するために、三倍体の作出や（村田ら, 1994）、イシダイよりも成長速度の早

いイシガキダイOplegnathus punctatus との交雑種であるキンダイの作出が行われてきた（村田・家戸, 2012）。さらに
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素胞の分布域の後縁は背・臀鰭両棘部の後端を結ぶ線まで伸長する。

 第 3 段階：第 1–3 帯はそれぞれ下方に伸長し、各帯に分離独立する。しかし、第 1 帯は眼窩上縁、

第 2 帯は鯉蓋の後端域までしか達せず、第 3 帯は体側部を横断する。

 第 4 段階（全長：11.1–14.0 mm）：第 3 帯は後縁の体側中央線付近から後方に向かって三角錐状に

黒色素胞の分布域が拡大し、第 3 帯と第 4 帯が融合した横帯が出現する。

 第 5 段階（全長：9.1–15.0 mm）：第 3 帯と第 4 帯の中間域の色素胞が収縮し、両帯は分離独立す

る。

 第 6 段階（全長：14.1–17.0 mm）：第 4 帯の後縁より後方に向かって三角錐状に色素胞の分布域が

拡大する。

 第 7 段階（全長：11.1–19.0 mm）：第 4 帯から成る三角錐状の黒色素胞の分布域は、次第に第 4 帯
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が第 6 帯と第 7 帯になり、すべての横帯形成が完了する。

これまでのイシダイの横帯模様に関する研究は流れ藻に付着する天然採集魚に基づく観察による斑紋形成過

程や（内田, 1926）、種苗生産過程における体長と斑紋形成過程の連関を調べたものがある（福所, 1975）。本稿で

は、石川県輪島市曽々木沖の定置網漁で漁獲されたイシダイ幼魚（全長 15 cm 前後）の横帯模様の観察から、第

1–7 帯の位置ごとに変異率が大きく異なることを見出したので、報告する。
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材材料料とと方方法法

2023 年 9–10 月にかけて 6 回（9 月 25, 29 日 10 月

3, 10, 18, 29 日）、石川県輪島市曽々木沖の定置網漁

で漁獲されたイシダイを供試した。個体数はそれぞれ

の定置網漁で 406, 36, 478, 265, 360, 67 個体ずつ得ら

れ、合計 1,612 個体であった（全長 15 cm 前後）。イシ

ダイ幼魚の体表には黒色の横縞模様が 7 条あり、福

所（1975）に従い、左右それぞれ頭部側から尾部にか

けて第 1–7 帯（右：R1–R7、左：L1–L7）とした（Fig. 1a, 

b）。水揚げされたイシダイはすべて金沢大学環日本

海域環境研究センター臨海実験施設に持ち帰り、全

個体を左右両側からデジタルカメラ（TG-6, オリンパス

社）で撮影して、目視にて横帯斑紋が途中で途切れ

ていたり、別の横帯斑紋と繋がっているものを「横帯斑

紋変異」と定義してその変異位置を左右の区別をして

記録した（Fig. 1c–e）。横帯斑紋変異率の左右差はフリ

ーソフト R（version 4.2.2）の Fisher の正確確率検定で

検定を行なった（R Core Team 2022）。

結結果果

横横帯帯模模様様のの変変異異箇箇所所

本研究に用いた 1,612 個体全てについて標本並び

撮影データを目視により左右それぞれ頭部側から尾

部にかけて横帯模様を観察した。その結果、全個体

の 13.9%に当たる 224 個体に横帯模様のいずれか最

低１箇所に変異が認められた。模様変異のある 224 個

体をさらに、左右どちらかに１箇所のみ変異が認めら

れる個体に限定してその変異模様帯を調べたところ、

左右どちら側でも尾部に最も近い第 7 帯に多くの変異

が認められた（L7: 61.5%, Fig. 2a; R7: 75.0%, Fig 2b）。

同様に、左右どちらかに複数箇所の模様変異が認め

られる個体について調べると、左右どちら側でも第 6–

7 帯に同時に変異が認められるケースが最も多く、両

側に模様変異が認められる個体について調べると第

6–7 帯に同時あるいは第 7 帯のみに変異が認められ

るケースが最多であった（80.2%, Fig. 2e）。

模様変異のある 224 個体について全ての変異箇所

を累積した結果、左右どちら側も第 7 帯に最も多く変

異が認められた（L7: 46.9%, R7: 58.9%, Fig 3）。次点以

降は第 6 帯、第 5 帯、第４帯と尾部側から順に変異率

Figure 1. Definition of stripe positions in juvenile Oplegnathus fasciatus. The stripe positions are numbered 
from the head to the tail as 1 to 7, with the left side labeled as L1–L7 (a) and the right side as R1–R7 (b). 
Based on the variation patterns of the stripes on each side, the variations were categorized as follows: a single 
stripe showing variation only on one side (c), identical variations occurring on both sides (d), different patterns 
of variation between the left and right sides (e).
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が高く、頭部側の第 1 帯と第 2 帯については 1 個体も

変異が認められなかった（Fig. 3）。

考考察察

脊椎動物の模様形成パターンは、パンダのように遺

伝的に決定しているものと、シマウマやゼブラフィッシ

ュのように後胚発生期にかけて動物の成⻑に伴って

決定している 2 つのグループに分類できる。後者の縞

模様の形成様式は、Turing パターンと呼ばれる反応

拡散システムがその形成を説明するモデルとして知ら

れており、活性因子と抑制因子が特定の比率で作用

することで規則的な縞模様の形成が可能になる

（Turing, 1952）。ゼブラフィッシュを用いた広範な研究

から、本種の縦縞模様の形成原理が Turing モデルで

説明可能であることだけでなく、分子および細胞レベ

ルの実験からも実証されている（Kondo et al., 2021）。

イシダイの横帯模様もゼブラフィッシュと同様に、形成

因⼦である黒⾊素細胞が他の⾊素細胞あるいは周辺

の細胞と相互作⽤した結果、Turing パターンとして出

力された表現型であると考えられるが、それらを実験

的に示した事例は皆無である。

本研究からイシダイ幼魚の体側に見られる横帯模

様には 10%強の割合で変異が認められること、さらに

その変異率は頭部側の第 1–2 条では１例も観察され

ず、尾部側の第 7 条で突出していた。先行研究から、

イシダイの横帯模様の形成される順番は第 1–3 条、第

4 条、第 5 条、第 6 条、第 7 条であることが明らかにな

っており（福所, 1975）、この形成順が第 7 条に帯が途

切れる、あるいは直前に形成される第 6 条と繋がった

模様が多く現れることと関係があるのかもしれない。一

番初めに形成される第 1–3 条は黒色色素が明瞭にな

る時期に分離独立した状態で体表面に顕現するが、

それ以降の第 4–7 条は各直前の条から黒色色素が後

方に広がり分離することで形成される。つまり、第 1–3

条と第 4–7 条では模様形成の仕組みが異なっている。

事実、前後の横帯同士が繋がってしまう模様変異は

第 1–3 条ではほとんど観察されないが（224 個体の模

様変異個体のうち 1 個体のみ, Fig. 2d）、第 4–7 条で

は 39.7%の個体（224 個体の模様変異個体のうち 89

個体）が観察されている。以上のように、イシダイの横

帯模様の形成過程から、第1–3条と第4–7条との間で

見られる前後の横帯同士が繋がってしまう模様変異

率の違いを説明できる可能性がある。

イシダイの第 1–2 条に変異が生じにくい理由をもう

少し考えたい。鮮やかな体色を示す種を多く含むチョ

Figure 2. Number of individuals with stripe variations. The counts of individuals exhibiting stripe variations were 
categorized as follows: individuals with a single variation only on the left side (a), individuals with a single 
variation only on the right side (b), individuals with multiple variations only on the left side (c), individuals with 
multiple variations only on the right side (d), and individuals with variations on both sides (d).
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ウチョウウオ属（Chaetodon）では、目を隠蔽するために

黒い横帯模様（eyeband：アイバンド）を有する種が多く

報告されている（Alfaro et al., 2019; Levy et al., 2014）。

このアイバンドは目という弱点を捕食者から守るため

に有効であると考えられている（Neudecker, 1989）。ま

た近年、ホンソメワケベラ Labroides dimidiatus を用い

た研究により、真骨魚類が我々ヒトと同じように鏡像自

己認知能を有することが実験的に証明された（Kohda 

et al., 2019; 2022）。つまり、魚類も自己／非自己を顔

面形質から判断できる能力を有する。以上のことから、

イシダイ幼魚でも第 1 条がアイバンドとして機能してい

る結果、捕食者から逃れられてきた可能性がある。ま

た、イシダイも第 1 条を含む顔の要素で同種他個体を

認識している可能性が考えられるため、頭部側の横帯

模様に変異が生じにくい選択圧が生じたのかもしれな

い。

本研究は、定置網で大量に漁獲された現地の未利

用資源であるイシダイ幼魚を用いてその体側の横帯

模様の部位ごとの変異率を明らかにした。今後、類似

の調査研究が進み、魚類だけでなく様々な分類群で

体色・模様のバリエーションに関する知見が集積され、

種を跨いだ体色・模様パターンの決定機構が明らか

になっていくことを期待する。
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が高く、頭部側の第 1 帯と第 2 帯については 1 個体も

変異が認められなかった（Fig. 3）。
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脊椎動物の模様形成パターンは、パンダのように遺

伝的に決定しているものと、シマウマやゼブラフィッシ

ュのように後胚発生期にかけて動物の成⻑に伴って
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因⼦である黒⾊素細胞が他の⾊素細胞あるいは周辺

の細胞と相互作⽤した結果、Turing パターンとして出

力された表現型であると考えられるが、それらを実験

的に示した事例は皆無である。

本研究からイシダイ幼魚の体側に見られる横帯模

様には 10%強の割合で変異が認められること、さらに

その変異率は頭部側の第 1–2 条では１例も観察され

ず、尾部側の第 7 条で突出していた。先行研究から、

イシダイの横帯模様の形成される順番は第 1–3 条、第

4 条、第 5 条、第 6 条、第 7 条であることが明らかにな

っており（福所, 1975）、この形成順が第 7 条に帯が途

切れる、あるいは直前に形成される第 6 条と繋がった

模様が多く現れることと関係があるのかもしれない。一

番初めに形成される第 1–3 条は黒色色素が明瞭にな

る時期に分離独立した状態で体表面に顕現するが、

それ以降の第 4–7 条は各直前の条から黒色色素が後

方に広がり分離することで形成される。つまり、第 1–3

条と第 4–7 条では模様形成の仕組みが異なっている。

事実、前後の横帯同士が繋がってしまう模様変異は

第 1–3 条ではほとんど観察されないが（224 個体の模

様変異個体のうち 1 個体のみ, Fig. 2d）、第 4–7 条で

は 39.7%の個体（224 個体の模様変異個体のうち 89

個体）が観察されている。以上のように、イシダイの横

帯模様の形成過程から、第1–3条と第4–7条との間で

見られる前後の横帯同士が繋がってしまう模様変異

率の違いを説明できる可能性がある。

イシダイの第 1–2 条に変異が生じにくい理由をもう

少し考えたい。鮮やかな体色を示す種を多く含むチョ

Figure 2. Number of individuals with stripe variations. The counts of individuals exhibiting stripe variations were 
categorized as follows: individuals with a single variation only on the left side (a), individuals with a single 
variation only on the right side (b), individuals with multiple variations only on the left side (c), individuals with 
multiple variations only on the right side (d), and individuals with variations on both sides (d).
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ウチョウウオ属（Chaetodon）では、目を隠蔽するために

黒い横帯模様（eyeband：アイバンド）を有する種が多く

報告されている（Alfaro et al., 2019; Levy et al., 2014）。

このアイバンドは目という弱点を捕食者から守るため

に有効であると考えられている（Neudecker, 1989）。ま

た近年、ホンソメワケベラ Labroides dimidiatus を用い

た研究により、真骨魚類が我々ヒトと同じように鏡像自

己認知能を有することが実験的に証明された（Kohda 

et al., 2019; 2022）。つまり、魚類も自己／非自己を顔

面形質から判断できる能力を有する。以上のことから、

イシダイ幼魚でも第 1 条がアイバンドとして機能してい

る結果、捕食者から逃れられてきた可能性がある。ま

た、イシダイも第 1 条を含む顔の要素で同種他個体を

認識している可能性が考えられるため、頭部側の横帯

模様に変異が生じにくい選択圧が生じたのかもしれな

い。

本研究は、定置網で大量に漁獲された現地の未利

用資源であるイシダイ幼魚を用いてその体側の横帯

模様の部位ごとの変異率を明らかにした。今後、類似

の調査研究が進み、魚類だけでなく様々な分類群で

体色・模様のバリエーションに関する知見が集積され、

種を跨いだ体色・模様パターンの決定機構が明らか

になっていくことを期待する。
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Abstract

The Talitridae comprises terrestrial amphipods, among which Morinoia japonica inhabits terrestrial 

environments such as forests. However, due to taxonomic confusion within the Talitridae, there have been few 

distributional reports based on specimens in Japan. This study identified a Talitridae specimen collected in Noto 

Town, Ishikawa Prefecture, as M. japonica. This represents the first recorded occurrence of M. japonica in 

Ishikawa Prefecture.

ははじじめめにに

ハマトビムシ類は端脚目ハマトビムシ科に属する陸棲甲殻類であり、森林、湿地、沿岸環境など幅広い生息地

に生息する（Bousfield, 1982）。現在、ハマトビムシ科端脚目には 81 属が報告されており（Horton et al., 2024）、生

息環境に応じて湿地性の"marsh-hoppers"、海岸にて打ち上げ海藻を餌とする"beach-hoppers"、砂地性の"sand-
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hoppers"、斜面下部など落ち葉がたまった場所や内陸の森林の落枝下で見られる"land-hoppers"に分類される（森

野, 1999; 渡辺, 2023）。ニホンオカトビムシ Morinoia japonica は河川、湖沼、水田などの水辺の腐葉土に生息す

るハマトビムシ類であり（Tattersall, 1922; 森野, 1999; Miyamoto and Morino, 2004; Hou and Li, 2005）、腐食連鎖の

中で重要な生態学的役割を果たしているが（Friend and Richardson, 1986; Richardson and Morton, 1986; Graça et 

al., 2000）、その分類学的な混乱から種まで同定されたものは少ない。

森林におけるハマトビムシ類は P. platensis sensu lato やニホンヒメハマトビムシ P. pachypus が報告されている

（斉藤・百済, 1972; Tamura and Koseki, 1974）。しかし、Morino（1999）ではニホンヒメハマトビムシは北海道から九

州中部までの海岸打ち上げ物の下で見られると記載されており、森林で見られるハマトビムシ類はニホンオカトビ

ムシやオカトビムシ P. humicola などであると記載している。また、Iwasa（1939）が P. platensis として報告した個体は

Morino and Miyamoto（2016）によりキタオカトビムシ Ezotinorchestia solifuga と新属として報告され、Morino（1975）

により報告された P. platensis は Morino and Miyamoto（2004）により P. pacifica として再同定されている。以上の経

緯から国内における P. platensis sensu lato の報告には複数種のハマトビムシ類が含まれていたこともあり、ニホン

オカトビムシの分布に関して詳細な分布の記載が少ないのが現状である。

本稿では、石川県能登町の林道で採集されたニホンオカトビムシについて、能登半島における初採集記録とし

て報じる。

材材料料とと方方法法

2024 年 8 月 7 日に石川県鳳珠郡能登町越坂にある

ホテルのときんぷら（37°18'37.4"N 137°14'04.4"E）（Fig. 

1A, B）と、2024 年 8 月 8 日に能都町越坂にあるのと

海洋ふれあいセンター（37°18'21.0"N 137°14'28.4"E）

（Fig. 1A, C）の敷地内の林道にて、スコップを用いて

枯葉下の生物調査を実施した。採集されたハマトビム

シ類は 80%エタノールの液浸標本として保存された。

その後実験室内（広島大学）に持ち帰り、実体顕微鏡

を用いて詳細な形態観察を行なった。作製した標本

の一部はのと海洋ふれあいセンターに甲殻類標本

（NMCI-AR.）として登録された。

Figure 1. Sampling sites. ●:Hotel Noto Kinpura, ▲: Noto Marine Center (A). Gutter with fallen leaves near 
hotel Noto Kinpura (B) and side ditch with leaf litter near Noto Marine Center (C).
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結結果果とと考考察察

ニニホホンンオオカカトトビビムムシシ（（Fig. 2A–C））

Morinoia japonica (Tattersall, 1922)

NMCI-AR. 1072、雄 1 個体、石川県鳳珠郡能登町

越坂（ホテルのときんぷら）、2024 年 8 月 7 日、角田啓

斗・豊田賢治採集（Fig. 2A）。NMCI-AR. 1073、雌 1 個

体、石川県鳳珠郡能登町越坂（のと海洋ふれあいセ

ンター）、2024 年 8 月 8 日、角田啓斗・豊田賢治採集

（Fig. 2B）。標本未登録、雄 1 個体、採集状況は

NMCI-AR. 1072 と同じ。

検討標本は雌雄ともに第 6 胸脚基節板後葉が直角

であったことから、第 6 胸脚基節板後葉が滑らかに湾

曲するホソハマトビムシ属 Paciforchestia やスナハマト

ビムシ属Talorchestiaなどとは区別され、ヒメハマトビム

シ属であると判断した。また、雄に関しては、第 2 触角

柄部第4節、第 5節が肥厚しない；第2触角鞭状部長

が柄部第 5 節長の 1.95–1.99 倍（Fig. 3A）；第 2 小顎

内葉の丸みを帯びた突起構造数は 17（Fig. 3B）；第 1

咬脚の側面に二叉状の突起を欠く（Fig. 3C）；第 2 咬

脚前節の指節先端は細い；第 2 咬脚前節の掌縁部は

滑らかな凸型；腹肢の内外肢長は柄部長の 0.79–0.97

Figure 2. Examined individual; male (A), female (B), and ecological photograph (C). Scale bars: 1.0mm.

Figure 3. Second antenna (A), second maxilla (B), first gnathopod of male (C), pleopod (D), third uropod (E) 
and first uropod (F) of male.
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倍；第 1 尾肢内肢外縁の棘を欠く；第 1 尾肢外肢に縁

棘を欠く；第 3 尾肢の枝状部先端部に 2 本の長い突

起と数本の短い突起がある（Fig. 3E）；第 3 尾肢の柄部

長に対する枝状部長は 0.67–0.76 倍（Fig. 3D）などの

特徴から、Morino（1999）や Miyamoto and Morino

（2004）、Kim at el.（2013）に従いニホンオカトビムシと

同定された。雌に関しても同様に、第 2 小顎内葉の丸

みを帯びた突起構造数は 19；第 1 触角鞭状部長は柄

部長の 0.7 倍；第 2 触角鞭状部長は柄部第 5 節長の

1.98 倍；第 2 触角柄部第 5 節長は第 4 節長の約 1.46

倍；腹肢内外肢長は柄部長の 0.77 倍などからニホン

オカトビムシと同定された。Morino（1999）ではクシヒメ

ハマトビムシ Dematorchestia joi とオカトビムシ、ニホン

オカトビムシの区別として第 1 尾肢内肢の縁棘数が挙

げられており、クシヒメハマトビムシでは縁棘数が 4–5

であるのに対し、オカトビムシ類では 0–3 であると報告

されている。しかし、Miyamoto and Morino（2004）では

縁棘数は 3 であると報告されている。検討標本は縁棘

数が 0 であった（Fig. 3F）。

ニホンオカトビムシは西太平洋地域の中国や台湾、

日本から報告されている（Tattersall, 1922; Miyamoto 

and Morino, 2004）。本種の国内分布は北海道から沖

縄までとされているが（森野, 1999）、標本や観察記録

など、正式な記録が確認できたものは滋賀県（Cheng, 

2011; Miyamoto and Morino, 2004）と鹿児島県（Kato, 

1995）のみであり、本報告は石川県から標本に基づく

初の記録となる。ニホンオカトビムシ以外のヒメハマト

ビムシ属については、静岡県掛川市原里地域の茶園

においてイノシシの掘り返しによる被害調査からオカト

ビムシが報告されている（石川, 2017）。また、石川県

羽咋郡志賀町甘田海岸においてヒメハマトビムシが報

告されているなど（佐藤ら, 2005）、今後の継続的な調

査により石川県内のヒメハマトビムシ類の多様性が明

らかになると期待される。

近年、ニホンオカトビムシのユニークな生態が明ら

かになった。九州南部の宇治群島、黒島、諏訪之瀬

島が本来の自生地であることが知られている常緑多

年草ハラン Aspidistra elatior は、その花粉の運び手と

してナメクジなどの土壌動物を利用していることが知ら

れており（Wilson, 1889）、その生態から「世界で最も変

わった花」と称されている。日本の研究グループによ

って、ニホンオカトビムシを含む土壌性ヨコエビ類もハ

ランの受粉媒介者ということが明らかになった（Kato, 

1995）。また最近の研究により、ハランの紫色の多肉

質の花を地面にめり込む形で咲かせる奇妙な花形態

が、キノコ擬態である可能性が示唆され、キノコバエ類

を花粉の運び屋としている戦略が報告された

（Suetsugu and Sueyoshi, 2017）。このように、ニホンオカ

トビムシなどの土壌性ヨコエビ類を含む動植物の相互

作用が複雑な生態系を構築していることが明らかにな

りつつある。本研究を契機として今後、能登半島にお

いてもニホンオカトビムシを含む土壌性ヨコエビ類の

調査研究が進み、それらの生活史や生態系への理解

が深まることを期待する。
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Abstract

Among animals that live while drifting in the ocean, there are gelatinous zooplankton whose bodies are 

partially or entirely composed of a soft jelly-like substance. Jellyfish are known as a representative species of such 

gelatinous zooplankton, and various invertebrates and juvenile fish have established jellyfish-centered ecosystems 

by acting as shelters and food collectors. This study clarified the pattern of change in umbrella diameter 

composition of spotted jelly Mastigias albipunctata, which appeared in large numbers along the coast of Noto 

Town, Ishikawa Prefecture, Japan, from mid-August 2023, based on regular weekly sampling surveys over 8 

weeks. M. albipunctata has large spots on their body surface, and their body color is usually white or blue when 
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they are small, and dark brown when they become large due to symbiotic zooxanthellae. Furthermore, we identified 

symbiotic species such as shrimp Latreutes mucronatus and carangid fish juvenile Decapterus maruadsi.

Symbiotic shrimp L. mucronatus has been reported from Kagoshima, Hiroshima, and Wakayama prefectures in 

Japan, and this is, therefore, the first record from the Sea of Japan side.

ははじじめめにに

水中を漂いながら生活する動物の中には、体の一部あるいは全体がゼリー状の柔らかい物質で構成されるゼラ

チン質動物プランクトンが存在する。ゼラチン質プランクトンの中にはクラゲ類やイソギンチャク類などの刺胞動物、

クシクラゲ類などの有櫛動物、サルパなどの尾索動物の他に、ヤムシ類が属する毛顎動物やクリオネなどを擁する

軟体動物などにも体の一部分がゼラチン質である分類群が存在する（Nishikawa, 2004）。なかでもクラゲ類は、沿

岸の富栄養化に伴い大量出現が頻発して漁業被害を生じさせる（大森, 1981; 安田, 2009）、夏の風物詩として海

水浴シーズンの厄介者として広く認知されている、水産有用種を含む稚仔魚や小型無脊椎動物のシェルターや

直接的な餌あるいは餌収集器として機能している（Ohtsuka et al., 2009）、水族館等における展示需要が急増して

いる（足立, 2009; 奥泉, 2009）、有効成分の抽出が進められているなど（丑田, 2009; 丑田ら, 2009）、その生態や生

理活性物質はヒト社会との結びつきが深い。

タコクラゲ Mastigias albipunctata は刺胞動物門・鉢虫綱・根口クラゲ目・タコクラゲ科に属する亜熱帯性のクラゲ

で、国内において暖流の影響を強く受ける本州太平洋側では茨城県以南、四国、九州、沖縄諸島に分布する

（Kanashiro and Senda, 1985; Kinoshita and Hiromi, 2005; 久保田, 2001, 2004; 相賀, 1992; 水口・戸篠, 2022; 

Sakiyama and Adachi, 2001; 上野, 2005; Yamashita and Sakiyama, 1999: Fig. 1）。本州日本海側では山口県

（Kawano, 2020; Kawano et al., 2020）や島根県（桑原・山口, 2014; 吉田・豊田, 私信）、鳥取県（山陰海岸学習館,

2015）、福井県、石川県、新潟県からその出現状況が SNS などを通じて報告されている（Fig. 1）。本種は体表に大

きな斑点模様を有するのが特徴で、その体色は小型のときは白色や青色が多く、大型化すると共生している褐虫

藻により濃褐色になる（Krueger et al., 2015; LaJeunesse et al., 2018）。本種はその美しい見た目とクラゲの中でも弱

毒性のため観賞用としても流通しており、近年では全国の水族館での展示需要も増えている。

本研究は、2023 年 8 月中旬頃から石川県鳳珠郡能登町の沿岸に大量出現したタコクラゲについて、8 週間に

わたる毎週の定期的な採集調査から傘径組成の変化パターンを明らかにした。さらに、本種から共生種であるコ

エビ類やアジ科魚類の稚魚が得られたため、これら共生種の同定を行なった。その結果、コエビ類はタコクラゲモ

エビ Latreutes mucronatus、アジ科魚類はマルアジ Decapterus maruadsi であることが判明した。タコクラゲモエビは

これまでに国内からは神奈川県（Doflein, 1902）と鹿児島県（Ohtomi et al., 2005）、広島県（Kondoh et al., 2014; 

Mukai, 1971）、和歌山県（Hayashi and Miyake, 1968）からのみの報告となっており、ここに日本海側初記録として報

告する。

材材料料とと方方法法

2023 年 8 月 27 日から 10 月 18 日にかけておよそ

週に一度、石川県鳳珠郡能登町小木の九十九湾およ

びいやさきスクエア（能登町宇出津港）にてタコクラゲ

の採集を行なった（Fig. 2, Table 1）。採集前にデジタル

温度計によって気温と水温を測定した。採集には手網

（網目：2 mm）あるいは柄杓を用い、2023 年 9 月 20 日、

26 日、10 月 18 日の 3 回は金沢大学環日本海域環境

研究センター臨海実験施設の調査実習船「くろさぎ」

を用いて表層を漂う個体を採集した。採集したタコクラ

ゲは全て金沢大学環日本海域環境研究センター臨海
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they are small, and dark brown when they become large due to symbiotic zooxanthellae. Furthermore, we identified 

symbiotic species such as shrimp Latreutes mucronatus and carangid fish juvenile Decapterus maruadsi.
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Japan, and this is, therefore, the first record from the Sea of Japan side.

ははじじめめにに

水中を漂いながら生活する動物の中には、体の一部あるいは全体がゼリー状の柔らかい物質で構成されるゼラ

チン質動物プランクトンが存在する。ゼラチン質プランクトンの中にはクラゲ類やイソギンチャク類などの刺胞動物、

クシクラゲ類などの有櫛動物、サルパなどの尾索動物の他に、ヤムシ類が属する毛顎動物やクリオネなどを擁する

軟体動物などにも体の一部分がゼラチン質である分類群が存在する（Nishikawa, 2004）。なかでもクラゲ類は、沿
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材材料料とと方方法法
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びいやさきスクエア（能登町宇出津港）にてタコクラゲ
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温度計によって気温と水温を測定した。採集には手網

（網目：2 mm）あるいは柄杓を用い、2023 年 9 月 20 日、

26 日、10 月 18 日の 3 回は金沢大学環日本海域環境

研究センター臨海実験施設の調査実習船「くろさぎ」

を用いて表層を漂う個体を採集した。採集したタコクラ

ゲは全て金沢大学環日本海域環境研究センター臨海
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実験施設に収容し、傘径の測定と共生生物の有無を

調べた。稚魚や小型甲殻類などの共生生物を見つけ

た場合は、凍殺後に 70%エタノールにて保存し、のと

海洋ふれあいセンターに標本登録した。計測後のタコ

クラゲは全て採集地にて放流した。

採集日ごとに傘径のヒストグラムと、8 週間の最大傘

径の変化パターンを蜂群図で作製し、週ごとの最大傘

径の変化を分散分析（one-way analysis of variance: 

one-way ANOVA）と Tukey-Kramer 法による多重比較

解析から求めた。グラフの作図と統計解析はフリーソ

フトウェア R を用いた（R Core Team, 2022）。

Figure 1. Distributional records of spotted jelly Mastigias albipunctata in Japanese waters. The dark 
gray areas are the known distribution of this species on the Pacific side (相賀, 1992; 水口・戸
篠, 2022). The right gray areas are its known distribution on the Sea of Japan side as follows. 
1: Oki Island, Shimane Prefecture (桑原・山口 , 2014; Yoshida and Toyota, personal 
communication), 2: Tottori Prefecture (山陰海岸学習館, 2015), 3: Obama City, Fukui 
Prefecture (SNS*), 4: Noto Town, Ishikawa Prefecture (this study), and 5: Sado Island, Niigata 
Prefecture (SNS*). *: We referred to records on social networking sites where we could find 
collection sites of M. albipunctata. Due to privacy issues, we will inform the source of the 
information if you request it individually.

Figure 2. Snapshot of the population of spotted jelly 
Mastigias albipunctata at Tsukumo bay on 20th 
September 2023.
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結結果果

タタココククララゲゲのの成成長長パパタターーンン

8 月 27 日、9 月 1 日、9 月 9 日は傘径が 5.0 cm 未

満クラスが最も個体数が多かったが（最小傘径 1.9 

cm：最大傘径 8.1 cm, Fig 3A–C）、9 月 20 日になると

傘径が 5.1–10.0 cm クラスが優占した（最小傘径 3.4 

cm：最大傘径 11.1 cm, Fig 3D）。その後、9 月 26 日と

10 月 7 日と経過するたびに傘径が 10.1–15.0 cm クラ

スの割合が増加し（最小傘径 1.8 cm：最大傘径 14.7 

cm, Fig 3E–F）、10 月 12 日と 18 日には傘径が 15.1–

20.0 cm の個体が出現した（最小傘径 3.7 cm：最大傘

径 19.5 cm, Fig 3G–H）。各週に捕獲したタコクラゲの

傘径の変化は、8 月 27 日から 9 月 9 日からは大きな

変化がなく、その後10月7日まで毎週顕著に成長し、

10月 7 日から 18 日にかけての成長パターンは鈍化し

た（Fig. 3I）。

タタココククララゲゲのの共共生生生生物物：：タタココククララゲゲモモエエビビ  

Latreutes mucronatus (Stimpson, 1860)

NMCI-AR. 1063 、 九 十 九 湾 （ 37°18'21.2"N 

137°13'41.7"E）、調査実習船から柄杓により採集、

2023 年 9 月 20, 26 日、豊田賢治・角田啓斗・大嶋詩

響・小木曽正造採集。本研究で得られたコエビ類 5 個

体の標本は雄 2 個体、雌 3 個体であり（Fig. 4A, Table 

2）、額角の上縁前半部に雌では 15 本前後と雄では

10 本前後の小さい歯がある、下縁には雌では 11–15

本と雄では 7–8 本の小歯がある、眼柄の内側にはや

や大きい円頭の突起がある、第 3–5 歩脚の指節先端

が 2 叉する（Fig. 4B）といった特徴が林（1994）によるタ

コクラゲモエビの記載と一致した。

タタココククララゲゲのの共共生生生生物物：：ママルルアアジジ

Decapterus maruadsi (Temminck and Schlegel,1844)

NMCI-P. 3987 、 体 長 18.3 mm 、 九 十 九 湾

（37°18'21.2"N 137°13'41.7"E）、調査実習船から柄杓

により採集、2023 年 9 月 26 日、豊田賢治・角田啓斗・

大嶋詩響・小木曽正造採集。本研究で得られた稚魚1

Figure 3. Histograms of maximum diameters of umbrella of spotted jelly Mastigias albipunctata in the 27th 
August (A), 1st September (B), 9th September (C), 20th September (D), 26th September (E), 7th October 
(F), 12th October (G), and 18th October (H). Growth pattern of spotted jelly Mastigias albipunctata during 
about 8 weeks. Different letters indicate significant differences (p < 0.01).
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個体の標本は（Fig. 4C）、背鰭が破損していたが、胸

鰭条数が21、臀鰭条数が30、臀鰭基底両側に黒色素

胞が出現し、上部体側と下部側面に大型黒色素胞を

有する点が沖山（1988）によるマルアジの記載と一致

した。類縁種であるマアジ Trachurus japonicus では、

稚魚で鰓を含む体表一面に点状黒色素胞がやや濃く

分布することから、上部体側と下部体側で黒色素胞の

分布密度の異なる本検討標本はマルアジと同定した。

考考察察

本研究でタコクラゲの採集調査を開始した 2023 年

8 月 27 日の夜間（21:00 頃）の海水温は 31.3˚Cであっ

た。タコクラゲの適水温は 28˚C 以上であることが報告

されていることから（山路, 1966）、本種の大量出現に

は海水温が大きな要因であると推察される。これは表

層水温が 16˚C前後に低下した 10 月 7 日以降に本種

の傘径の成長率が鈍化したこととも矛盾しない。夏期

における本種の成長率の大きさは和歌山県沿岸で出

現した個体群の先行研究からも報じられている（久保

田, 2007）。この夏場の高成長を支えているのが体内

に共生する褐虫藻であり、夏季の強い太陽光のもとで

海表面を浮遊するタコクラゲの性質によって褐虫藻の

光合成が促進されると推察される。また、本種の出現

数は夜間より昼間に増加することが報告されている

（Hamner et al., 1982; 久保田, 2007; Muscatine and 

Marian, 1982）。本研究では 8 月 27 日のみ夜間に採

集を行なったが、公共広場の駐車場近くということもあ

り一定間隔で街灯が設置されていたため解析に十分

な個体数は容易に採集できた。

クラゲ類の共生生物はモエビ類やクラゲノミ類、ワタ

リガニ類、クモガニ類、イボダイ類など様々な生物が

知られている（Ohtsuka et al., 2009）。本州日本海側で

も京都府宮津市沖や石川県能登町越坂沖にて出現し

たエチゼンクラゲ Nemopilema nomurai からクラゲモエ

ビ Latreutes anoplonyx が報告されている（林ら, 2004; 

坂井, 2011）。日本国内においてタコクラゲの共生生物

に関する知見は、和歌山県田辺市にて採捕された個

体からタコクラゲモエビ、クラゲモエビ、そしてクラゲエ

ビ Chlorotocella gracilis が報告されているのみである

（Hayashi and Miyake, 1968）。

タコクラゲモエビの分布はパキスタン沿岸の北アラ

ビア海（Ghani and Tirmizi, 1991）やアラブ首長国連邦

（Grave, 2007）、ジャワ島、アラビア海の南東沿岸、紅

海（Kemp, 1914）、オーストラリア（Bruce, 1988; Kwak 

and Klumpp, 2004）、中国（Yuan et al., 2021）、韓国

Figure 4. Symbionts of spotted jelly Mastigias albipunctata: Latreutes mucronatus (female, A) and 
Decapterus maruadsi (C). The dactylus of the third ambulatory leg of L. mucronatus are two-forked 
(B).
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（Yang and Kim, 2004）から報告されている。国内では

鹿児島県（Ohtomi et al., 2005）と広島県（Kondoh et al., 

2014; Mukai, 1971）、和歌山県（Hayashi and Miyake, 

1968）、神奈川県（Doflein, 1902）からの 4 県の報告に

留まっており、本報告が国内で 5 県目となり、韓国から

の報告はあるものの本州日本海側の初記録となる。さ

らにこれらの採集履歴を調べると、海外から報告され

ているタコクラゲモエビのクラゲ類との共生関係はアカ

ホシイトヒキクラゲ Acromitus flagellatus のみであり

（Bruce, 1972）、その他はトロール船によるマクロベント

ス調査（Yuan et al., 2021）やスキューバ潜水（Grave, 

2007）、藻場の生物調査（Bruce, 1988; Ghani and 

Tirmizi, 1991; Kwak and Klumpp, 2004）からタコクラゲ

モエビ単体で見つかっている。国内の報告は、和歌

山県はタコクラゲに随伴（Hayashi and Miyake, 1968）と

広島県沖はエビクラゲ Netrostoma setouchianum に随

伴（Kondoh et al., 2014）とクラゲ類の共生状態で発見

されているが、広島県向島は主にエビクラゲとの共生

とガラモ場における葉上生物として生活していることが

報告されており（Mukai, 1969, 1971）、鹿児島県では曳

網による採集にてタコクラゲモエビを得ていた

（Ohtomi et al., 2005）。このことから、タコクラゲモエビ

はクラゲ類への依存度は高くなく、共生していたクラゲ

類の死後は移動先の藻場等で単独生活を送っている

と考えられる。

これまでにタコクラゲに共生する魚類はインドからク

ロボシヒラアジ Alepes djedaba のみが報告されている

（Jones, 1960）。アジ科魚類 Carangidae は日本沿岸海

域に最も多く生息する魚種の 1 つであり、マルアジの

稚魚はこれまでにミズクラゲ、オキクラゲ Pelagia 

noctiluca、オワンクラゲ Aequorea coerulescens、エチゼ

ンクラゲとの共生が報告されている（Shojima, 1962）。

マアジの稚魚ではミズクラゲ Aurelia coerulea やアカク

ラゲ Chrysaora pacifica、エチゼンクラゲなどと共生す

ることで宿主クラゲ類をシェルターや餌収集器として

利用していると考えられている（Masuda, 2009; Masuda 

et al., 2008; Shojima, 1962）。本研究で採集した最大の

タコクラゲは傘直径が 19.5 cm であったことから十分成

長した個体ではマルアジ稚魚のシェルターや餌収集

器として共生関係を築くことが可能であると推察する。

能登町沖では少なくとも 2018 年からタコクラゲが毎

年目撃されており、特に 2023 年は宇出津港や小木沿

岸の九十九湾でも数多く出現した。このことは本種が

能登町沿岸域に定着している可能性を強く示唆する

ものである。今後、本種の継続的な生態調査が進むこ

とで野外でのポリプ群落の発見や、タコクラゲモエビ

やマルアジ以外の共生生物相の理解が深まることを

期待する。
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川県鳳珠郡能登町在住（当時）の豊田葉明氏にはタコ

クラゲの採集に協力いただいた。のと海洋ふれあいセ

ンターの東出幸真氏には標本登録にご協力いただい

た。山陰海岸ジオパーク海と大地の自然館の太田悠

造博士からは鳥取県内における本種の発生状況と、

鳥取県内のタコクラゲの出現について記載されている

資料を教えていただいた。島根大学隠岐臨海実験所

の吉田真明博士からは島根県隠岐の島町における本

種の発生状況を教えていただき、2023年11月の隠岐

島調査の際に実際にタコクラゲを発見した。この隠岐

島調査は、隠岐ユネスコ世界ジオパーク学術研究奨

励事業による支援を受けて実施しました（隠ジ機構第

41 号）。SNS 上に溢れるタコクラゲの出現情報から特

に日本海側の分布を推察することができ、SNS を用い

た生物分布の把握を体験する貴重な経験となった。

上記の方々や SNS の匿名ユーザーの皆様にこの場

を借りてお礼申し上げる。また，2024 年 1 月 1 日に発

生した能登半島地震により、採集地は甚大な被害を

受けた。被災された皆様に心よりお見舞い申し上げる。
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（Yang and Kim, 2004）から報告されている。国内では

鹿児島県（Ohtomi et al., 2005）と広島県（Kondoh et al., 

2014; Mukai, 1971）、和歌山県（Hayashi and Miyake, 

1968）、神奈川県（Doflein, 1902）からの 4 県の報告に

留まっており、本報告が国内で 5 県目となり、韓国から

の報告はあるものの本州日本海側の初記録となる。さ

らにこれらの採集履歴を調べると、海外から報告され

ているタコクラゲモエビのクラゲ類との共生関係はアカ

ホシイトヒキクラゲ Acromitus flagellatus のみであり

（Bruce, 1972）、その他はトロール船によるマクロベント

ス調査（Yuan et al., 2021）やスキューバ潜水（Grave, 

2007）、藻場の生物調査（Bruce, 1988; Ghani and 

Tirmizi, 1991; Kwak and Klumpp, 2004）からタコクラゲ

モエビ単体で見つかっている。国内の報告は、和歌

山県はタコクラゲに随伴（Hayashi and Miyake, 1968）と

広島県沖はエビクラゲ Netrostoma setouchianum に随

伴（Kondoh et al., 2014）とクラゲ類の共生状態で発見

されているが、広島県向島は主にエビクラゲとの共生

とガラモ場における葉上生物として生活していることが

報告されており（Mukai, 1969, 1971）、鹿児島県では曳

網による採集にてタコクラゲモエビを得ていた

（Ohtomi et al., 2005）。このことから、タコクラゲモエビ

はクラゲ類への依存度は高くなく、共生していたクラゲ

類の死後は移動先の藻場等で単独生活を送っている

と考えられる。

これまでにタコクラゲに共生する魚類はインドからク

ロボシヒラアジ Alepes djedaba のみが報告されている

（Jones, 1960）。アジ科魚類 Carangidae は日本沿岸海

域に最も多く生息する魚種の 1 つであり、マルアジの

稚魚はこれまでにミズクラゲ、オキクラゲ Pelagia 

noctiluca、オワンクラゲ Aequorea coerulescens、エチゼ

ンクラゲとの共生が報告されている（Shojima, 1962）。

マアジの稚魚ではミズクラゲ Aurelia coerulea やアカク

ラゲ Chrysaora pacifica、エチゼンクラゲなどと共生す

ることで宿主クラゲ類をシェルターや餌収集器として

利用していると考えられている（Masuda, 2009; Masuda 

et al., 2008; Shojima, 1962）。本研究で採集した最大の

タコクラゲは傘直径が 19.5 cm であったことから十分成

長した個体ではマルアジ稚魚のシェルターや餌収集

器として共生関係を築くことが可能であると推察する。

能登町沖では少なくとも 2018 年からタコクラゲが毎

年目撃されており、特に 2023 年は宇出津港や小木沿

岸の九十九湾でも数多く出現した。このことは本種が

能登町沿岸域に定着している可能性を強く示唆する

ものである。今後、本種の継続的な生態調査が進むこ

とで野外でのポリプ群落の発見や、タコクラゲモエビ

やマルアジ以外の共生生物相の理解が深まることを

期待する。
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Abstract

Hermit crabs are known to establish parasitic and symbiotic relationships with organisms from various 

taxonomic groups. These symbionts benefit from a stable food supply provided by hermit crabs and obtain 

numerous advantages, including enhanced migration opportunities, reduced predator encounters, and improved 

reproductive chances. The parasitic isopod crustacean family Bopyridae Rafinesque, 1815 parasitize a range of 

decapod crustaceans (e.g., shrimps, crabs, and hermit crabs) by attaching to the host's abdomen and other body 

surfaces or by infiltrating the host's gill cavity, causing significant deformation at the parasitic site. In this study, 

we examined 735 individuals from two families, five genera, and nine species of hermit crabs collected from the 

coasts of Wajima City and Noto Town, Ishikawa Prefecture, in 2023 to identify Bopyridae in the Noto Peninsula.

ははじじめめにに

ヤドカリは様々な分類群の生物と寄生・共生関係を形成することが知られている。これまでに、500 種を超える生

物がヤドカリの貝殻の内外から発見されており、これらの共生生物はヤドカリから安定した食料供給を受けるだけ

でなく、移動機会の増大、捕食者との接触機会の減少、繁殖機会の向上など、多岐にわたる利益を享受している

（Williams and McDermott, 2004）。エビヤドリムシ科Bopyridae は、等脚甲殻類の寄生生態を示すグループであり、

現在 10 亜科、212 属、600 種以上が知られている（Boyko et al., 2024a）。エビヤドリムシ類は、多様な十脚甲殻類

（エビ類、カニ類、ヤドカリ類など）に寄生する（An, 2009）。宿主の腹部などの体表面に付着する場合もあれば、鰓

腔内に入り込むこともあり、後者では宿主の寄生部位を大きく変形させる。一般的にエビヤドリムシ類は宿主の成

長を阻害し、繁殖能力を低下させることが知られているが（Somers and Kirkwood, 1991）、ヤドカリを宿主とするエビ

ヤドリムシ類では詳細な研究が行われていない（長澤, 2020）。

本研究ではヤドカリ類を宿主とするエビヤドリムシ類を能登半島から見つけることを目的に、2023 年の１年間に

石川県輪島市と能登町の沿岸で採集した 2 科 5 属 9 種 735 個体のヤドカリ類を調査した。また、広島県竹原市で

採捕したヤドカリ類からエビヤドリムシ類が得られたため、併せて報告する。

材材料料とと方方法法

2023 年 6 月から 12 月にかけて石川県輪島市曽々

木、能登町小木、能登町姫、能登町布浦（赤崎海岸）、

そして能登町越坂（のと海洋ふれあいセンター周辺）

の磯場や岸壁にて採集されたヤドカリ類を対象にヤド

リムシ類の寄生の有無を調査した（Table 1）。トゲツノ

ヤドカリ Diogenes edwardsii は、2023 年 7 月 23 日と 8

月 24 日に、アカホシヤドカリ Dardanus aspersus は

2023 年 7 月 23 日と 8 月 24 日、10 月 4 日に石川県

輪島市曽々木沖（水深約 13 m）にてバイ貝漁の籠罠

で捕獲された。トゲツノヤドカリとアカホシヤドカリ以外

は徒手あるいは手網によって採集した。ヤドカリ類の

利用している巻貝殻をハンマーで破壊し、エビヤドリ

ムシ類の有無を確認した。エビヤドリムシ類の寄生が

認められた場合、宿主とともに 100%エタノール液で固

定した。エビヤドリムシ類は全長（body length, mm）を、

エビヤドリムシ類の宿主となっていたトゲツノヤドカリ 2

個体とホンヤドカリPagurus filholi 3個体については前

甲長（shield length, mm）をデジタルノギスで測定した。

同様に、2024 年 5 月 25 日に広島県竹原市［広島大

学瀬戸内カーボンニュートラル国際共同研究センター

ブルーイノベーション部門（旧：竹原ステーション）］前

の磯場にて採集したホンヤドカリ 1 個体についてもエ
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は徒手あるいは手網によって採集した。ヤドカリ類の

利用している巻貝殻をハンマーで破壊し、エビヤドリ

ムシ類の有無を確認した。エビヤドリムシ類の寄生が

認められた場合、宿主とともに 100%エタノール液で固

定した。エビヤドリムシ類は全長（body length, mm）を、

エビヤドリムシ類の宿主となっていたトゲツノヤドカリ 2

個体とホンヤドカリPagurus filholi 3個体については前

甲長（shield length, mm）をデジタルノギスで測定した。

同様に、2024 年 5 月 25 日に広島県竹原市［広島大

学瀬戸内カーボンニュートラル国際共同研究センター
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ビヤドリムシ類の寄生の有無を調査した。作製した標

本は全てのと海洋ふれあいセンター（NMCI-AR.）に

収蔵した。

結結果果とと考考察察

能能登登半半島島沿沿岸岸でで採採集集ししたたヤヤドドカカリリ類類

能登半島の沿岸域のヤドカリ類の調査は過去にも

実施されているが（矢島・山口, 1983; 又多ら, 1995; 山

岸ら, 1996; 坂井・福島, 1997, 1998; 本尾, 2007; 本

尾・本間, 2008; 坂井ら, 2009; 池森ら, 2010; 豊田・角

田, 2024）、ヤドカリ類を宿主とするエビヤドリムシ類な

どの寄生性種の報告はない。2023 年に実施した本調

査により（Fig. 1）、ヤドカリ科 Diogenidae のトゲツノヤド

カ リ を 349 個体、 コブ ヨ コバサ ミ Clibanarius 

infraspinatus（Fig. 2A–B）を 1 個体、アカボシヤドカリ

（Fig. 2C–D）を11個体、ケブカヒメヨコバサミPaguristes 

ortmanni を 16 個体、ホンヤドカリ科 Paguridae のホン

ヤドカリを 285 個体、ヤマトホンヤドカリ Pagurus 

japonicusを 33個体、ベニホンヤドカリPagurus rubrior

を 7 個体、ユビナガホンヤドカリ Pagurus minutus を 4

個体、ケアシホンヤドカリ Pagurus lanuginosus を 29 個

体の合計2科5属9種735個体を採集した（Table 1）。

トゲツノヤドカリは左鉗脚が肥大化するヤドカリ科であ

るが、その特徴として左鉗脚表面にイソギンチャク類を

共生させる（Ross, 1975; 池田・倉持, 2003; Schnytzer et 

al., 2022）。豊田・角田（2024）は本研究で用いたトゲツ

ノヤドカリもほぼ全ての個体で左鉗脚表面にイソギン

チャク類が観察されること、そしてマダコ Octopus 

vulgaris による被食実験によってこのイソギンチャクが

マダコに対する高い防御機能を果たすことを明らかに

した。さらに、豊田・角田（2025）は本研究で用いたトゲ

ツノヤドカリの利用している貝殻に性差があることを見

出した。コブヨコバサミは石川県内からは富山湾に面

する七尾市能登島からのみ報告があるため（Asakura, 

2006）、本研究が県内 2 例目となる。アカボシヤドカリ

は昭和55年の志賀・羽咋沿岸の調査報告書で記載さ

れて以来、県内からの報告はない（本尾, 2007）。本研

究を通して県内稀種であるコブヨコバサミとアカボシヤ

ドカリの標本を得た。

ヤヤドドカカリリ類類かからら得得らられれたたエエビビヤヤドドリリムムシシ類類

本調査により石川県で採集したトゲツノヤドカリ 2 個

体とホンヤドカリ 1 個体、及び広島県で採集したホン

ヤドカリ 1 個体からエビヤドリムシ類を 2 種 7 個体得

た。

ヤヤドドカカリリノノハハララヤヤドドリリ属属のの一一種種

Athelges sp.

NMCI-AR. 1042（Fig. 3）、雌雄 1 個体ずつ（body 

length: 雌 13.3 mm, 雄 3.4 mm）、宿主：トゲツノヤドカ

リ（shield length: 8.4 mm）、石川県輪島市曽々木沖（水

深約 13 m）、2023年 7月 31日、豊田賢治・角田啓斗・

刀祢武一・角 知子採集。NMCI-AR. 1043、雌 1 個体

（body length: 10.1 mm）、宿主：トゲツノヤドカリ（shield 

length: 7.2 mm）、石川県輪島市曽々木沖（水深約 13 

m）、2023 年 7 月 31 日、豊田賢治・角田啓斗・刀祢武

一・角 知子採集。

雌の検討標本 2 個体は側板を持たない点、尾肢を

持たない点、第 5 腹節に腹肢を持たない点がヤドカリ

ノハラヤドリ属 Athelges の特徴（Williams and Boyko, 

2016）と一致したため本属と同定した。しかし、検討標

本は本属の元記載論文に示された種の特徴にも合致

しないため、未記載種の可能性がある。そのため本研

究では属までの同定に留めた。雄 1 個体は Athelges

sp.と同定した雌に懸着していたことから、雌と同一種と

Figure 1. Sampling points of this research in Noto 
Peninsula, Ishikawa Prefecture.
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考えられた。

本属はこれまでに世界から 13 種が知られ（Boyko et 

al., 2024b）、国内からはヤドカリノハラヤドリ Athelges 

takanoshimensis のみが報告されている（齋藤, 2002; 

長澤, 2020）。

検討個体は、2個体のトゲツノヤドカリそれぞれに雌

雄ペア、雌のみの状態で寄生しており、腹部前部の

背面に認められた。また、その寄生率は 0.57%であっ

た。

ヤヤドドカカリリノノオオジジャャママムムシシ

Parathelges enoshimensis Shiino, 1950

NMCI-AR. 1074（Fig. 4A, B）成熟雌（body length: 

7.9 mm）、宿主：ホンヤドカリ（shield length: 4.2 mm）；

NMCI-AR. 1075（Fig. 4C, D）成熟雌（body length: 5.9 

mm）宿主：ホンヤドカリ（shield length: 4.1 mm）；NMCI-

AR. 1076（Fig. 4E, F）若齢雌（body length: 4.5 mm）宿

主：ホンヤドカリ（shield length: 3.8 mm）、宿主の利用貝

殻はいずれもイシダタミMonodonta confusa、石川県鳳

珠郡能登町越坂（のと海洋ふれあいセンター；

37°18'19.7"N 137°14'34.7"E）、2023 年 7 月 31 日、豊

田賢治・端野開都・豊田葉明採集。NMCI-AR. 1077

（Fig. 5）、成熟雌 1 個体（body length: 5.3 mm）、宿主：

ホンヤドカリ（shield length: 3.0 mm）、広島県竹原市港

町［広島大学瀬戸内カーボンニュートラル国際共同研

究センターブルーイノベーション部門（旧：竹原ステー

ション）］；34°19'33.1"N 132°55'23.7"E）、2024 年 5 月

25 日、豊田賢治・豊田葉明採集。

4 個体の検討標本（Figs.4, 5）について、腹部が広く

扁平な半円状である点、腹部の側板を欠く点、第 1–4

腹節に 2 叉型の腹肢を持つ点、単枝状の尾肢を持つ

点がヤドカリノオジャマムシ属 Parathelges の特徴

（Markham, 1972）と一致したため本属と同定した。また、

体は腹側に凸で背側に凹み、両端は上向きでやや右

寄りになる点、体幅は第 6 胸節で最も広く、前後方とも

に狭まる点、頭部は胸部前部に深く入り込み第 1 胸節

を中央で分断する点、頭部前縁は切形で、側縁は中

央部で最も広く弓状、後縁は円弧状、第1–5胸節の側

縁は前方に向き、それぞれの後端角に小さな舌状突

起を持つ点、第 1 胸節は背板の中央が欠けており第

2 胸節はやや狭く、湾曲した後縁を持つ点、第 3 胸節

の前後縁はほぼ直線状で、前方から後方に向かうに

つれ長くなる点、第 6 腹節後縁の舌状突起は内側に

向いており、第 7節では痕跡的でこれらの節の後縁は

前方に湾曲している点、育房は大きく、重なり合った

覆卵葉から構成され、胸部の腹側を完全に覆う点、第

1 覆卵葉は、漏斗状で頭部前部に広がる点、腹部は 5

節で、表面である程度明確に分節している点、腹肢は

それぞれが短い細い柄から生じる点、腹尾節は小さく

長方形で前後に細長い点、後端には非常に小さい単

枝の尾肢が付属する点が Shiino（1950）の示したヤド

カリノオジャマムシの特徴と一致したため本種と同定し

た。頭部が胸部前部に深く入り込み、第 1 胸節を中央

で分断する点、頭部前縁は切形で、側縁は弓状、後

縁は円弧状、第 1 覆卵葉は漏斗状で頭部前部に広が

る点、腹部は 5 節で側板を欠く点、第 1–4 腹節に二叉

型の腹肢を有し、それぞれが短く細い柄を持つ点、腹

尾節は小さく長方形を呈し、後端部は小さい単枝状の

Figure 2. Fresh specimens of Clibanarius 
infraspinatus (NMCI-AR. 1039; A, B) and Dardanus 
aspersus (C, D). Scale bar indicates 1.0 cm.
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考えられた。

本属はこれまでに世界から 13 種が知られ（Boyko et 

al., 2024b）、国内からはヤドカリノハラヤドリ Athelges 

takanoshimensis のみが報告されている（齋藤, 2002; 

長澤, 2020）。

検討個体は、2個体のトゲツノヤドカリそれぞれに雌

雄ペア、雌のみの状態で寄生しており、腹部前部の

背面に認められた。また、その寄生率は 0.57%であっ

た。

ヤヤドドカカリリノノオオジジャャママムムシシ

Parathelges enoshimensis Shiino, 1950

NMCI-AR. 1074（Fig. 4A, B）成熟雌（body length: 

7.9 mm）、宿主：ホンヤドカリ（shield length: 4.2 mm）；

NMCI-AR. 1075（Fig. 4C, D）成熟雌（body length: 5.9 

mm）宿主：ホンヤドカリ（shield length: 4.1 mm）；NMCI-

AR. 1076（Fig. 4E, F）若齢雌（body length: 4.5 mm）宿

主：ホンヤドカリ（shield length: 3.8 mm）、宿主の利用貝

殻はいずれもイシダタミMonodonta confusa、石川県鳳

珠郡能登町越坂（のと海洋ふれあいセンター；

37°18'19.7"N 137°14'34.7"E）、2023 年 7 月 31 日、豊

田賢治・端野開都・豊田葉明採集。NMCI-AR. 1077

（Fig. 5）、成熟雌 1 個体（body length: 5.3 mm）、宿主：

ホンヤドカリ（shield length: 3.0 mm）、広島県竹原市港

町［広島大学瀬戸内カーボンニュートラル国際共同研

究センターブルーイノベーション部門（旧：竹原ステー

ション）］；34°19'33.1"N 132°55'23.7"E）、2024 年 5 月

25 日、豊田賢治・豊田葉明採集。

4 個体の検討標本（Figs.4, 5）について、腹部が広く
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腹節に 2 叉型の腹肢を持つ点、単枝状の尾肢を持つ

点がヤドカリノオジャマムシ属 Parathelges の特徴

（Markham, 1972）と一致したため本属と同定した。また、

体は腹側に凸で背側に凹み、両端は上向きでやや右

寄りになる点、体幅は第 6 胸節で最も広く、前後方とも

に狭まる点、頭部は胸部前部に深く入り込み第 1 胸節

を中央で分断する点、頭部前縁は切形で、側縁は中

央部で最も広く弓状、後縁は円弧状、第1–5胸節の側

縁は前方に向き、それぞれの後端角に小さな舌状突

起を持つ点、第 1 胸節は背板の中央が欠けており第

2 胸節はやや狭く、湾曲した後縁を持つ点、第 3 胸節

の前後縁はほぼ直線状で、前方から後方に向かうに

つれ長くなる点、第 6 腹節後縁の舌状突起は内側に

向いており、第 7節では痕跡的でこれらの節の後縁は

前方に湾曲している点、育房は大きく、重なり合った

覆卵葉から構成され、胸部の腹側を完全に覆う点、第

1 覆卵葉は、漏斗状で頭部前部に広がる点、腹部は 5

節で、表面である程度明確に分節している点、腹肢は

それぞれが短い細い柄から生じる点、腹尾節は小さく

長方形で前後に細長い点、後端には非常に小さい単

枝の尾肢が付属する点が Shiino（1950）の示したヤド

カリノオジャマムシの特徴と一致したため本種と同定し

た。頭部が胸部前部に深く入り込み、第 1 胸節を中央

で分断する点、頭部前縁は切形で、側縁は弓状、後

縁は円弧状、第 1 覆卵葉は漏斗状で頭部前部に広が

る点、腹部は 5 節で側板を欠く点、第 1–4 腹節に二叉

型の腹肢を有し、それぞれが短く細い柄を持つ点、腹

尾節は小さく長方形を呈し、後端部は小さい単枝状の

Figure 2. Fresh specimens of Clibanarius 
infraspinatus (NMCI-AR. 1039; A, B) and Dardanus 
aspersus (C, D). Scale bar indicates 1.0 cm.
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小さな尾肢で終わるという点は、Nagasawa et al.

（2020）と長澤・西（2020）の示したヤドカリノオジャマム

シの特徴に一致した。NMCI-AR. 1076（Fig. 4E, F）は

腹肢の外肢と内肢の発達が未熟な若齢雌であった。

Shiino（1950）では第 6、第 7 胸節は底節板を持たない、

腹肢は卵形とされているが、今回観察した若齢雌では

第 6、第 7 胸節に底節版を持ち、腹肢は葉形であった。

これらは両者の発達段階の違いに基因すると考えら

れる。また、Shiino（1950）では第 2 触角は 5 節からな

るとされているが、今回観察した個体では第 2 触角は

7 節以上であった。今後、タイプ標本の再検討が望ま

れる。NMCI-AR. 1074（Fig. 4A, B）については一部の

腹肢と腹尾節が欠損していた。

Figure 3. Fresh specimens of Diogenes edwardsii (A) and Athelges sp. (B–E). NMCI-AR. 1042, mature 
female (ventral view: B, dorsal view: C) and mature male (dorsal view: D, ventral view: E). Arrow 
indicates Athelges sp. on the D. edwardsii. Scale bars indicate 1 mm.

Figure 4. Three ethanol specimens of Parathelges enoshimensis in Noto, Ishikawa, mature female, NMCI-AR. 1074
(ventral view: A, dorsal view: B); mature female NMCI-AR. 1075 (ventral view: C, dorsal view: D); young mature
female, NMCI-AR. 1076 (ventral view: E, dorsal view: F). Scale bars indicate 1 mm.

Figure 5. Ethanol specimens of Parathelges 
enoshimensis in Takehara, Hiroshima, mature 
female, NMCI-AR. 1077(ventral view: A, dorsal
view: B). Scale bar indicates 1 mm.
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国内からは神奈川県江ノ島（Shiino, 1950）と、静岡

県浜松市の浜名湖（Nagasawa et al., 2020）、愛知県豊

橋市の六条潟（長澤・西, 2020）の太平洋側 3 地点から

の報告のみであり、本研究により新たに石川県鳳珠郡

能登町と広島県竹原市港町から確認された。本標本

は国内の北限記録と日本海と瀬戸内海の初記録とな

る。

検討標本の宿主は全てホンヤドカリであり、寄生部

位は採集時に宿主から外れてしまったため不明であ

る。本研究では能登半島において合計 285 個体のホ

ンヤドカリを調査し、ヤドカリノオジャマムシの寄生個

体は 3 個体（寄生率：1.05%）であった。ヤドカリノオジ

ャマムシの宿主としてはこれまで国内からは Pagurus 

sp.（Shiino, 1950）とユビナガホンヤドカリからのみの報

告であるが（長澤・西, 2020）、韓国ではユビナガホン

ヤドカリとホンヤドカリが宿主として報告されている

（Kim and Kwon, 1988a, 1988b)。
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Abstract

Hermit crabs have a unique ecology in which they use empty shells of mollusks as a shelter, and are adapted 

to a variety of environments, inhabiting not only shallow ranges but also deep waters, intertidal zones, sandy 

beaches, and other land areas. In this study, we collected the hermit crab Diogenes edwardsii provided by a 

fisherman in Sosogi, Wajima, Ishikawa Prefecture, Japan. Here, about 350 D. edwardsii were analyzed for their 

sex ratio and shell use variation. Additionally, we analyzed the utilization shell composition pattern according to 

their body size. This large individual (carapace length < 10 mm) has often symbiotic anemones on its shell, creating 

a complex ecosystem of hermit crabs, anemones, and utilized shells. We hope that future comparative analysis of 

the shell use of this species and the community composition of the sea snails in the habitat area will advance our 

understanding of the ecosystem centered on D. edwardsii.
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ははじじめめにに

ヤドカリ類は十脚目異尾下目に属する甲殻類で、その多くは巻貝類の空殻に生活全般を依存している。ヤドカ

リ類にとって巻貝殻は捕食者に対する防御の役割（Bertness and Cunningham, 1981）だけでなく、ストレス耐性の獲

得（Bertness, 1982）や繁殖率の向上（Elwood et al., 1995）など多面的な影響を与えている。ヤドカリ類が利用する巻

貝殻自体は成長しないことから、ヤドカリ類は自身の成長に伴って大きな殻への交換が必要である（Wada et al., 

1997）。しかし、一般的にヤドカリ類の生息環境では貝殻は不足しており、彼らが自身の体長に適した貝殻を利用

できるとは限らない。実際、野外では部分的に破損した巻貝殻を利用している個体の報告や（Imafuku, 1983; Oba 

et al., 2008）、野外採集した個体に新しい貝殻を与えると大半の個体が新しい貝殻に引越し、その後も元の貝殻へ

の移動が観察されなかった研究例が報告されている（Imafuku, 1983）。したがって、野外で観察されるヤドカリの巻

貝殻利用パターンは、その生息環境周辺に現存する巻貝類の個体群サイズや群集組成に基づいた貝殻資源の

利用可能性と、巻貝殻種に対する選好性などのヤドカリ側の特性の結果が反映されていると考えられている

（Hazlett, 1981; Ohmori et al., 1995）。

本研究は、2023 年 7–8 月に石川県輪島市曽々木のバイガイ漁を営む漁業従事者からヤドカリ類の提供を受け

たことを機に開始した（Toyota and Tsunoda, 2023）。提供されたヤドカリ類はほぼ全てがトゲツノヤドカリ Diogenes 

edwardsii であった。本種は水深 10–35 m に生息しており、分布は日本、韓国、中国から報告があり（Kim, 1973; 

Miyake, 1978）、石川県内からも記録がある（本尾, 2007; Toyota and Tsunoda, 2023）。本種は海底生態系における

重要な腐肉食者として知られており（Morton and Yuen, 2000）、本研究で用いる個体もバイガイ用餌である魚の切り

身などに誘引されて混獲されていた。本種は左ハサミ脚が肥大化するヤドカリ科に属し、その最大の特徴はほぼ

すべての個体が左ハサミ脚にヤドカリコテイソギンチャク Pycnanthus paguri あるいはモンバンイソギンチャク

Verrillactis paguri を共生させていることである（Ikeda and Kuramochi, 2003; Ross, 1975; Schnytzer et al., 2022; 

Toyota and Tsunoda, 2023）。これまでに、トゲツノヤドカリの利用貝殻組成などを調べた先行研究は皆無であること

から、本研究では今夏提供を受けたトゲツノヤドカリ約 350 個体について、体サイズ組成と利用貝殻組成、そして

ヤドカリの体サイズに応じた利用貝殻組成パターンを調べた。

材材料料とと方方法法

2023 年 7 月 23 日と 8 月 24 日に石川県輪島市曽々

木沖（水深約 13 m）にてバイ貝漁の籠罠で混獲された

ヤドカリ類を金沢大学環日本海域環境研究センター

臨海実験施設に収容し、形態学的特徴から種同定を

行なった。本実験では 198 個体（Toyota and Tsunoda, 

2023）と156個体のトゲツノヤドカリを供試し、全ての個

体に対して甲長と左ハサミ脚の不動指長の測定、雌

雄判別を行なった。また、トゲツノヤドカリが利用して

いる巻貝の種類ごと（ツメタガイ属、カズラガイ、ナガニ

シ属、ムシロガイ、アラレガイ、バイガイ、レイシガイ属、

その他）に分別し、本種の雌雄における貝殻利用パタ

ーンを明らかにするために Fisher's exact test を用いて

各貝殻種カテゴリーの頻度を比較した。ただし、通常

の Fisher's exact test による解析は正確な P 値が計算

できなかったため、 "simulate.p.value=TRUE"オプショ

ンにより算出された P 値を用いて解析を行なった。続

いて、雌雄それぞれの体サイズの類似した個体間に

おける貝殻カテゴリー組成を比較するため、体サイズ

を甲長 5.1 mm 以上 10.0 mm 以下、10.1 mm 以上 15.0 

mm 以下、15.1 mm 以上 20.0 mm 以下、20.1 mm 以

上 25.0 mm 以下の 4 クラスに分類し、各クラスにおけ

る貝殻カテゴリー組成を Fisher's exact test を用いて解

析した。本解析も"simulate.p.value=TRUE"オプション

により算出された P 値を用いて解析を行なった。本研

究のすべての Fisher's exact test にはフリーソフトウェア

R を用いた（R Core Team, 2022）。

本研究で用いたトゲツノヤドカリの一部はのと海洋

ふれあいセンターに標本登録、収蔵された（NMCI-

AR. 1038、NMCI-AR. 1042）。
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結結果果

トトゲゲツツノノヤヤドドカカリリのの特特徴徴

トゲツノヤドカリの特徴として、肥大化する左ハサミ

脚にイソギンチャク類が共生する（Fig. 1A, B）。本研究

で使用した 354 個体のトガツノヤドカリの雌雄の内訳

は、メス 109 個体とオス 245 個体であった。トゲツノヤ

ドカリの雌雄における体サイズ組成を調べるために甲

長を比較したが、雌雄間で差は見られなかった

（Welch's t-test, P > 0.1; Fig. 2A, B）。続いて、トゲツノヤ

ドカリの左ハサミ脚の大きさに雌雄差があるか調べる

ために左ハサミ脚の不動指長を計測し、甲長に対す

る相関関係をプロットした（Fig. 2C）。雌雄ともに甲長が

約 8–25 mm の個体で直線性の高い回帰直線が得ら

れ（R2 値はメスで 0.80、オスで 0.89）、雌雄間で明瞭

な差は見られなかった（Fig. 2C）。

トトゲゲツツノノヤヤドドカカリリのの貝貝殻殻のの利利用用

トゲツノヤドカリが利用している貝殻カテゴリー組成

に明瞭な性差が見られた（Fisher's exact test, P < 0.01, 

Fig. 3）。特に甲長 10.0 mm 以下と 10.1–15.0 mm のカ

テゴリーにおいて利用貝殻組成の雌雄差が顕著であ

り、甲長 10.0 mm 以下のメスではアラレガイを、オスで

はツメタガイ属、ナガニシ属、ムシロガイなどの複数種

の貝殻を利用している。また、甲長 10.1–15.0 mm のメ

スでは 60%以上の個体がツメタガイ属の貝殻を利用し

ている一方で、オスではツメタガイ属、アラレガイ、レイ

シガイ属を各 20%の個体が、その他各 10%の個体が

カズラガイとナガニシ属を、そして残りはムシロガイや

バイガイの貝殻を利用していた。甲長 15.1 mm 以上の

カテゴリーでは雌雄ともにツメタガイ属とカズラガイを

利用する個体が優占した（Fig. 3）。続いて、雌雄それ

ぞれで体サイズの類似した個体間における貝殻カテ

ゴリー組成を比較するため、体サイズを甲長 10.0 mm

以下、10.1 mm以上15.0 mm以下、15.1 mm以上20.0 

mm 以下、20.1 mm 以上 25.0 mm 以下の 4 クラスに分

類した。その結果、雌雄それぞれで体サイズ分布に従

って利用貝殻頻度が異なることを見出した（Fisher's 

exact test, P < 0.01; Fig. 3A, B）。

考考察察

本研究で用いたトゲツノヤドカリの体サイズ組成は

雌雄で明瞭な差はみられなかったが、最大サイズカ

テゴリー（甲長 20.1 mm 以上）はオスの方が多い傾

向が観察された。また、本研究で使用した 354 個体

のうち、雌雄比は 1:2 とオスの方が多かった。この性

比が曽々木沖の本種の個体群を正確に表している

かは不明であるが、ヤドカリ類の中には生息地や季

節によって性比が偏ることが報告されているため

（Koga and Fukuda, 2008）、本種の性比動態の把握

については今後他の海域や季節を通した調査が必

Figure 1. Dorsal (A) and frontal (B) views of the hermit crab Diogenes edwardsii. Both white and black arrows 
indicate the symbiotic anemone on the left cheliped.
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要である。トゲツノヤドカリの左ハサミ脚のサイズと体

サイズの相関にも雌雄差は認められなかった。一般

に、ヤドカリ類のハサミ脚はオスの方がメスよりも相対

的に大きくなるが（Asakura 1987; Koga et al., 2010; 

Matsuo et al., 2015; Yasu da et al., 2011, 2017）、本種

は雌雄ともに左ハサミ脚にイソギンチャク類を共生さ

Figure 2. Body size (carapace length) distributions of males (A) and females (B). Correlations between 
carapace length and fixed finger length of the left cheliped of males and females (C).

Figure 3. Frequencies of eight shell categories in each body size class of female (A) and male (B) hermit crabs. The 
number above each bar indicates the sample size. Blue: the bladder moon shell Glossaulax sp., orange: striped 
bonnet shell Phalium flammiferum, gray: spindle snail Fusinus sp., yellow: Nassa mud snails Nassarius livescens,
pale blue: cone-shaped Nassa Nassarius conoidalis, green: Japanese babylon Babylonia japonica, dark blue: 
purple shell Reishia sp., brown: the others.
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せるためにハサミ脚サイズに雌雄差が生じにくいの

ではと推察された。我々が実施した先行研究により、

この左ハサミ脚の共生イソギンチャクの有無が捕食

者であるマダコ Octopus vulgaris からの防御に極め

て有効であることが明らかになっていることからも

（Toyota and Tsunoda, 2023）、本種にとって肥大化す

る左ハサミ脚サイズに雌雄差が生じないのは適応的

な結果であると考えられる。

本研究からトゲツノヤドカリの貝殻利用パターンに

顕著な性差が認められた。生息環境の巻貝類の個

体群／群集組成に依存した貝殻利用の性差につい

ては、ホンヤドカリ科の Pagurus longicarpus やヒメヨ

コバサミ属の Paguristes tortugae、さらにはトゲツノヤ

ドカリと同属の D. moosai と D. lopochir で報告され

ている（Blackstone and Joslyn 1984; Mantelatto and 

Dominciano 2002; Teoh and Chong 2014）。一方で、

体サイズの性差による副次的な貝殻利用の性差で

はなく、同じ体サイズカテゴリーにおける貝殻利用パ

ターンの性差を証明した研究事例は限定的で、ホン

ヤドカリ P. filholi や イソヨコバサミ Clibanarius 

virescens などの報告がある（Imazu and Asakura 1994, 

Yoshino et al. 2001）。今回の我々のトゲツノヤドカリ

は体サイズ組成に性差が見られないため、体サイズ

に依存しない貝殻利用パターンの性差の事例と言

える。

また、ヤドカリ類の貝殻選好性に関する研究は数

多く行われており、一般的にヤドカリ種ごとに特定の

貝殻に対して選好性を示すことが知られている

（Yoshino, 2021）。本研究ではトゲツノヤドカリの貝殻

選好性を調べる実験を行うことはできなかったので、

甲長 10.1–15.0 mm クラスのメスがオスに比べてツメ

タガイ属の貝殻を好んでいるのか、あるいはオスが

ツメタガイ属以外の貝殻を独占してしまった結果な

のか、この結果を推察することは叶わない。ヤドカリ

類の貝殻選好性の性差に関する先行研究は貝殻利

用パターンに比べるとより希薄で、いずれもホンヤド

カリ科に属するヨーロッパホンヤドカリ Pagurus 

bernhardus とホンヤドカリ P. filholi からの報告のみ

にとどまっている（ Elwood and Kennedy 1988 ；

Yoshino et al. 1999; Yoshino et al, 2001）。

本研究では、トゲツノヤドカリが最も利用していた

巻貝殻種はツメタガイ属で、次いでカズラガイやアラ

レガイのものであった。一般に、特定の生息地域に

おける巻貝殻資源の利用可能性はヤドカリ類の貝

殻利用組成を規定する主要因の１つとされているこ

とから（Ohmori et al., 1995; Mantelatto and Meireles, 

2004）、今回のトゲツノヤドカリを採捕した曽々木沖

海域にはツメタガイ属やカズラガイ、アラレガイなど

が特に優占していると推察された。本来であればト

ゲツノヤドカリ採捕地周辺の巻貝類の個体群／群集

組成調査の上で議論すべきであるが、採捕水深が

10 m 以深であることから本研究では実施できていな

い。しかし、トゲツノヤドカリが採捕されたバイガイ漁

の籠罠に混獲されていた活巻貝としてナガニシ属と

ムシロガイ、アラレガイ、そしてバイガイを確認した

（Toyota and Tsunoda, 2023）。貝殻利用頻度の高い

ツメタガイ属やカズラガイの生体が籠罠で捕獲され

なかった理由として、ツメタガイ属は二枚貝を

（Segawa and Hattori, 1997）、カズラガイはナマコ類

などの棘皮動物を主に捕食することから（Beu, 2008）、

魚類の切り身を餌とするバイガイ漁では採捕できな

かったと考えらえる。

ヤドカリ類の貝殻利用パターンを調べる研究は採

集の容易な磯場に生息する種で実施されることが多

い（荒川, 2022; Tsuzaki et al., 2021）。本研究では籠

罠を用いたバイガイ漁の漁業従事者の協力のもと、

水深 10 m 以深より採捕されたトゲツノヤドカリ 354 個

体を用いて本種で初めて貝殻利用状況を調査した。

本種はほぼすべての個体が左ハサミ脚にイソギンチ

ャク類を共生させているが、甲長 10.1 mm 以上の個

体の中には貝殻にも別種のイソギンチャクを共生さ

せている（Toyota and Tsunoda, 2023）。本研究では

貝殻種とイソギンチャク共生の実態調査は実施でき

なかったが、今後、本種の貝殻利用と生息海域の巻

貝類の群集組成の比較解析が進み、トゲツノヤドカ

リと共生イソギンチャク類と巻貝類の複雑な生態系の

理解が進むことを願っている。
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新潟県で初めて採集されたサツキハゼの記録

清水哉多・渡邉拓也・大越智香・石岡勇剛

新潟市水族館マリンピア日本海, 新潟県新潟市中央区西船見町 5932-445(〒951-8555) 

The First Record of Parioglossus dotui Collected in Niigata Prefecture

Kanata SHIMIZU1, Takuya WATANABE, Tomoka OKOSHI, Yugo ISHIOKA

1 Marinepia Nihonkai (Niigata City Aquarium), 5932-445 Nishifunamicho, Chuo-ku, Niigata 
City, Niigata Prefecture, 951-8555, Japan 

Abstract

Parioglossus dotui Tomiyama, 1958 is a member of the family Ptereleotridae. While its northern distribution 
limit has been considered Ishikawa Prefecture, the authors collected 31 individuals of this species on June 11–
12, 2024, along the coast of Izumozaki Town, Niigata Prefecture. One specimen was preserved in 70% ethanol 
and has been deposited at Marinepia Nihonkai, Niigata City Aquarium. Since this specimen represents the 
northernmost record of this species, we report this finding based on the preserved specimen. 
While the collected individuals may have been carried northward by the Tsushima Current from further south, a 
school of fish resembling this species was also observed near the beach in front of Marinepia Nihonkai on 
November 16, 2024. This suggests the possibility that the species may have established a population in Niigata 
Prefecture.

ははじじめめにに

サツキハゼ Parioglossus dotui Tomiyama, 1958 はスズキ目クロユリハゼ科サツキハゼ属の 1 種である。本種の

分布は日本海側では石川県以西(中坊, 2013) 、太平洋側では茨城県以南まで記録されている(棟方ら, 2022) 。ま

た、日本国内における分布南限は沖縄県であり(中坊, 2013) 、河口や沿岸域に生息する暖水性の魚類である。日

本海側における本種の分布の北限は石川県であり、新潟県での採集記録は今までにないが、2024 年 6 月 11–12

日に新潟県出雲崎町の海岸で本種を計 31 個体採集した。今回採集した個体は新潟県での初記録並びに北限記

録となるため、標本に基づきここに報告する。
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材材料料とと方方法法

2024 年 6 月 11–12 日に新潟県出雲崎町石地にある

海岸(図 1, 図 2) でタモ網(幅 37 cm, 網目 3 mm) を

用い採集を行った 。6 月 11 日の採集は大越・清水の

2 名で行い、水面直下で計測した水温は 27.2 ℃、ph

は 7.95 であった。水深が 40–60 cm の礫場にサツキハ

ゼと思われる個体が群れているのを確認し、6 個体を

採集した。採集された個体は新潟市水族館マリンピア

日本海に搬入し、日本産魚類検索 全種の同定 第三

版(中坊, 2013) に記載されている形態に基づきサツキ

ハゼと同定した。翌日の 6 月 12日には渡邉・石岡の 2

名で再度採集を行った。水温は 26.6℃、塩分は 34 で

あった。前日よりも観察された個体数が多く、25 個体

を採集した。採集個体は生きた状態で水族館に展示・

飼育し、展示個体の内 1 個体を魚類標本の作製と管

理マニュアル(本村, 2009) を参考に 10％ホルマリン水

溶液で固定後(図 3) 、70％エタノール液浸標本を作

製した (図 4) 。標本の計測にはデジタルノギス

(Mitutoyo 製 CD- S20M: 500- 405) を用い、全長と体

長を 0.01 mm 単位まで計測し記録した。標本は新潟

市水族館マリンピア日本海で保管している。

結結果果

サツキハゼ Parioglossus dotui  

標本

TL 37. 29 mm, SL 31. 41 mm

新潟県三島郡出雲崎町石地, タモ網, 2024 年 6 月

11 日, 清水哉多

記載

第 1 背鰭 6 棘 16 軟条、第 2 背鰭 1 棘 17 軟条、臀

鰭 1 棘 17 軟条、眼上管が開孔し、前鰓蓋管は開口し

ない。第1背鰭に黒色斑がなく、尾鰭基底の黒色斑は

縦長で中央にあり、後端が真後ろに向く。

               

図 2: 採集を行った新潟県出雲崎町の海岸
(2024 年 6 月 11 日) 

図 1: 調査地点

図 3: 展鰭後のサツキハゼ 

図 4: エタノール置換後のサツキハゼ   
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材材料料とと方方法法

2024 年 6 月 11–12 日に新潟県出雲崎町石地にある

海岸(図 1, 図 2) でタモ網(幅 37 cm, 網目 3 mm) を

用い採集を行った 。6 月 11 日の採集は大越・清水の
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鰭 1 棘 17 軟条、眼上管が開孔し、前鰓蓋管は開口し

ない。第1背鰭に黒色斑がなく、尾鰭基底の黒色斑は

縦長で中央にあり、後端が真後ろに向く。

               

図 2: 採集を行った新潟県出雲崎町の海岸
(2024 年 6 月 11 日) 

図 1: 調査地点

図 3: 展鰭後のサツキハゼ 

図 4: エタノール置換後のサツキハゼ   

清水・渡邉・大越・石岡: 新潟県で初めて採集されたサツキハゼの記録

 71

考考察察

新潟県内でこれまで本種の採集記録はなく、その

後も出雲崎町海岸で数回調査を行ったが、本種は確

認されなかった。そのため、日本海を流れる暖流であ

る対馬海流によって、より南方から流されてきたものが

偶発的に採集されたということも考えられる。一方、同

年 11 月 16 日に新潟市水族館マリンピア日本海前の

海岸(新潟市中央区窪田町) で著者らが潜水採集を

行った際にも、サツキハゼと思われる群れを目視、撮

影したことから(図 5) 、偶発的ではない可能性も高い。

近年の海水温の上昇は著しく、日本近海で+1.28℃/

100 年であり、新潟県を含む日本海中部は+1.94℃/

100 年と日本近海で上昇幅が最も大きくなっている(気

象庁, 2023) 。本報告の 6 月に採集された個体は体サ

イズと形態から判断して幼魚ではなかったため、海水

温の上昇に伴い、新潟県で越冬した個体の可能性も

考えられる。今後も、気候変動による影響を評価する

ためにも継続的な調査を行い、日本海中部における

暖水性魚類の出現状況を注視していく必要がある。

図 5: 新潟市水族館前の海岸で撮影されたサツキハ

ゼと思われる群れ
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九十九湾におけるアラサキガンガゼの定着状況

荒川裕亮・東出幸真・中出悠介

のと海洋ふれあいセンター，石川県鳳珠郡能登町字越坂 3-47（〒927-0552）

Establishment of Diadema clark in Tsukumo Bay, Noto, Ishikawa

Hiroaki ARAKAWA, Yukimasa HIGASIDE, Yusuke NAKADE

Noto Marine Center, 3-47 Ossaka, Noto, Ishikawa 927-0552

Abstract

This study investigated the establishment and overwintering status of Diadema in Tsukumo Bay, Noto, Ishikawa,

where overwintering D. clarki and D. setosum were recorded in 2023. Collecting surveys were conducted in August 

2024 at Ogi and Houraijima, in Tsukumo Bay. A total of 21 D. clarki were collected, while no D. setosum observed. 

Size composition revealed a dominance of two-year-old individuals (shell length: Ogi, 47.6-57.4 mm, Horaijima, 41.2-

49.2 mm). In addition, two one-year-old (24.6 and 27.5 mm) and two over-three-year-old individuals (60.1 and 65.5 

mm) were collected from Houraijima. The Gonado Somatic Index (GSI) of D. clarki collected from Ogi averaged 5.7 ± 

2.4. Daily seawater temperature below 10℃ (near the lethal temperature for Diadema) in Ossaka, Noto, occurred for

31 days in 2024, compared to 7 days in 2023. The shift from one-year-olds dominating in 2023 to two-year-olds in 2024 

may reflect seawater temperature impacts and the 2024 Noto Peninsula Earthquake. Continued monitoring is essential 

to understand ecological impacts and track long-term population trends in northern regions.

ははじじめめにに

 ガンガゼ類は棘皮動物門ウニ綱ガンガゼ目に属し、主に熱帯から温帯の浅海域に生息する。日本海沿岸に

はガンガゼ科ガンガゼ属のアラサキガンガゼ Diadema clarki と、ガンガゼ D. setosumが分布する（張, 2019）。これ

まで分布北限付近の富山湾沿岸では、ガンガゼ類の当歳個体が採集されるものの、越冬した個体が採集されな

いことから、死滅回遊として認識されてきた（坂井 2011; 木村ら 2023）。しかし、2023 年の調査では、富山湾沿岸

の石川県能登町および富山県魚津市で、越冬したアラサキガンガゼとガンガゼが確認された（荒川・木村 2023）。

近年の海水温上昇に伴い、従来は死滅回遊とされていた生物が定着する可能性がある。またガンガゼ類は藻

場衰退の要因の一つとされており、定着することで沿岸生態系に影響を及ぼすことが報告されている（石川ら,

2017; 石川・倉島, 2022; 水産庁, 2021）。藻場は水産資源の産卵・生育の場であり、また能登半島の沿岸地域では

多様な海藻類が食材として利用されている（林, 2016; 石川県, 2022）。そのため、ガンガゼ類の分布北限に位置す

る富山湾において、定着状況を継続的にモニタリングする必要がある。

本研究では、2023年にガンガゼ類の越冬が確認された石川県能登町沿岸において、ガンガゼ類の定着状況を

把握するため採集調査を行った。また越冬個体の成熟度合を評価するため、生殖腺熟度指数 GSI（Gonado 

Somatic Index）を測定したので、合わせて結果を報告する。
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材材料料とと方方法法

 ガンガゼ類の採集調査は、石川県能登町の九十九

湾内でスキューバ潜水およびスノーケルによって行わ

れた。採集地点は、小木の地先（N37.307750、

E137.231444 ） と 、 蓬莱島の周縁 （ 37.3082167 、

137.2352786）である（図 1）。小木は 2023 年に越冬し

たアラサキガンガゼとガンガゼが確認された地点であ

り、本年度は新たに蓬莱島でも採集を行った。採集は

2024年 8月 1日に小木で、8月 9日に蓬莱島周縁で

実施した。調査時には、採集した地点のおおよその水

深を記録し、沿岸から採水して水温も測定した。採集

したガンガゼ類は、種を同定し殻径を計測した。ガン

ガゼ類の同定方法は張（2019）を参照し、間歩帯にあ

る Y 事情の青い線と、肛門部のリングの色を見て種を

判別した。

 また九十九湾内に生息するアラサキガンガゼの成熟

度合を把握するため、生殖腺熟度指数 Gonado 

Somatic Index（以下GSIと記す）を調べた。8月 1日に

小木で採集したアラサキガンガゼ 7個体について、殻

径、重量、生殖腺重量を計測し、以下の式より GSI を

算出した。

GSI=生殖腺重量（g） /重量（g） ×100

ガンガゼの低温側の致死水温は 9.3℃とされてい
る（海洋生物環境研究所，2012）。荒川・木村（2023）で

は、年間の最低水温が 10℃を下回る日数とガンガゼ

類の越冬状況についてまとめている。本研究でも同様

に、2024 年 1 月～3 月の 10℃を下回る日数を算出し
た。海水温データは、のと海洋ふれあいセンターが能

登町越坂の観測地点で記録した値を使用した。のと

海洋ふれあいセンターでは、休館日（月曜日）を除く

毎日 8時 30分から 9時の時間帯に、岸から採水し水

温を記録している。2024 年 1 月 1 日に発生した能登

半島地震の影響により、観測できない日があり、観測

日数は 1月に 16日、2月に 22日、3月に 23日であ

った。

結結果果

8 月 1 日に小木でアラサキガンガゼ 13 個体（殻径

の平均±SD＝51.6±3.6 mm、47.6～57.4mm）、8月9日

に蓬莱島周縁でアラサキガンガゼ 8 個体（45.3±13.0 

mm、26.4～65.5mm）が採集された。ガンガゼは採集

されなかった。採集地点における水温は小木で

26.3℃、蓬莱島で 29.5℃であった。水深は両地点とも
に、約 3mであった。

採集されたアラサキガンガゼの殻径組成を図 2 に

示す。サイズ構成は、小木で一つの集団（51.6±3.6 

mm、47.6-57.4mm）が見られた。一方で、蓬莱島では、

小型 2 個体（24.6 mm、27.5 mm）、中型 5 個体

（45.6±3.2 mm、41.2-49.2 mm）、大型 2 個体（60.1、

65.5 mm）が採集された。

 GSI測定に用いたアラサキガンガゼの殻径は 45.4～

54.5 mmで、重量は 40.43～68.80 gであった。GSIの

平均は 5.7±2.4、最小値は 1.5、最大値は 9.1であった。

2024 年 1 月から 3 月にかけて、10℃を下回った日
数は 37 日であった。ガンガゼ類の越冬が確認された

2023 年は 7 日であった。2014 年から 2019 年にかけ

ては、半月から 2 か月ほどの期間 10℃を下回ってい
た。以上のことから、2024年は 2023年と比べると水温

が低いが、過去 10年の平均水温に近い値であった。

考考察察

ガガンンガガゼゼのの越越冬冬状状況況

2023 年にアラサキガンガゼとガンガゼの越冬が確

図 1 能登町の九十九湾における採集地点（黒丸） 
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認された能登町の九十九湾における 2024 年の調査

では、越冬したアラサキガンガゼが採集され、ガンガ

ゼは確認されなかった。ただし、2023 年の調査でも、

アラサキガンガゼが優占しており、ガンガゼは少数で

あったことから、今年は採集数が少なく、確認すること

ができなかった可能性が考えられる。

アラサキガンガゼは、九十九湾でも小木や蓬莱島と

いった内湾で採集された。2022 年や 2023 年には湾

外や湾口付近でも、アラサキガンガゼが採集されてい

る（荒川, 2022; 荒川・木村, 2023）。今年も湾口付近で

探索を行ったが、ガンガゼ類の生息は確認できなかっ

た。ガンガゼは外海に面した沿岸よりも、静穏域であ

る内海側に生息する傾向が報告されている（諏訪,

2005; 秋本ら, 2008）。九十九湾の湾口でも、これまで

岩礁海岸のタイドプールでのみ生息が確認されてい

る（荒川, 2022）。このことから、波当たりといった環境

要因がガンガゼ類の生息域や定着に影響を与えてい

る可能性が示唆される。今後は、九十九湾内における

分布特性を詳細に調査することで、初期段階における

定着パターンといった知見を蓄積していく必要がある。

アラサキガンガゼのサイズ構成について、2023 年

の能登町小木における調査では、前年に生まれた 1

齢（4月：殻径 12.8～26.3 mm、10月：殻径 36.0～49.8 

mm）が優占していた（荒川・木村, 2023）。2024年 8月

の調査では、同地点で殻径 47.6～57.4mm の個体が

採集された。これは前年に優占していた 1齢が成長し

た 2 齢と考えられる。蓬莱島では小型個体（殻径 24.6

mm、27.5 mm）と大型2個体（殻径60.1 mm、65.5 mm）

が採集されており、これらが 1 齢および 3 齢以上と推

測される。以上より、2024 年は前年に比べて、越冬し

た 1齢個体が少ない傾向であることが示唆された。

採集された齢構成が前年と異なる要因として、海水
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齢の越冬が多数確認された 2023年には、ガンガゼの

致死水温に近い 10℃を下回る日数は、越坂で 7 日と

過去 10年間で少ない年であった（荒川・木村, 2023）。

2024年は 10℃を下回る日数は 31日と、前年と比べる

と海水温は低い傾向であった。このことから、冬季の

低水温により、前年に生まれた 1 齢個体の生存率が
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されたことから、サイズによる温度耐性の違いが越冬
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ある小木でも、海岸の護岸が崩落し、コンクリートの断

片が海中に沈んでいることが確認された。このような海

中の構造物が隠れ場所となったことや、海中での探索

が困難になったことで、小型の 1 齢個体が確認できな

った可能性がある。以上のことから、ガンガゼ類の定

着状況は年ごとに変動する可能性があるため、今後も

継続的な調査を実施していく必要がある。

生生殖殖腺腺熟熟度度指指数数

8 月 1 日に採集されたアラサキガンガゼの GSI は

5.7±2.4 であった。静岡県内浦湾で捕られたガンガゼ

の GSI は 7 月に 32 でピークを示すことが報告されて

いる（高木ら, 2014）。また三重県熊野灘においても 6

月と 7月に高く、8月以降に低下することが報告されて

図 2 能登町の小木と蓬莱島で採集されたアラサキガンガゼの殻径構成
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いる（沖ら，2004）。九十九湾で採集されたアラサキガ

ンガゼの GSI は、他海域と比べて低く、これは成熟が

進んだことで低い値となった可能性がある。今後は繁

殖時期を推定するため、GSI の季節的変動を調べて

いく必要がある。

要要約約

1. 2023 年にガンガゼ類の越冬が確認された能登
町の九十九湾において、2024 年 8 月にガンガ
ゼ類の採集調査と生殖腺熟度指数 GSI
（Gonado Somatic Index）の測定を行った。

2. アラサキガンガゼが九十九湾内の小木で 13 個
体、蓬莱島の周縁で 8 個体が採集され、ガンガ
ゼは確認されなかった。

3. サイズ構成として、2齢（小木：47.6～57.4mm、
蓬莱島：41.2～49.2 mm）が優占的で、蓬莱島
では 1齢 2個体（24.6、27.5 mm）、3齢以上
2個体（60.1、65.5 mm）も採集された。

4. 8 月 1 日に小木で採集されたアラサキガンガゼ
の GSIは 5.7±2.4であった。

5. 2024 年に海水温が 10℃を下回る日数は 31 日
で、前年と比べて海水温は低い傾向であった。

謝謝辞辞

本調査の実施にあたり、金沢大学環日本海域環境

研究センター臨海実験施設の小木曽正造氏にはガン

ガゼ類の採集を協力いただきました。深く感謝申し上

げます。

引引用用文文献献

秋本恒基・清本節夫・鈴木健吾・前野幸男・後川龍男,

2008. 宗像市大島におけるガンガゼ類の分布と駆

除 . 福岡県水産海洋技術センター研究報告 ,

18:77-83. 

荒川裕亮・木村知晴, 2023. 富山湾沿岸で越冬したガ

ンガゼ類の初記録. のと海洋ふれあいセンター研

究報告, 29:25-32.

荒川裕亮, 2022. 磯の観察路でアラサキガンガゼにご

注意ください. 能登の海中林, 57:2-3.

張成年, 2019. 日本沿岸に出現するガンガゼ属 3 種

の見分け方. 水生動物, AA2019-9.

林紀代美, 2016. 海藻・魚醤の利用からみた 「能登地

域」 のひろがり. E-journal GEO, 11(1):135-153.

石川県, 2022. 石川県藻場ビジョン. https://www.pref.

ishikawa.lg.jp/suisanka/gyojyou/mova.html (2025/1

/16参照)

石川達也・倉島彰, 2022. ガンガゼによる磯焼け海域

を模した実験区における海藻被度, 現存量および

固着動物現存量の変化. 日本ベントス学会誌,

77:20–26.

石川達也・戸瀨太貴・阿部真比古・岩尾豊紀・森田晃

央・前川行幸・倉島彰, 2017. 三重県早田浦にお

けるガンガゼ除去に伴う海藻植生の変化. 日本水

産学会誌, 83(4): 599-606.

海洋生物環境研究所．2012．平成 23 年度火カ・原

子力関係環境審査調査報告書．海洋生物環境研

究所．25-79．

木村知晴・草間 啓・稲村修, 2023. 富山県初記録のア

ラサキガンガゼ Diadema clarki. 魚津水族博物館

年報, 32:39–42. 

沖大樹・山本祥輝・奥村宏征, 2004. 三重県熊野灘北

部沿岸に生息するガンガゼを食材料として利用す

るための予備的調査. 三重県科学技術振興センタ

ー水産研究部研究報告. 11:15-21.

坂井恵一, 2011．のと海洋ふれあいセンターに収蔵さ

れている無脊椎動物標本．のと海洋ふれあいセン

ター研究報告, 17:15–34.

水産庁, 2021. 第 3 版 磯焼け対策ガイドライン .

https://www.jfa.maff.go.jp/j/gyoko_gyozyo/g_gideli

ne/attach/pdf/index-34.pdf (2024/12/28参照)

諏訪剛, 2005. 和歌山県南部沿岸における生物環境

と波当たりの関係，黒潮の資源、海洋研究, 6:41-

48.

高木康次・大園竜也・藤田大介・白井隆明, 2014. 静

岡県内浦湾産ガンガゼの生殖巣における遊離アミ

ノ酸組成 . 静岡県水産技術研究所研究報告 .

46:23-31.

76



のと海洋ふれあいセンター研究報告 第 30号 (2025)

 76

いる（沖ら，2004）。九十九湾で採集されたアラサキガ

ンガゼの GSI は、他海域と比べて低く、これは成熟が

進んだことで低い値となった可能性がある。今後は繁

殖時期を推定するため、GSI の季節的変動を調べて

いく必要がある。

要要約約

1. 2023 年にガンガゼ類の越冬が確認された能登
町の九十九湾において、2024 年 8 月にガンガ
ゼ類の採集調査と生殖腺熟度指数 GSI
（Gonado Somatic Index）の測定を行った。

2. アラサキガンガゼが九十九湾内の小木で 13 個
体、蓬莱島の周縁で 8 個体が採集され、ガンガ
ゼは確認されなかった。

3. サイズ構成として、2齢（小木：47.6～57.4mm、
蓬莱島：41.2～49.2 mm）が優占的で、蓬莱島
では 1齢 2個体（24.6、27.5 mm）、3齢以上
2個体（60.1、65.5 mm）も採集された。

4. 8 月 1 日に小木で採集されたアラサキガンガゼ
の GSIは 5.7±2.4であった。

5. 2024 年に海水温が 10℃を下回る日数は 31 日
で、前年と比べて海水温は低い傾向であった。

謝謝辞辞

本調査の実施にあたり、金沢大学環日本海域環境

研究センター臨海実験施設の小木曽正造氏にはガン

ガゼ類の採集を協力いただきました。深く感謝申し上

げます。

引引用用文文献献

秋本恒基・清本節夫・鈴木健吾・前野幸男・後川龍男,

2008. 宗像市大島におけるガンガゼ類の分布と駆

除 . 福岡県水産海洋技術センター研究報告 ,

18:77-83. 

荒川裕亮・木村知晴, 2023. 富山湾沿岸で越冬したガ

ンガゼ類の初記録. のと海洋ふれあいセンター研

究報告, 29:25-32.

荒川裕亮, 2022. 磯の観察路でアラサキガンガゼにご

注意ください. 能登の海中林, 57:2-3.

張成年, 2019. 日本沿岸に出現するガンガゼ属 3 種

の見分け方. 水生動物, AA2019-9.

林紀代美, 2016. 海藻・魚醤の利用からみた 「能登地

域」 のひろがり. E-journal GEO, 11(1):135-153.

石川県, 2022. 石川県藻場ビジョン. https://www.pref.

ishikawa.lg.jp/suisanka/gyojyou/mova.html (2025/1

/16参照)

石川達也・倉島彰, 2022. ガンガゼによる磯焼け海域

を模した実験区における海藻被度, 現存量および

固着動物現存量の変化. 日本ベントス学会誌,

77:20–26.

石川達也・戸瀨太貴・阿部真比古・岩尾豊紀・森田晃

央・前川行幸・倉島彰, 2017. 三重県早田浦にお

けるガンガゼ除去に伴う海藻植生の変化. 日本水

産学会誌, 83(4): 599-606.

海洋生物環境研究所．2012．平成 23 年度火カ・原

子力関係環境審査調査報告書．海洋生物環境研

究所．25-79．

木村知晴・草間 啓・稲村修, 2023. 富山県初記録のア

ラサキガンガゼ Diadema clarki. 魚津水族博物館

年報, 32:39–42. 

沖大樹・山本祥輝・奥村宏征, 2004. 三重県熊野灘北

部沿岸に生息するガンガゼを食材料として利用す

るための予備的調査. 三重県科学技術振興センタ

ー水産研究部研究報告. 11:15-21.

坂井恵一, 2011．のと海洋ふれあいセンターに収蔵さ

れている無脊椎動物標本．のと海洋ふれあいセン

ター研究報告, 17:15–34.

水産庁, 2021. 第 3 版 磯焼け対策ガイドライン .

https://www.jfa.maff.go.jp/j/gyoko_gyozyo/g_gideli

ne/attach/pdf/index-34.pdf (2024/12/28参照)

諏訪剛, 2005. 和歌山県南部沿岸における生物環境

と波当たりの関係，黒潮の資源、海洋研究, 6:41-

48.

高木康次・大園竜也・藤田大介・白井隆明, 2014. 静

岡県内浦湾産ガンガゼの生殖巣における遊離アミ

ノ酸組成 . 静岡県水産技術研究所研究報告 .

46:23-31.

のと海洋ふれあいセンター研究報告 第 30 号: 77–82 (2025) 

Rep. Noto Mar. Cent., (30): 77–82 (2025) 

  

津波によるかく乱を受けた久里川尻川の河口周辺における底生動物

荒川裕亮・東出幸真・中出悠介

Benthic animals in the Kurikawashiri River estuary disturbed by the 2024 Noto Peninsula 
Earthquake Tsunami 

Hiroaki ARAKAWA, Yukimasa HIGASIDE, Yusuke NAKADE

Noto Marine Center, 3-47 Ossaka, Noto, Ishikawa 927-0552 

Abstract

Aquatic benthic fauna surveys were conducted in the Kurikawashiri River estuary before and after the 2024 Noto 

Peninsula Earthquake tsunami. We collected five crustaceans, five mollusks, and four fish species. Among them, the 

endangered species, Cerithidea djadjariensis and Deiratonotus cristatus which inhabit intertidal brackish water were 

found as first records for the Kurikawashiri River. Before the tsunami, Batillaria multiformis, B. attramentaria, and C. 

djadjariensis were observed in the reed marsh along the mainstream. After the tsunami, sediment and vegetation 

disturbances led to the disappearance of mollusks, except for two individuals of C. djadjariensis found in upstream 

sections. The channel showed minimal impact of the tsunami, with D. cristatus and Hemigrapsus penicillatus collected 

in downstream sections, and Corbicula japonica and Procambarus clarkii in the middle and upstream sections. 

ははじじめめにに

津波は沿岸域の地形や生物相を大規模かつ広範囲にかく乱し、生態系に大きな影響を与える（JARAMILLO et 

al., 2012; 金谷ら, 2012）。2021 年の東北地方太平洋沖地震では、津波による干潟やヨシ原の消失が、底生動物群

集の変化を引き起こしたことが報告されている（金谷ら, 2012; KANAYA et al., 2016）。2024 年 1 月 1 日に発生した

令和 6 年能登半島地震に伴う津波では、能登半島北東部の珠洲市と能登町で浸水や人的被害が生じた（牛山ら,

2024）。能登町の久里川尻川の河口域では、周辺建物に残された浸水痕から浸水深が 55～330cm と推定されて

いる（岡田ら, 2024）。また河口沿いの陸上競技場や野球場では、砂質堆積物や植物などのデブリが堆積しており、

津波による影響が確認されている。この久里川尻川河口沿岸では、震災前の 2022 年に実施した調査で、内湾性

の汽水域に生息するウミニナ Batillaria multiformis やカワアイ Cerithidea djadjariensis といった希少種が確認され

ていた。

そこで、本研究では、2024年 1月1日の地震に伴い発生した津波が久里川尻川の河口周辺における底生動物

に与えた影響を明らかにするため、現地調査と採集調査を実施した。また震災前に実施した調査結果も合わせて

報告し、津波による影響の評価を行った。

材材料料とと方方法法

河河口口沿沿岸岸ににおおけけるる巻巻貝貝調調査査

調査は久里川尻川河口において、震災前の 2022

年 8 月 10 日に下流右岸（Se.1）で実施し、震災後の

2024 年 6 月 1 日には Se.1 と上流右岸（Se.2）で実施し
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た（図 1）。調査は河岸の潮間帯付近を歩きながら、巻

貝類を採集し、生息状況を記録した。一部の個体は

実験室に持ち帰り、標本の登録を行った。また調査時

には環境情報として、調査地の写真撮影を行った。

水水路路ににおおけけるる採採集集調調査査

調査は、久里川尻川河口右岸に流入する水路の約

200m 区間（Se.3）で、震災後のみ行った（図 1）。調査

は 2 名で行い、タモ網を用いて生物を採集した。2024

年 5 月 5 日に、水路の最下流付近でのみ採集調査も

行った。5月 6日には区間の下流から上流にかけて採

集を行った。採集した生物は、種を同定し、一部は実

験室へ持ち帰り標本として保管した。調査時には水質

測定を実施し、5 月 5 日（低水位時）と 5 月 6 日（高水

位時）に水温、pH、塩分濃度を測定した。水質は 5 月

5 日に下流の 1 か所で、5 月 6 日は下流と上流の 2 か

所で測定した。 

結結果果・・考考察察

震震災災前前後後のの河河口口沿沿岸岸

震災前の 2022 年の調査では、Se.1 において、ウミ

ニナ B. multiformis、ホソウミニナ B. attramentaria、カ

ワアイ C. djadjariensis が採集された。ウミニナが優占

種であり、個体数は少ないがホソウミニナやカワアイも

確認された。河岸にはヨシ原が形成されており、浸水

したヨシ生育帯に巻貝類は多く生息していた（図 2A）。

震災後の 2024 年の調査では、Se.1 の河岸付近に

おける堆積土砂やヨシ原の減少が確認された（図 2B）。

震災前に確認された巻貝類 3 種は、Se.1 で確認され

なかった。2011 年の東日本大震災では、汽水域であ

る蒲生潟一帯において、津波によるヨシ原の大規模な

流出が巻貝類の絶滅や絶滅寸前の状態を招いたとさ

れている（金谷ら, 2012）。Se.1 においても、津波による

環境のかく乱によって、生存個体の流出が生じた可能

性が考えられる。

周辺の調査により、上流に位置する Se.2 で生存し

ているカワアイ 2 個体が確認された。Se.2 は旧能登鉄

道線路（現在は廃線）の橋梁下流右岸に位置し、橋梁

の基礎が河道右岸に突き出ていることで、土砂が堆積

し浅くなった場所である。Se.2 は震災前に調査を実施

していないため、生物の生息状況や地形の変化につ

図 1 久里川尻川河口域における能登半島地震での津波浸水域（黒実線枠内）と調査区間

（白実線枠内）. 航空写真と津波浸水域（推定）は国土地理院（2024）を参照. 
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た（図 1）。調査は河岸の潮間帯付近を歩きながら、巻

貝類を採集し、生息状況を記録した。一部の個体は
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調査は、久里川尻川河口右岸に流入する水路の約
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結結果果・・考考察察
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図 1 久里川尻川河口域における能登半島地震での津波浸水域（黒実線枠内）と調査区間

（白実線枠内）. 航空写真と津波浸水域（推定）は国土地理院（2024）を参照. 
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いては不明であるが、航空写真によると大きな変化は

見られなかった。

カカワワアアイイ（（図図 3A））

Cerithidea djadjariensis (Ozawa & Reid in Reid & 

Ozawa, 2016)

NMCI-MO. 1830、5 個体、24.6 – 31.5 mm SL、石川

県鳳珠郡能登町久里川尻、2022 年 8 月 7 日、荒川裕

亮採集。

上記個体は、縦張肋が弱いことや、殻口前端の張り

出しが弱いこと、螺肋は 3 本で太さが均一であることと

いった特徴から、奥谷 (2017)と黒住・大作（2021）に従

い、カワアイと同定された。

カワアイはキバウミニナ科に属する巻貝の一種であ

り、内湾の潮間帯や汽水域の干潟に生息する。分布

域は、松島湾・山口県北部から八重山諸島および台

湾までである（奥谷, 2017）。日本海沿岸における本種

の生息地は限られているが、京都府久見浜湾で生息

が確認されている（和田, 2015）。石川県では 1950 年

代に、七尾市和倉で本種の生息が報告されている（伊

藤, 1954）。それ以外の記録は確認されておらず、県

内における生息状況について不明な部分が多いが、

本調査により採集された個体は久里川尻川での初記

録となる。ただし東京湾では、カワアイの地域個体群

が絶滅した後に、アサリの放流やバラスト水など人為

的影響により海外由来の個体が定着した可能性が指

摘されている（Kojima et al., 2008）。このため久里川尻

川で発見された個体群の由来についても注意する必

要がある。

震災前の本調査では、カワアイは河口域沿岸のヨ

シ原に生息していた。本種は砂泥の底質を選好し、泥

分の多いヨシ原から干潟への移行帯に生息すること

が報告されている（飯島ら, 2002; 真木ら, 2002）。能登

半島では干潟環境が限られており、河口域沿岸も河

川改修などにより生息環境は乏しい。そのため、久里

川尻川河口沿岸は、小規模ながら抽水植物が生育す

る貴重な汽水環境であり、津波の影響を受けた沿岸

環境や巻貝類の回復状況を今後調査する必要がある。

震震災災後後のの水水路路

水路における水質情報として、2024 年 5 月 5 日は

水路内の流量は少なく、水が溜まっている状態であっ

た。この時の下流における水温は 29.5℃、pH 8.00、塩

分 0‰であった。翌 5 月 6 日には潮位が上昇し、河口

から水路内へ海水が逆流する様子が観察された。水

温、pH、塩分は、下流で 9.0℃、7.99、33.63 ‰、上流

で 18.6℃、7.35、0 ‰であった。以上より、潮位が高い

時には、水路に海水が遡上することが確認された。水

路内の底質環境は、下流では礫を含む砂泥、中流か

ら上流では主に泥底で構成されていた。

5 月 5 日の下流での調査では、多数のケフサイソガ

ニ Hemigrapsus penicillatus と ア リ ア ケ モ ド キ

Paracleistostoma cristatum 1 個体が採集された。

5 月 6 日に下流から上流にかけて行った採集調査

の結果を表 1 に示した。甲殻類として、ケフサイソガニ、

アリアケモドキ、アメリカザリガニ Procambarus clarkii

が採集された。貝類としては、イシマキガイ Clithon 

retropictus、ヤマトシジミ Corbicula japonica が採集さ

れ、タガイSinanodonta japonicaは殻のみ確認された。

魚類として、マハゼAcanthogobius flavimanus、ゴクラク

図 2 震災前後の久里川尻川河口沿岸（Se.1）の
比較（A：2022 年 8 月 10 日撮影、B：2024 年 6 月

1 日撮影）

A 

B 
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ハゼ Rhinogobius similis、チチブ Tridentiger obscurus、

アユカケ Rheopresbe kazika が採集された。砂泥底の

下流では、ケフサイソガニやマハゼが多く確認され、

アリアケモドキとアユカケは下流でそれぞれ 1 個体の

みが採集された。泥底の中流から上流では、アメリカ

ザリガニが多く見られ、泥の中からはヤマトシジミ 10個

体が確認された。

水路周辺は津波浸水域であり、本流と同様に津波

による引き波などの影響を受けた可能性があるが、本

流河口（Se.1）と比べて底質の変化は少なく、環境が維

持されている様子であった。震災前の水路で調査を

実施していないため、比較は困難であるが、採集され

た底生動物相や生息状況から、津波による影響は少

なかったと推測される。水路と本流の合流点には水門

が設置されており、震災後に水門の大部分が閉じた

状態であることが確認されている（図 4）。この水門が

閉じられていたことにより、津波の引き波による底質の

流出が抑制された可能性が考えられる。

アアリリアアケケモモドドキキ（（図図 3B～～E））

Deiratonotus cristatus

NMCI-AR. 1060、1 個体、雌、15.2 mm CW、石川県

鳳珠郡能登町久里川尻、2024 年 5 月 5 日、荒川裕

亮・中出悠介採集（図 3B、C）。NMCI-AR. 1061、1 個

体、雄、9.7 mm CW、石川県鳳珠郡能登町久里川尻、

2024 年 5 月 6 日、荒川裕亮・中出悠介採集（図 3D、

E）。

 上記個体は、甲が六角形で平たく、額が 2 歯に分か

れ、眼窩外歯の後方に前側縁歯を持たず、腹部が赤

いといった特徴から、豊田ら（2019）に従い、アリアケモ

ドキと同定された。

アリアケモドキは国内において、北海道から沖縄島

に分布する（豊田ら, 2019）。本種は日本海沿岸で、北

海道、青森県、秋田県、新潟県、兵庫県、鳥取県、島

根県、福岡県で記録されており、2020 年には石川県

の北潟湖に流入する水路で県内初の記録が報告され

た（山川ら, 2022）。石川県内では他に記録がないこと

から、本調査での久里川尻川水路での記録は、県内

2 例目となる。

図 3 採集された底生動物. カワアイ（A、NMCI-MO. 1830）、アリアケモドキ雌（B、C、NMCI-AR. 1060）と雄
（D、E、NMCI-AR. 1061）、ヤマトシジミ（F、NMCI-MO. 1854）

A B C 

D E F 

区間 上流 中流 下流
底質 泥底 泥底 砂泥

甲殻類 + + ＋
＋

＋ ＋
軟体動物 ＋ ＋

＋ ＋
魚類 ＋ ＋

＋ ＋
＋ ＋

＋

ケフサイソガニ
アリアケモドキ
アメリカザリガニ
イシマキガイ
ヤマトシジミ
マハゼ
ゴクラクハゼ
チチブ
アユカケ

分類群 和名

表 1 久里川尻川の水路（Se.3）で採集された底生動物

+は生息を示す
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本種は北潟湖において生息数が少ないことが指摘

されている（山川ら, 2022）。全国的にも個体数は減少

しており、『干潟の絶滅危惧動物図鑑－海岸ベントス

のレッドデータブック－』では絶滅危惧 II 類に選定さ

れている（日本ベントス学会, 2012）。特に干潟環境は

石川県内では限られており、本調査地のような河口域

における水路で、本種の生息が確認されたことは貴重

な知見となる。今後は、より詳しい生息環境の調査や

生活史段階における分布の把握が求められる。

ヤヤママトトシシジジミミ（（図図 3F））

Corbicula japonica

NMCI-MO. 1854、1 個体、39.0 mm SL、石川県鳳

珠郡能登町久里川尻、2024 年 5 月 6 日、荒川裕亮・

中出悠介採集。NMCI-MO. 1855、1個体、31.0 mm SL、

石川県鳳珠郡能登町久里川尻、2024 年 5 月 6 日、荒

川裕亮・中出悠介採集。

上記個体は、殻が丸みを帯びた三角形で、光沢の

ある黒色を呈し、殻頂が高く、殻の内面が白色である

ことから、奥谷（2017）と黒住・大作（2021）に従い、ヤマ

トシジミと同定された。

ヤマトシジミは、環境省レッドリストにおいて準絶滅

危惧種に選定されている（環境省, 2020）。石川県内の

分布は、柴山潟、河北潟、邑知潟、奥原潟とされてお

り、久里川尻川を含む能登町では記録されていない

（石川県, 2020）。しかし、内浦町（1981）では、海産生

物の目録にはヤマトシジミが記載されており、久里川

尻川流域を含む旧内浦町に生息していたことが推察

される。

過去の石川県における漁業統計によると、1930 年

には羽咋川で約 75 トン、大野川（河北潟を含む）で約

12 トンのヤマトシジミが水揚げされている（農林省水産

局, 1933）。河北潟では、シジミ漁が古くから地域の経

済を支える産業の一つで、かほく市上山田遺跡の貝

塚からもヤマトシジミの貝殻が多く出土していることか

ら、過去には豊富な資源量が存在したことが示唆され

る（河北潟湖沼研究所, 2013）。しかし、河北潟では水

門などの建設に伴う淡水化により、汽水域を生息場と

するヤマトシジミは絶滅したとされている（河北潟湖沼

研究所, 2013）。このように歴史的には潟を中心に豊富

であったヤマトシジミの個体数は、汽水環境の変化と

ともに個体数が減少している。本調査により、ヤマトシ

ジミを含む底生動物が久里川尻川河口で採集され、

これらの生物は河口沿岸や水路などの局所的な汽水

環境に生息していたことが確認された。このような生物

群は、人為的な環境改変による影響を受けやすいと

考えられる。したがって、汽水域の生物相や回復状況

を継続的に把握しながら、震災による生態系への影

響に関する知見を蓄積し、今後の復旧・復興に向けた

改修工事に活用されていくことが求められる。

要要約約

1. 令和 6 年能登半島地震に伴う津波が久里川尻

川の河口域の底生動物に与えた影響を調べる

ため採集調査を実施した。

2. 震災前後の調査より、甲殻類 5 種、軟体動物 5

種、魚類 4 種が採集された。

3. 石川県内での記録が乏しいカワアイとアリアケ

モドキは、久里川尻川で初記録となった。

4. 震災前には本流沿岸のヨシ原でウミニナ、ホソウ

ミニナ、カワアイの生息が確認されていたが、津

波の影響によりヨシ原の一部が流失し、これら巻

貝 3 種の生息が確認されなかった。ただし、上

流区間で震災後にカワアイ 2 個体が発見された。

5. 震災後の水路における採集調査では、下流区

間でアリアケモドキやケフサイソガニなど、中流

から上流区間でヤマトシジミやアメリカザリガニ

などが採集され、水路では津波によるかく乱の

影響は軽微であった。

図 4 水門（2024 年 5 月 6 日撮影）
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令和6 年能登半島地震後の岩礁海岸における 
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Monitoring Survey of Macrozoobenthos and Seaweed/Seagrass Communities on Rocky Shores After the 
2024 Noto Peninsula Earthquake  

 

Yukimasa HIGASHIDE, Hiroaki ARAKAWA, Yusuke NAKADE 

 

Noto Marine Center, 3-47 Ossaka, Noto, Ishikawa 927-0552 

 

Abstract

The 2024 Noto Peninsula Earthquake caused significant coastal uplift and tsunamis, which likely had substantial impacts on 

rocky shore ecosystems. In this study, we expanded a monitoring survey of benthic communities (macrozoobenthos and 

seaweed/seagrass) that had been conducted prior to the earthquake. We surveyed a total of 16 rocky shore sites along the Noto 

Peninsula, including 10 pre-existing sites and 6 newly added uplifted sites. The results showed no apparent differences in the 

number of observed species before and after the earthquake at sites affected by tsunamis or at non-uplifted sites. In contrast, the 

number of observed species decreased at uplifted sites, with particularly pronounced effects of coastal uplift on intertidal 

organisms. However, survival patterns varied among sites and species, highlighting the need for further detailed investigations.

ははじじめめにに  
  

沿岸生態系は、気候変動といった長期的な環境要因の影響を受けるだけでなく、地震や津波などの突発的な地殻変

動に伴う自然災害によって急激な変化を経験する。特に沿岸域の潮間帯では、生物が潮位の変化に適応しながら帯状

に分布しており、地震による隆起や沈降が生息環境を大きく変化させることが知られている（JARAMILLO et al., 2012; 
NODA et al., 2016）。このような極端な環境変化は、岩礁海岸における生物の大量死や優占種の交代を引き起こし

（HAVEN, 1972; CASTILLA, et al. 2010）、生態系の回復過程に長期的な影響を及ぼす可能性がある（NODA et al., 
2016）。 

2024 年1 月1 日にマグニチュード 7.6（深さ約15km）の能登半島地震が発生し、輪島市および志賀町で震度7 が

観測され、能登半島を中心に大規模な地殻変動を引き起こした（地震調査研究推進本部地震調査委員会, 2024）。この
地殻変動により、能登半島の外浦側では隆起が発生し、西部で最大4.4m、北東部で最大2.4mの隆起が記録され、海

岸線も最大で 200m前進したことが報告されている（FUKUSHIMA, et al. 2024）。このような大規模な海岸の隆起は、潮

間帯生物の生息環境を大きく変化させ、生物群集に深刻な影響を及ぼす可能性がある。 
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のと海洋ふれあいセンターでは、石川県の岩礁海岸において底生無脊椎動物および海藻草類を対象としたモニタリ

ング調査を実施している。2008 年より約 5 年おきに調査を行い、2021 年までに 3 回の調査が実施された。調査地点

は、外浦海岸 6 地点、七尾湾を含む内浦海岸 6 地点の合計 12 地点である（のと海洋ふれあいセンター, 2009; 2012; 
2016; 2017; 2020; 2021）。これらの調査地点の一部は、能登半島地震による隆起や津波の影響を受けており、岩礁に

おける生物群集への影響が懸念される。 
そこで本研究では、2024 年能登半島地震による隆起および津波が岩礁海岸の底生無脊椎動物および海藻草類に

与えた影響を評価することを目的として、これまでと同様の手法でモニタリング調査を実施した。また今回の地震では広

範囲で海岸が隆起したため、本調査では新たな調査地点を隆起区間に設定し、影響の把握を試みた。 
 

調調査査場場所所  
 
これまでに実施された調査地点は、加賀市の片野、能

登半島の外浦海岸に位置する志賀町大島、赤住、輪島

市小鵜入、珠洲市長橋、木ノ浦、内浦海岸に位置する能

登町赤崎、越坂、穴水町新崎、七尾市唐島、勝尾崎、黒

崎の 12 地点である（図 1）。今回は能登半島地震による

影響評価を目的としたため、加賀市の片野では実施しな

かった。また地震の影響により小鵜入へはアクセスするこ

とができなかったため、本調査では実施していない。調

査地点は、震災前に調査を実施した 10地点、さらに隆起

海岸において新たに輪島市鹿磯、袖ヶ浜、稲舟、

曽々木、珠洲市真浦、狼煙の6地点を加え、計16地点と

した（図 1）。調査地点付近における隆起高は、西から順

に鹿磯で400 cm、袖ヶ浜で163~183 cm、稲舟で約100 
cm、曽々木で 187 cm、真浦で 186~216 cm、長橋で

226 cm、木ノ浦で 171 cm、狼煙117~147 cmである（宅

美, 2024）。稲舟の隆起高は、宅美（2024）より参照できな

かったため、現地で乾燥したサンゴモ類の上端の高さよ

り推定した値である。なお、隆起により汀線は長橋で44m、

シャク崎で 33m 前進したことから、調査地点は隆起後の

汀線に変更して実施した。 
また能登半島地震では、津波による大きな被害を半島

東岸（珠洲市および能登町）で受けている（YUHI. et al., 
2024）。調査地点のうち、赤崎と越坂の地点が津波を受け

ているが、津波の高さは不明である。 
 

材材料料とと方方法法  
 
前報告（のと海洋ふれあいセンター，2020；2021）の方

法と項目に従い行った。 
⑴ 海岸における調査範囲は海岸の形状や地形にあわ

せて各々決めた。例えば勝尾崎や黒崎のような直線

的な海岸は汀線と平行に約 50 ｍを、他の海岸では

半径約 50 ｍ以内で露出部と遮蔽部など、認められ

る海岸環境を網羅するように調査した。 
⑵ 調査票には石川県の岩礁海岸に広く分布する底生

無脊椎動物を潮上帯、潮間帯、潮下帯ごとに列記し、

各種の生息量を 4段階（多い ◎、よく見つかる ○、

探せば見つかる △、見つからない ×）に分けて記

録した。海藻草類の生育状況は表面的優占種と下草

の観察を行い、その生育量を動物と同じ 4 段階で記

録した。 
図 1 岩礁海岸のモニタリング調査地点:●調査実施,
○未調査,▲追加（隆起海岸）
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材材料料とと方方法法  
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○未調査,▲追加（隆起海岸）
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⑶ 各海岸における特徴的な生息種は、その生息・生育

状態や周囲の環境を観察・記録するように努めた。 
⑷ 経年的な波あたりの強さの変化を把握する指標とし

てアラレタマキビの分布上限を写真撮影で記録した。 
⑸ 能登半島の岩礁海岸における代表種のヨメガカサは

任意の 50個体の殻長を測定した。 
⑹ 調査地点とその周辺における海岸の改変状況等を調

査票に記録するとともに、写真撮影に努めた。 
⑺ 調査は調査時の海水面が年平均潮位に近く、海況

の安定しやすい 5–6月に行った。 
⑻ 調査は天候や海況の許容範囲を決め、天候が雨、ま

たは波浪階級が2以上の日は調査を行わないことに

した。 
⑼ 調査は主に胴付き長靴を着用し、箱メガネを使って

海面から約0.5 ｍの深さまで観察した。 

 
結結果果  

  
各調査海岸とも前回の調査（のと海洋ふれあいセンタ

ー，2020，2021）以降における後背地の護岸整備や沖合

での人工リーフ、消波ブロック等の人為的な改変はみら

れなかった。しかし隆起海岸においては大きな変化が生

じたので、隆起後の新しい潮間帯について記載する。 
各海岸の調査日と観測した水質、ならびに海岸岩礁の

基質（絈野, 1993）を表 1 に示す。また、観察された底生

無脊椎動物と海藻草類の生息・生育状況を表 2、3 に示

す。各調査地点の景観と調査範囲の概略図を図 2–17 に、

ヨメガカサの殻長組成は図18に示す。 
 

 

表 1 各調査地点の調査日と水温、塩分量、pH、ならびに海岸岩礁の基質 

調査地点 標準地域 
メッシュコード 調査日時 水温 

塩分

量

(‰) 
pH 海岸岩礁の基質 

志賀町大島 5536-3681 2024年6月27日 24.6  33.60  8.20  安山岩質溶岩・火砕岩 
志賀町赤住 5536-4567 2024年6月27日 25.2  34.46  8.24  安山岩質溶岩・火砕岩 
輪島市鹿磯 5536-4567 2024年6月27日 26.0  33.81  8.22  礫岩 
輪島市袖ヶ浜 5636-0781 2024年6月13日 27.2  35.56  7.87  砂岩・泥岩 
輪島市稲舟 5636-0774 2024年6月13日 26.5  35.11  8.07  砂岩・泥岩・礫岩 
輪島市曽々木 5637-1055 2024年6月28日 23.0  34.79  8.08  流紋岩質溶岩 
珠洲市真浦 5637-1077 2024年6月28日 23.0  33.99  8.07  軽石凝灰岩 
珠洲市長橋 5637-2103 2024年5月10日 17.0  34.90  8.18  安山岩質溶岩・火砕岩 
珠洲市シャク崎 5637-2231 2024年5月10日 16.0  34.97  8.14  安山岩質溶岩・火砕岩 
珠洲市狼煙 5637-2236 2024年6月28日 23.1  35.05  7.70  泥岩・頁岩 
能登町赤崎 5637-0221 2024年5月16日 18.0  34.23  7.98  溶結火砕岩 
能登町越坂 5537-7169 2024年5月30日 19.6  34.46  8.04  デイサイト質火砕岩 
穴水町新崎 5536-6734 2024年6月26日 24.0  35.65  8.06  沖積堆積物・転石 
七尾市唐島 5536-5609 2024年6月26日 23.3  34.67  7.98  安山岩質溶岩・火砕岩 
七尾市勝尾崎 5637-5084, 5074 2024年6月25日 23.0  35.15  8.06  石灰質シルト岩 
七尾市黒崎 5537-3094 2024年6月25日 23.5  35.22  8.10  安山岩質溶岩・火砕岩 
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図 2 志賀町大島の調査地点 
 

  

図 3 志賀町赤住の調査地点 
 

  

図 4 輪島市鹿磯の調査地点 
 

  

図 5 輪島市袖ヶ浜の調査地点 
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図 3 志賀町赤住の調査地点 
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図 5 輪島市袖ヶ浜の調査地点 
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図 6 輪島市稲舟の調査地点 
 

  

図 7 輪島市曽々木の調査地点 
 

  

図 8 珠洲市真浦の調査地点 
 

  

図 9 珠洲市長橋の調査地点 
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図 10 珠洲市シャク崎の調査地点 
 

  

図 11 珠洲市狼煙の調査地点 
 

  

図 12 能登町赤崎の調査地点 
 

  

図 13 能登町越坂の調査地点 
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図 14 穴水町新崎の調査地 
 

  

図 15 七尾市唐島の調査地点 
 

  

図 16 七尾市勝尾崎の調査地点 
 

  

図 17 七尾市黒崎の調査地点
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志志賀賀町町大大島島  
岩礁の基質は安山岩質溶岩・火砕岩で、沖には海面に

露出した岩礁があるため、調査場所の周辺は波当たりが

若干弱くなっている（図 2）。今回の調査時は潮位が高く、

潮下帯の観察が難しかった。 
潮上帯ではアラレタマキビと、カメノテが多かった。潮

間帯ではベッコウガサとヨメガカサ、イシダタミが多かった。

一方、タマキビとクロフジツボ、イワフジツボ、ケガキ、そし

てカラマツガイの 5 種を見つけられなかった。また、前回

と同様イシダタミは多く見つかったが、クボガイがよく探さ

なければ見つけられなかった。前回見つからなかったヒ

メクボガイがよくみつかった。遮蔽部の潮溜りでは、前回

同様キクメイシモドキの生息が確認できた。その近傍で、

ウミニナもよく探すと見つかった。 
海藻は潮間帯ではウミゾウメンが生育していたものの、

シオグサ類およびアオサ類の生育が見当たらなかった。

前回調査と同様、ウミゾウメンが特にヨメガカサに着生して

いる様子が目についた。 
潮下帯の露出部では、イソモクが優占し、トゲモクやヨ

レモクなどはパッチ状に生育し、下草はピリヒバが優占し

ていた。遮蔽部のごく浅い場所でウミトラノオ、次いでフシ

スジモクが優占し、所々でヤツマタモクやマメタワラがパ

ッチ状に生育していた。前回同様、キクメイシモドキの近

傍ではスギモクが観察された。 
 
志志賀賀町町赤赤住住  
岩礁の基質は安山岩質溶岩・火砕岩で、周辺の岩礁上

面はアマノリ類の採取を目的としたコンクリートが打設され

ている（図 3）。今回の調査時は風が強く若干濁っていた

ため、潮下帯の観察は難しかった。 
潮上帯ではアラレタマキビとタマキビ、カメノテが目に

ついたが、イワフジツボが少なく、カモガイとクロフジツボ、

ムラサキインコとケガキが見つからなかった。潮間帯では

ヨメガカサとベッコウガサが多く、イシダタミやコシダカガ

ンガラ、ヒメクボガイは普通にみられたが、イボニシが少

なく、スガイとクロヅケガイ、クボガイ、ウミニナは見つから

なかった。前回同様、複数個所でウメボシイソギンチャク

の生息が確認された。  
波当たりの強い露出部の潮間帯ではウミゾウメンがよく

みられ、シオグサ類とアオサ類が混生していた。潮下帯

にはイソモクが優占し、アカモクやワカメ、トゲモクがパッ

チ状に生育し、下草はピリヒバや無節サンゴモが優占し

ていた。遮蔽部では潮間帯でウミトラノオが多くみられ、

潮下帯ではヤツマタモクやマメタワラ、ヨレモクがよくみら

れ、アカモクやジョロモク、ワカメは少なかった。下草は露

出部の波当たりの強い場所ではピリヒバが優占していて、

遮蔽部ではマクサが多かった。ヒジキは調査時には生育

が確認できなかった。 
 
輪輪島島市市鹿鹿磯磯  
岩礁の基質は礫岩で、礫の多い層と少ない層が交互

に重なっている。調査海岸中もっとも隆起が大きい場所

であり、かつて海中にあったサンゴモ類が白く岩礁を覆っ

ていたが、風化しやすい場所でははがれて基質の色を

呈していた。調査は遮蔽部を中心に行った(図 4)。 
潮上帯では外浦海岸で優占するアラレタマキビやタマ

キビ、クロフジツボなどは観察できなかったものの、地震

で新たに亀裂や崩落した岩には、イワフジツボがよくみら

れた。また、潮間帯にはウラウズガイやムラサキウニが確

認され、特にウラウズガイが多かった。 
露出部の潮間帯では、ボウアオノリなどのアオサ類や

ハバノリがよくみられ、シオグサ類は探せばみつかった。

遮蔽部ではカゴメノリやフクロノリ、ミルがよくみつかった。

潮下帯では、ピリヒバなどの有節サンゴモ類は少なかっ

たが、無節サンゴモ類は多く見られた。ヤナギモクやワカ

メは潮間帯でもよく見られ、マメタワラやヤツマタモク、ア

カモク、ノコギリモクは生殖器床をつけていた。 
 
輪輪島島市市袖袖ヶヶ浜浜  
海水浴場として整備されている海岸の西側で調査を行

った。調査地点の海岸岩礁の基質は砂岩・泥岩で、砂が

遮蔽部にたまっていた（図 5）。潮上帯ではアラレタマキ

ビやカメノテなどの生息を確認することができなかったが、

潮間帯にはサザエが良くみられ、ヒメクボガイやウラウズ

ガイ、ヒザラガイがよく探すとみつかった。 
海藻は潮間帯では岸から流入する陸水の影響の強い

場所では、ウスバアオノリなどのアオサ類が繁茂していた。

隆起の影響で干出している部分は無節サンゴモ類が白

化していたが、水に浸る部分では生存している様子が確

認された。潮下帯ではフシスジモクやワカメがよくみつか
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場所では、ウスバアオノリなどのアオサ類が繁茂していた。

隆起の影響で干出している部分は無節サンゴモ類が白

化していたが、水に浸る部分では生存している様子が確

認された。潮下帯ではフシスジモクやワカメがよくみつか
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り、下草は無節サンゴモが優占していた。ヤツマタモクや

ヨレモクなどはパッチ状に生育していた。 
 
輪輪島島市市稲稲舟舟  
岩礁の基質は砂岩・泥岩・礫岩で、岩盤上に人頭大か

ら長径50㎝程度の礫が多くみられ、海岸には砂がたまっ

ていた(図 6)。調査時の海況は穏やかだったが、海藻や

河川流出物などの漂着のため海水は濁り、潮下帯の観察

は難しかった。 
潮上帯には動物の生息は見られなかったものの、潮間

帯では礫上にオオヘビガイがよく見られた。海藻はシオ

グサ類とアナアオサをはじめとするアオサ類が潮間帯上

部でよく観察され、カヤモノリはよく探すとみつかった。潮

間帯下部ではヤナギモクとワカメ、生殖器床をつけたフシ

スジモクがよくみられた。ヨレモクはよく探すとみつかった。

潮間帯上部では干出したことによって枯死したと考えられ

るホンダワラ類の付着器が多く観察された。 
 
輪輪島島市市曽曽々々木木  
岩礁の基質は流紋岩質溶岩で、長径数メートル大の巨

石が数多く組み合わさった凹凸の大きな地形である。窓

岩と呼ばれていた岩の東側で調査を行った(図 7)。 
潮上帯では、隆起海岸の中で唯一アラレタマキビがよ

く探すとみつかった。クロフジツボとイワフジツボもよく見

られた。潮間帯ではヨメガカサが多く、ベッコウガサがよく

見られた。レイシガイ、イボニシ、アオガイもよく探すとみ

つかった。潮下帯は濁りや波で露出部では観察が困難

であったが、ムラサキウニやサザエ、オオコシダカガンガ

ラがよく探すと見つかった。遮蔽部では砂がたまっている

場所にミドリイソギンチャク、それ以外の場所では

Anthopleura 属の一種やヒメクボガイ、ウラウズガイもよく

みつかった。 
海藻は潮間帯の露出部ではハバノリが、遮蔽部で陸水

の影響がある場所でボウアオノリなどのアオサ類がよくみ

つかった。ウミゾウメンはヨメガカサに付着生育していたも

のだけで、よく探さなければみつからなかった。干出し枯

死していたものの、イシゲおよび海草類のエビアマモが

見つかった。潮下帯では露出部ではヤナギモクが多く、

ワカメやヤツマタモク、マメタワラ、ジョロモク、ヨレモクが

よくみられ、その中にはトゲモクやイソモクがパッチ状に

生育していた。無節サンゴモ類が下草として優占し、ユナ

やカゴメノリなどはよく探すとみつかった。遮蔽部ではス

ギモクが観察された。 
 

珠珠洲洲市市真真浦浦  
岩礁の基質は軽石凝灰岩で、小河川の河口より南側で

調査を行った(図 8)。 
潮上帯で動物は見当たらなかったが、潮間帯ではヨメ

ガカサが多くみつかり、その他はヒメクボガイ、イシダタミ、

ムラサキウニが良く見つかった。また、転石下にヒザラガ

イ、転石上にはオオヘビガイやウラウズガイがよく探すと

みつかった。遮蔽部で陸水の影響のある場所ではクロヅ

ケガイがよくみられた。 
潮上帯ではアオサ類がよく見られ、ハバノリはよく探せ

ば見つかった。潮間帯ではカゴメノリやフクロノリがよくみ

られ、ピリヒバや無節サンゴモ類はよく探せばみつかった。

潮下帯では露出部にはイソモクやトゲモク、ワカメ、ヤナ

ギモクがよく見られ、ノコギリモクはよく探せばみつかり、

その藻体上にはエゴノリが生育していた。遮蔽部にはフ

シスジモクが優占していた。 
 

珠珠洲洲市市長長橋橋  
能登半島北岸の半自然海岸で、基質は安山岩質溶岩・

火砕岩であり黒崎と同じであるが、色は灰色から黒色であ

る(図 9)。長径 1 から数 m の岩が点在する巨礫転石浜

の形態を示し、沖側は緩やかに深くなっている。調査地

点の陸側には護岸があり、その背地には製塩施設がある。 
アラレタマキビはよく探したものの潮間帯近辺では確認

できなかった。潮上帯では動物は確認されなかったもの

の、潮間帯ではオオヘビガイやヒザラガイがよくみつかっ

た。ミドリイソギンチャクやヨメガカサはよく探すとみつか

った。潮下帯にかけてオオコシダカガンガラがよくみつか

った。次に海藻は潮間帯ではボウアオノリなどのアオサ

類とシオグサ類、フクロノリは良く見つかったが、ウミゾウメ

ンはみつからなかった。カゴメノリはよく探せば見つかっ

た。サンゴモ類は全体的に少なく、ピリヒバを確認すること

ができなかった。 
潮下帯ではワカメが多くみられ、ヤツマタモクがホンダ

ワラ類の中ではよくみつかった。イソモクやヤナギモク、
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フシスジモクはパッチ状に生育し、下草は無節サンゴモ

類が優占していた。 
 
珠珠洲洲市市シシャャクク崎崎  
岩礁の基質は安山岩質溶岩・火砕岩で、海岸部は岩盤

と巨礫から形成されている(図 10)。 
潮上帯で動物の生息を確認できなかったものの、潮間

帯ではヒザラガイ、オオコシダカガンガラ、Anthopleura
属の一種がよく見られた。オオヘビガイやコシダカガンガ

ラはよく探すとみつかった。ウミニナ、ホソウミニナ、スガイ、

ウメボシイソギンチャクはみつからなかった。 
海藻は潮間帯にフクロノリが多く、ハバノリやシオグサ

類、アオサ類がよくみられた。潮下帯の露出部ではワカメ

が多くみられ、イソモクやヤナギモクがパッチ状に生育し

ていた。遮蔽部ではヤツマタモクや、フシスジモクがよく

みられた。ナラサモやウミゾウメン、ピリヒバはみつからな

かった。 
  
珠珠洲洲市市狼狼煙煙  
岩礁の基質は泥岩・頁岩で、海食台が形成されている。

そこでは、海食作用によって幾筋もの溝がみられる(図 
11)。調査は禄剛崎灯台の北東側の海岸で行った。 
潮上帯では動物の生息を確認できなかったが、潮間帯

にはヒメクボガイが多く、ヨメガカサやウラウズガイはよく

見られた。レイシガイやイボニシはよく探せば見つかった。

遮蔽部ではオオヘビガイが多くみられた。 
海藻は潮間帯でウミゾウメンはよく探すと見つかった。

次にアオサ類やフクロノリ、カゴメノリ、ミツデソゾがよくみ

つかった。潮下帯は露出部でワカメが多くみられ、イソモ

クやアカモクがパッチ状に生育していた。下草は無節サ

ンゴモ類が優占していた。フシスジモクやヤツマタモク、

マメタワラが遮蔽部でよくみつかり、下草はマクサが優占

していた。 
 
能能登登町町赤赤崎崎  
岩礁の基質は溶結火砕岩で、赤茶色を呈している。岬

の先端には灯台が設置されており、その灯台を境に右岸

側は波当たりの強い露出海岸となっている。逆に左岸側

は東及び南からの波が遮蔽され、静穏な場所となってい

る(図 12)。 

潮上帯ではアラレタマキビが多く見られたが、前回見ら

れたタマキビやクロフジツボ、カモガイは見つからなかっ

た。潮間帯では岬の左岸側の遮蔽部にウミニナとホソウミ

ニナが前回同様に観察できた。潮下帯にはオオコシダカ

ガンガラが前回以上に多く確認できたものの、コシダカガ

ンガラは見つからなかった。前回よく見つかったイボニシ

は、よく探さなければ見つからなかった。 
海藻は、潮間帯には岸側から流入する陸水の影響の

強い場所でアオサ類が多く繁茂していた。シオグサ類は

よく探さなければ見つからなかった。ウミゾウメンはよく見

られた。潮下帯の波当たりの強い場所では、ワカメがよく

見られ、イソモクやトゲモク、ジョロモクなどがモザイク状

に生育していたが、アカモクはみつけられなかった。下

草は波当たりの強い場所では無節サンゴモ類が優占して

いた。遮蔽部で波当たりの弱い場所ではヤツマタモクが

多く、次いでフシスジモクがよく目についた。ミヤベモク

は岬の左岸側の陸水が流入している場所に多く確認でき

た。ウミトラノオは前回多く見られたものの、今回は探さな

ければ見つからなかった。 
 
能能登登町町越越坂坂  
調査地点の基質は小木石と呼ばれるデイサイト質火砕

岩で、立方形の潮だまりが随所に形成されている(図 13)。 
潮上帯ではクロフジツボやカメノテが城ヶ崎先端付近

でよく見られ、生息数は少ないもののアラレタマキビが飛

沫帯で確認された。潮間帯では露出部でベッコウガサが

よく見られ、遮蔽部では Anthopleura 属の一種、イシダ

タミ、ヨメガカサが多く観察された。 
海藻は潮間帯でシオグサ類、アオサ類が優占し、ウミ

ゾウメンも多くみられた。フクロノリやカゴメノリ、アミジグサ

などの小型海藻は主に露出部で多くみられた。潮下帯は

露出部でイソモクが優占し、アカモクやワカメ、ヤナギモ

クがパッチ状に生育していた。下草はピリヒバが優占して

いた。遮蔽部では湾口部ではヤツマタモクが、潮だまり内

ではフシスジモクが優占し、下草はマクサが優占してい

た。岸近くではウミトラノオがよく見られた。遮蔽部 2 ヶ所
で幅30㎝ほどのヒジキの生育がみられ、前回と分布範囲

はほぼ変わっていない。 
 

穴穴水水町町新新崎崎  
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フシスジモクはパッチ状に生育し、下草は無節サンゴモ

類が優占していた。 
 
珠珠洲洲市市シシャャクク崎崎  
岩礁の基質は安山岩質溶岩・火砕岩で、海岸部は岩盤

と巨礫から形成されている(図 10)。 
潮上帯で動物の生息を確認できなかったものの、潮間

帯ではヒザラガイ、オオコシダカガンガラ、Anthopleura
属の一種がよく見られた。オオヘビガイやコシダカガンガ

ラはよく探すとみつかった。ウミニナ、ホソウミニナ、スガイ、

ウメボシイソギンチャクはみつからなかった。 
海藻は潮間帯にフクロノリが多く、ハバノリやシオグサ

類、アオサ類がよくみられた。潮下帯の露出部ではワカメ

が多くみられ、イソモクやヤナギモクがパッチ状に生育し

ていた。遮蔽部ではヤツマタモクや、フシスジモクがよく

みられた。ナラサモやウミゾウメン、ピリヒバはみつからな

かった。 
  
珠珠洲洲市市狼狼煙煙  
岩礁の基質は泥岩・頁岩で、海食台が形成されている。

そこでは、海食作用によって幾筋もの溝がみられる(図 
11)。調査は禄剛崎灯台の北東側の海岸で行った。 
潮上帯では動物の生息を確認できなかったが、潮間帯

にはヒメクボガイが多く、ヨメガカサやウラウズガイはよく

見られた。レイシガイやイボニシはよく探せば見つかった。

遮蔽部ではオオヘビガイが多くみられた。 
海藻は潮間帯でウミゾウメンはよく探すと見つかった。

次にアオサ類やフクロノリ、カゴメノリ、ミツデソゾがよくみ

つかった。潮下帯は露出部でワカメが多くみられ、イソモ

クやアカモクがパッチ状に生育していた。下草は無節サ

ンゴモ類が優占していた。フシスジモクやヤツマタモク、

マメタワラが遮蔽部でよくみつかり、下草はマクサが優占

していた。 
 
能能登登町町赤赤崎崎  
岩礁の基質は溶結火砕岩で、赤茶色を呈している。岬

の先端には灯台が設置されており、その灯台を境に右岸

側は波当たりの強い露出海岸となっている。逆に左岸側

は東及び南からの波が遮蔽され、静穏な場所となってい

る(図 12)。 

潮上帯ではアラレタマキビが多く見られたが、前回見ら

れたタマキビやクロフジツボ、カモガイは見つからなかっ

た。潮間帯では岬の左岸側の遮蔽部にウミニナとホソウミ

ニナが前回同様に観察できた。潮下帯にはオオコシダカ

ガンガラが前回以上に多く確認できたものの、コシダカガ

ンガラは見つからなかった。前回よく見つかったイボニシ

は、よく探さなければ見つからなかった。 
海藻は、潮間帯には岸側から流入する陸水の影響の

強い場所でアオサ類が多く繁茂していた。シオグサ類は

よく探さなければ見つからなかった。ウミゾウメンはよく見

られた。潮下帯の波当たりの強い場所では、ワカメがよく

見られ、イソモクやトゲモク、ジョロモクなどがモザイク状

に生育していたが、アカモクはみつけられなかった。下

草は波当たりの強い場所では無節サンゴモ類が優占して

いた。遮蔽部で波当たりの弱い場所ではヤツマタモクが

多く、次いでフシスジモクがよく目についた。ミヤベモク

は岬の左岸側の陸水が流入している場所に多く確認でき

た。ウミトラノオは前回多く見られたものの、今回は探さな

ければ見つからなかった。 
 
能能登登町町越越坂坂  
調査地点の基質は小木石と呼ばれるデイサイト質火砕

岩で、立方形の潮だまりが随所に形成されている(図 13)。 
潮上帯ではクロフジツボやカメノテが城ヶ崎先端付近

でよく見られ、生息数は少ないもののアラレタマキビが飛

沫帯で確認された。潮間帯では露出部でベッコウガサが

よく見られ、遮蔽部では Anthopleura 属の一種、イシダ

タミ、ヨメガカサが多く観察された。 
海藻は潮間帯でシオグサ類、アオサ類が優占し、ウミ

ゾウメンも多くみられた。フクロノリやカゴメノリ、アミジグサ

などの小型海藻は主に露出部で多くみられた。潮下帯は

露出部でイソモクが優占し、アカモクやワカメ、ヤナギモ

クがパッチ状に生育していた。下草はピリヒバが優占して

いた。遮蔽部では湾口部ではヤツマタモクが、潮だまり内

ではフシスジモクが優占し、下草はマクサが優占してい

た。岸近くではウミトラノオがよく見られた。遮蔽部 2 ヶ所
で幅30㎝ほどのヒジキの生育がみられ、前回と分布範囲

はほぼ変わっていない。 
 

穴穴水水町町新新崎崎  
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岩礁の基質は沖積堆積物で、長径 0.5～1.0m の岩が

露出する岩場となっている（図 14）。潮間帯では岬の先

端付近で水深 10 cm 程度の小規模な潮だまりがあり、前

回ウミニナとホソウミニナが多く確認できたが、今回生貝

はどちらもみつからなかった。また、スガイとイシダタミは

前回同様多くみられたが、ヨメガカサとベッコウガサはど

ちらも観察できなかった。イボニシは今回も数個体が集ま

っている様子が観察された。レイシガイやコシダカガンガ

ラはよく探せば見つかった。岬の先端の岩場の隙間にカ

リガネエガイがよく生息していたが、今回はよく探さなけ

れば見つからなかった。 
潮間帯に生育するアオサ類やシオグサ類は、どちらも

よく探すと見つかった。潮下帯にはフシスジモクとウミトラ

ノオが多く、マメタワラ、ヨレモクやヤツマタモクもよく見つ

かった。潮下帯の砂底にはアマモとスゲアマモが生育し

ていたが、かなり少なかった。 
  
七七尾尾市市唐唐島島  
岩礁の基質は安山岩質溶岩・火砕岩で七尾西湾の最

西端に位置する比較的波静かな海域である（図 15）。 
調査時は潮位が高く海水も濁っていて、潮下帯の観察

は困難であった。潮上帯では前回と同様陸上植生近くま

でアラレタマキビが生息していたが、タマキビは観察され

なかった。潮間帯ではイシダタミとスガイが多く観察され、

イボニシやコシダカガンガラもよくみられた。しかしウノア

シやヨメガカサ、そしてオオヘビガイも見つからなかった。

前回岩の隙間に多く見つかっていたカリガネエガイはよく

よく探せば見つかった。 
海藻は潮間帯にはアオサ類がよく見られ、ピリヒバや無

節サンゴモ類もよく見つかった。しかしウミゾウメンは見つ

からなかった。潮下帯にはウミトラノオとヨレモクが多く観

察された。前回見られたミルやイソモク、ワカメは見つか
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七七尾尾市市勝勝尾尾崎崎  
岩礁の基質は石灰質シルト岩で、沖合 30–50m ほどの

ところで岩が露出しているため、その内側は広い遮蔽部
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較的高かったため、潮下帯の観察が難しかった。潮上帯

ではアラレタマキビ、タマキビがよくみつかったものの、ク

ロフジツボ、カメノテ、ムラサキインコは観察できなかった。

潮間帯では前回見つからなかったオオコシダカガンガラ、
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七七尾尾市市黒黒崎崎    
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ヨヨメメガガカカササのの生生息息状状況況  
震災前（2020–2021年）および震災後（2024年）におけ

るヨメガカサの殻長組成を図 18 に示した。調査範囲内で、

計測目標の 50 個体以上が確認された地点は、非隆起海

岸では大島、赤住、赤崎、越坂、勝尾崎、黒崎、隆起海岸

では曽々木、真浦、狼煙であった。これら隆起海岸にお

ける殻長組成は、非隆起海岸と同等の傾向を示した。  
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一方、隆起海岸である鹿磯、袖ヶ浜、稲舟では、生息

が確認されなかった。また長橋およびシャク崎では、ほと

んど生息していない状況であり、隆起海岸でも地点ごとに

生息状況は異なっていた。特に長橋とシャク崎では、

2020 年の調査時点で安定した個体群が確認されており、

震災後に生息数が激減していることが明らかとなった。た

だし、シャク崎では 2個体（殻長12.0 mm、15.5 mm）の

生息が確認された。また、長橋およびシャク崎では、岩礁

の外側に大型個体が生息していることが確認されたが、

アクセスが困難であったため計測は実施しなかった。 
非隆起海岸の新崎においても、ヨメガカサの生息数は

少なく、唐島では生息が確認されなかった。唐島では、

2021 年の調査時点で既に生息数が少なく、計測された

個体数は 16個体のみであった。 
 

考考察察  
 
震震災災前前後後のの岩岩礁礁海海岸岸ににおおけけるる生生物物相相  
震災の前後で岩礁海岸における確認種数を比較する

と、長橋やシャク崎といった隆起した海岸では種数の減

少が確認された。海岸隆起に伴う生物の大量死は、これ

までの研究でも報告されており、米国カリフォルニアでは

1.4 mの隆起（CARVER et al., 1994）、チリでは 2.5 mの

隆起（JARAMILLO et al., 2012）、ニュージーランドでは

4.0 m の隆起（ORCHARD et al., 2021）、米国アラスカで

は 9.0 m の隆起（HAVEN, 1972）が発生し、それぞれの

沿岸域で生物の大規模な死滅が観察されている。また、

日本国内でも 1923 年の大正関東地震の際に三浦半島

相模湾沿岸で 42.5～133.0 cmの隆起が生じ、潮間帯お

よび潮下帯生物が大量死したことが記録されている（倉持, 
2024）。一方で、能登半島では2007年にマグニチュード

6.9の地震が発生し、輪島市門前町赤神では最大41 cm
の海岸隆起が確認されている（山本ら, 2007）。しかし、こ

の際の海岸隆起では沿岸生物の死滅に関する記録は残

されておらず、2024 年の能登半島地震では、それを上

回る最大約4mの海岸隆起が発生し、岩礁海岸の生物相

にも大きな影響を及ぼしたことが示唆される。 
特に潮間帯生物は、干出と浸水を繰り返す限られた範

囲に適応しており、隆起によって本来の生息範囲よりも高

い場所へ移動することで、乾燥や高温、低温といった極

端な環境条件に晒される。その結果、生存が困難になり、

種によっては完全に消失する可能性が高いと考えられる。

実際に、能登半島の海岸でよく見られる潮上帯や潮間帯

の生物であるアラレタマキビ、ヨメガカサ、ベッコウカサ、

イシダタミなどが、隆起した海岸では確認される地点が極

めて少なかった。これらの生物が隆起の影響によって消

失した可能性が示唆される。 
調査地点のうち、能登町の赤崎および越坂は津波の影

響を受けた海岸であるが、動植物の種数や生息状況に

大きな変化は見られなかった。2011 年の東日本大震災

の事例では、岩礁潮間帯生物の分布と個体数の大幅な

変化は、津波よりも地震による沈降が主な要因であった

可能性が高いと報告されている（NODA et al., 2016）。岩
礁海岸では、一部の生物が津波によって流出することは

あるものの、基質が比較的安定しているため、大規模な

変化には至りにくい。一方で、砂浜や干潟では津波によ

る堆積物の移動や消失が大規模に発生し、生息環境そ

のものが失われる事例が報告されている（JARAMILLO et 
al., 2012; KANAYA et al., 2016）。実際に、能登半島地震

の津波による影響として、能登町の久里川尻川の河口沿

岸ではヨシ原が消失し、巻貝類が確認されなくなったこと

が明らかになっている（荒川ら, 2025）。今後は砂浜海岸

における隆起や津波の影響についても調査を進める必

要があるが、岩礁海岸を対象として本調査では、津波に

よる顕著な影響は確認されなかった。 
 

隆隆起起海海岸岸のの底底生生無無脊脊椎椎動動物物  
本調査では、隆起海岸において潮上帯および潮間帯

生物が消失した一方で、潮下帯生物は比較的多く確認さ

れた。 隆起後に移動性のある貝類などは海水域へ移動

した可能性も考えられるが、隆起によって陸地化した区間

では、潮下帯生物であるサザエやムラサキウニの死骸が

多数確認された。 隆起後の潮間帯で確認された潮下帯

生物は、震災前には隆起高よりも深い水深に生息してい

た個体であると考えられる。 
一方で、隆起区間の一部の海岸では、潮上帯生物の

アラレタマキビ、潮間帯生物のクロフジツボ、イワフジツボ、

ヨメガカサ、ベッコウカサ、イボニシ、クロヅケガイの生息

が、新たに形成された潮間帯で確認された。 これらの個

体が震災後に新たに加入したものかは不明である。しか

し、ヨメガカサについては、殻長組成の結果から、隆起海
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一方、隆起海岸である鹿磯、袖ヶ浜、稲舟では、生息

が確認されなかった。また長橋およびシャク崎では、ほと

んど生息していない状況であり、隆起海岸でも地点ごとに

生息状況は異なっていた。特に長橋とシャク崎では、

2020 年の調査時点で安定した個体群が確認されており、

震災後に生息数が激減していることが明らかとなった。た

だし、シャク崎では 2個体（殻長12.0 mm、15.5 mm）の

生息が確認された。また、長橋およびシャク崎では、岩礁

の外側に大型個体が生息していることが確認されたが、

アクセスが困難であったため計測は実施しなかった。 
非隆起海岸の新崎においても、ヨメガカサの生息数は

少なく、唐島では生息が確認されなかった。唐島では、

2021 年の調査時点で既に生息数が少なく、計測された

個体数は 16個体のみであった。 
 

考考察察  
 
震震災災前前後後のの岩岩礁礁海海岸岸ににおおけけるる生生物物相相  
震災の前後で岩礁海岸における確認種数を比較する

と、長橋やシャク崎といった隆起した海岸では種数の減

少が確認された。海岸隆起に伴う生物の大量死は、これ

までの研究でも報告されており、米国カリフォルニアでは

1.4 mの隆起（CARVER et al., 1994）、チリでは 2.5 mの

隆起（JARAMILLO et al., 2012）、ニュージーランドでは

4.0 m の隆起（ORCHARD et al., 2021）、米国アラスカで

は 9.0 m の隆起（HAVEN, 1972）が発生し、それぞれの

沿岸域で生物の大規模な死滅が観察されている。また、

日本国内でも 1923 年の大正関東地震の際に三浦半島

相模湾沿岸で 42.5～133.0 cmの隆起が生じ、潮間帯お

よび潮下帯生物が大量死したことが記録されている（倉持, 
2024）。一方で、能登半島では2007年にマグニチュード

6.9の地震が発生し、輪島市門前町赤神では最大41 cm
の海岸隆起が確認されている（山本ら, 2007）。しかし、こ

の際の海岸隆起では沿岸生物の死滅に関する記録は残

されておらず、2024 年の能登半島地震では、それを上

回る最大約4mの海岸隆起が発生し、岩礁海岸の生物相

にも大きな影響を及ぼしたことが示唆される。 
特に潮間帯生物は、干出と浸水を繰り返す限られた範

囲に適応しており、隆起によって本来の生息範囲よりも高

い場所へ移動することで、乾燥や高温、低温といった極

端な環境条件に晒される。その結果、生存が困難になり、

種によっては完全に消失する可能性が高いと考えられる。

実際に、能登半島の海岸でよく見られる潮上帯や潮間帯

の生物であるアラレタマキビ、ヨメガカサ、ベッコウカサ、

イシダタミなどが、隆起した海岸では確認される地点が極

めて少なかった。これらの生物が隆起の影響によって消

失した可能性が示唆される。 
調査地点のうち、能登町の赤崎および越坂は津波の影

響を受けた海岸であるが、動植物の種数や生息状況に

大きな変化は見られなかった。2011 年の東日本大震災

の事例では、岩礁潮間帯生物の分布と個体数の大幅な

変化は、津波よりも地震による沈降が主な要因であった

可能性が高いと報告されている（NODA et al., 2016）。岩
礁海岸では、一部の生物が津波によって流出することは

あるものの、基質が比較的安定しているため、大規模な

変化には至りにくい。一方で、砂浜や干潟では津波によ

る堆積物の移動や消失が大規模に発生し、生息環境そ

のものが失われる事例が報告されている（JARAMILLO et 
al., 2012; KANAYA et al., 2016）。実際に、能登半島地震

の津波による影響として、能登町の久里川尻川の河口沿

岸ではヨシ原が消失し、巻貝類が確認されなくなったこと

が明らかになっている（荒川ら, 2025）。今後は砂浜海岸

における隆起や津波の影響についても調査を進める必

要があるが、岩礁海岸を対象として本調査では、津波に

よる顕著な影響は確認されなかった。 
 

隆隆起起海海岸岸のの底底生生無無脊脊椎椎動動物物  
本調査では、隆起海岸において潮上帯および潮間帯

生物が消失した一方で、潮下帯生物は比較的多く確認さ

れた。 隆起後に移動性のある貝類などは海水域へ移動

した可能性も考えられるが、隆起によって陸地化した区間

では、潮下帯生物であるサザエやムラサキウニの死骸が

多数確認された。 隆起後の潮間帯で確認された潮下帯

生物は、震災前には隆起高よりも深い水深に生息してい

た個体であると考えられる。 
一方で、隆起区間の一部の海岸では、潮上帯生物の

アラレタマキビ、潮間帯生物のクロフジツボ、イワフジツボ、

ヨメガカサ、ベッコウカサ、イボニシ、クロヅケガイの生息

が、新たに形成された潮間帯で確認された。 これらの個

体が震災後に新たに加入したものかは不明である。しか
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岸と非隆起海岸で同等の傾向が示された。 したがって、

ヨメガカサを含む一部の潮間帯生物は、今回の海岸隆起

を生き延びた可能性がある。 
隆起海岸の中では、曽々木で確認された種数が 15 種

と最も多く、多くの潮間帯生物が生息していた。 隆起高

を比較すると、曽々木は 187 cm と中程度の隆起高であ

り、隆起高が小さい稲舟では 1 種、狼煙では 8 種が確認

され、曽々木よりも確認種数は少なかった。 また、隆起

高が同程度の袖ヶ浜では 5 種、シャク崎では 6 種の生息

が確認され、いずれも曽々木より少なかった。 これらの

結果から、今回の地震においては、隆起高のみが生物の

生存を決定する要因ではない可能性が示唆される。 
特に、曽々木では、潮間帯生物が垂直に切り立った岩

礁周辺（図 7）に多く生息しており、調査範囲内でも生存

状況に違いが見られた。 このことから、地形や波当たり

の強さといった環境要因も、潮間帯生物の生存に影響を

与えている可能性が考えられるが、詳細は不明である。 
そのため、今後は隆起高に加え、地形的・物理的要因と

潮間帯生物の生存状況の関連性について、詳細な調査

を実施する必要がある。 
 

隆隆起起海海岸岸のの海海藻藻草草類類  
今回の調査において、隆起海岸では潮間帯に生育す

る多年生海藻のナラサモやウミトラノオはすべて枯死消

失していたものの、生活史が一年未満の海藻は、地震の

前後で生育状況に大きな変化は見られず、観察できた種

の減少も底生無脊椎動物ほど顕著ではなかった。 
一方、鹿磯の新しい潮間帯では、潮下帯に生育してい

た多年生ホンダワラ類のヤナギモクが、本来の生育水深

よりも浅い場所へ移動したことで藻体の一部が干出し、群

落の一部が枯死する様子が観察された。隆起量が大きな

鹿磯で明らかな状況であるが、他の調査地点でも多年生

ホンダワラ類が同様のストレス下にあることが推察される。

しかしながら、今回春成熟するアカモクやヤツマタモクな

ど、複数のホンダワラ類が本来よりも短い状態で成熟する

様子が観察されている。ホンダワラ類は大きな環境変化

に可塑性をもって対応できるとされる（八谷ら 2007）が、

今回のように急な環境変化にも対応できるのか、調査を

行っていく必要がある。 
 
  

今今後後のの展展望望  
能登半島の岩礁海岸は、漁業や地域文化と深く結び

ついた里海の一部であり、人と自然が共生する貴重な環

境である。特に潮間帯付近では、約 30 種の海藻が食用

として採集されており(池森, 2012)、奥能登では海藻の利

用文化が活発に維持されている（林, 2016）。本調査によ

り、隆起による潮間帯生物へ顕著な影響が確認された。

一方で、一部の底生無脊椎動物や、生活史が一年未満

の海藻は、新たに形成された潮間帯で定着していること

が確認されている。今後は、コドラートを用いた定量的な

調査を継続的に実施し、潮間帯生物の回復過程を検証

する必要がある。また、海水温上昇などの気候変動の影

響にも注視しながら、里海文化の継承や環境教育への貢

献を視野に入れた調査を進めていきたい。 
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表 2‐1 各調査地点で観察された石川県の潮間帯における主要な底生無脊椎動物の生息量 

 

* 印は調査地における特徴的生息種、または希少種を示す(◎多い、○よく見つかる、△探せば見つかる、×見つからない) 

　 鹿磯 袖ヶ浜 稲舟 曽々木 真浦

種名/調査年 2020 2024 2020 2024 2024 2024 2024 2024 2024 2020 2024 2020 2024

1 アラレタマキビ ◎ ◎ ◎ ◎ × × × △ × ◎ × ◎ ×
2 タマキビ ◎ × ◎ 〇 × × × × × ◎ × ◎ ×
3 クロフジツボ × × × × × × × 〇 × × × × ×
4 イワフジツボ × × △ △ 〇 × × 〇 × × × △ ×
5 カモガイ ◎ 〇 〇 × × × × × × 〇 × △ ×
6 カメノテ ◎ ◎ ◎ ◎ × × × × × ◎ × ◎ ×
7 ムラサキインコ 〇 〇 × × × × × × × × × × ×
8 ケガキ × × × × × × × × × × × × ×
9 オオヘビガイ 〇 △ 〇 〇 × × 〇 × △ 〇 〇 〇 △

10 カラマツガイ × × 〇 〇 × × × × × × × △ ×
11 ヒザラガイ △ △ △ △ × △ × × 〇 〇 〇 〇 〇

12 Anthopleura属 〇 ◎ ◎ 〇 × △ × 〇 〇 〇 × 〇 〇

13 ミドリイソギンチャク × × × × × × × 〇 × × △ × ×
14 ヨメガカサ ◎ ◎ ◎ ◎ × × × ◎ ◎ ◎ △ ◎ △

15 ベッコウガサ ◎ ◎ ◎ ◎ × × × 〇 × ◎ × ◎ ×
16 ウノアシ × 〇 〇 〇 × × × × × △ × 〇 ×
17 イシダタミ ◎ ◎ ◎ 〇 × × × × × ◎ × ◎ ×
18 イボニシ △ × △ △ × × × △ × 〇 × △ ×
19 スガイ △ △ × × × × × × × 〇 × ◎ ×
20 オオコシダカガンガラ 〇 △ 〇 △ × × × △ × 〇 〇 〇 〇

21 コシダカガンガラ △ 〇 △ 〇 × × × × × 〇 × △ △

22 クボガイ ◎ △ 〇 × × × × × × 〇 × 〇 ×
23 アオガイ △ 〇 △ 〇 × × × △ × × × × ×
24 コウダカアオガイ × × × × × × × × × × × × ×
25 レイシガイ 〇 × 〇 △ △ × × △ × 〇 × △ ×
26 サザエ × × × × × 〇 × △ × × × × ×
27 ヒメケハダヒザラガイ △ × △ × × × × × × 〇 × 〇 ×
28 ヒメクボガイ × 〇 × 〇 × △ × 〇 × × × × ×
29 ウラウズガイ × × × × ◎ △ × 〇 × × × × ×
30 アサリ × × × × × × × × × × × × ×
31 ムラサキウニ 〇 × 〇 〇 〇 × × △ 〇 × × △ ×
32 *クロヅケガイ × × × × × × × × 〇 ◎ × × ×
33 *カリガネエガイ × × × × × × × × × × × × ×
34 *キクメイシモドキ ◎ △ × × × × × × × × × × ×
35 *ウミニナ △ △ × × × × × × × × × 〇 ×
36 *ホソウミニナ × × × × × × × × × × × × ×
37 *ウメボシイソギンチャク × × △ △ × × × × × × × 〇 ×

　　◎ 9 6 7 4 1 0 0 1 1 7 0 7 0
　　〇 6 6 8 10 2 1 1 7 4 11 3 9 3

　 　　△ 7 7 7 6 1 4 0 7 1 1 2 7 3
生息合計 22 19 22 20 4 5 1 15 6 19 5 23 6
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表 2‐2 各調査地点で観察された石川県の潮間帯における主要な底生無脊椎動物の生息量 

* 印は調査地における特徴的生息種、または希少種を示す(◎多い、○よく見つかる、△探せば見つかる、×見つからない) 

  

狼煙

種名/調査年 2024 2021 2024 2020 2024 2021 2024 2021 2024 2021 2024 2021 2024
1 アラレタマキビ × ◎ ◎ 〇 〇 ◎ ◎ 〇 〇 〇 〇 ◎ ◎

2 タマキビ × ◎ × 〇 × ◎ × 〇 × 〇 〇 △ 〇

3 クロフジツボ × △ × △ 〇 × × × × × × △ ×

4 イワフジツボ × △ × △ × × × △ × × × △ ×

5 カモガイ × △ × △ × × × × × × × △ ×

6 カメノテ × 〇 × △ 〇 × × × × 〇 × 〇 ×

7 ムラサキインコ × △ △ △ × × × × × △ × 〇 ×

8 ケガキ × × × 〇 × × × △ × × × × ×

9 オオヘビガイ ◎ △ 〇 ◎ 〇 ◎ 〇 △ × ◎ × 〇 ×

10 カラマツガイ × △ × ◎ × × × × × 〇 × △ ×

11 ヒザラガイ × 〇 ◎ 〇 ◎ × × × × 〇 〇 △ ×

12 Anthopleura属 〇 ◎ ◎ ◎ ◎ × × △ × 〇 〇 ◎ ×

13 ミドリイソギンチャク 〇 △ 〇 〇 △ ◎ × × × △ × △ ×

14 ヨメガカサ 〇 ◎ ◎ ◎ ◎ △ × △ × 〇 〇 ◎ ◎

15 ベッコウガサ × ◎ ◎ ◎ 〇 △ × × × 〇 〇 ◎ ◎

16 ウノアシ × 〇 〇 ◎ 〇 × × 〇 × △ △ 〇 〇

17 イシダタミ × ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 〇

18 イボニシ △ 〇 △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

19 スガイ × 〇 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △ △

20 オオコシダカガンガラ × △ 〇 〇 ◎ × × × × × △ △ △

21 コシダカガンガラ × × × 〇 × 〇 △ △ 〇 × 〇 〇 〇

22 クボガイ × × ◎ 〇 ◎ × × × × × × 〇 ◎

23 アオガイ × × △ △ × × × × × × × × 〇

24 コウダカアオガイ × × × × × × × 〇 × × × × ×

25 レイシガイ △ △ △ 〇 × × △ △ △ △ × △ ×

26 サザエ × × × × × × × × × × × × ×

27 ヒメケハダヒザラガイ × × × 〇 × × × × × × × × ×

28 ヒメクボガイ ◎ × × × × × × × × × × × ×

29 ウラウズガイ 〇 × × × × × × × × × × × ×

30 アサリ × × × × × × × × × × × × ×

31 ムラサキウニ × ◎ ◎ 〇 ◎ × × × × 〇 × 〇 ×

32 *クロヅケガイ × △ × × × × × × × 〇 〇 ◎ ×

33 *カリガネエガイ × × × × × 〇 △ ◎ △ × × × ×

34 *キクメイシモドキ × × × △ × △ × × × △ × × ×

35 *ウミニナ × ◎ ◎ △ × ◎ × × × ◎ ◎ × ×

36 *ホソウミニナ × △ △ × × 〇 × × × △ △ × ×

37 *ウメボシイソギンチャク × × × × × × × × × × × × ×

　　◎ 2 8 10 8 8 7 3 3 2 4 3 6 4
　　〇 4 5 4 12 6 4 2 5 3 11 9 8 6

　 　　△ 2 11 5 8 1 3 3 7 2 6 3 10 2
生息合計 8 24 19 28 23 14 8 15 7 21 15 24 12

黒崎赤崎 越坂 新崎 唐島 勝尾崎
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表 3-1 各調査地点で観察された石川県の潮間帯における主要な海藻草類の生育量 

 

* 印は調査地における特徴的生息種、または希少種を示す(◎多い、○よく見つかる、△探せば見つかる、×見つからない) 

  

調査地点 鹿磯 袖ヶ浜 稲舟 曽々木 真浦

種名／調査年 2020 2024 2020 2024 2024 2024 2024 2024 2024 2020 2024 2020 2024
1 シオグサ属 〇 × 〇 〇 △ △ 〇 × × 〇 〇 〇 〇

2 アオサ属 〇 × ◎ ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇

3 ウミゾウメン 〇 〇 ◎ 〇 × × × △ △ ◎ × ◎ ×
4 イソダンツウ △ △ 〇 △ × × × × × △ × 〇 ×
5 ピリヒバ 〇 〇 〇 〇 △ × × × △ △ × 〇 ×
6 ヒライボ 〇 〇 〇 〇 ◎ × × × △ △ 〇 △ 〇

7 無節サンゴモ類 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 × × △ 〇 〇 〇 〇

8 ハバノリ △ △ 〇 △ 〇 × × 〇 △ × × △ 〇

9 ナラサモ 〇 △ △ △ × × × × × △ × △ ×
10 ミツデソゾ 〇 〇 〇 〇 × × × × × 〇 × 〇 △

11 フクロノリ 〇 × 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 ◎

12 カゴメノリ △ × 〇 〇 〇 〇 × △ 〇 〇 △ 〇 △

13 ミル × × △ △ 〇 〇 × 〇 × △ △ △ △

14 マクサ △ 〇 〇 〇 × × × × × 〇 × 〇 ×
15 ウミトラノオ ◎ ◎ 〇 〇 × × × × × △ × 〇 ×
16 イソモク ◎ ◎ ◎ ◎ 〇 × × △ 〇 〇 △ 〇 △

17 アカモク 〇 × 〇 △ △ × × × × 〇 × ◎ ×
18 トゲモク 〇 〇 〇 〇 × × × △ 〇 〇 × 〇 ×
19 フシスジモク 〇 〇 △ × × 〇 〇 × 〇 〇 △ 〇 〇

20 ワカメ 〇 × 〇 △ ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ ◎ ◎

21 ジョロモク △ △ 〇 △ × × × 〇 × 〇 × △ ×
22 ミヤベモク × × × × × × × × × 〇 × × ×
23 マメタワラ △ △ △ 〇 〇 × × 〇 × 〇 × △ △

24 ヤツマタモク △ 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 × 〇 〇 〇 〇

25 フシイトモク × × × × × × × × × × × × ×
26 ノコギリモク × × × × 〇 × × × △ × × × ×
27 ヨレモク × △ × 〇 △ △ × 〇 × △ × × △
28 ヤナギモク △ × 〇 × ◎ × 〇 ◎ 〇 × △ ◎ 〇

29 フダラク × × × × × × × × × × × × ×
30 ツノマタ属 ◎ × △ △ × × × × × × × × ×
31 アミジクサ △ 〇 △ 〇 × × × × × × △ △ 〇

32 クロソゾ × 〇 △ △ × × × × × × × × ×
33 ウスユキウチワ × × × × × × × × × × × × ×
34 アマモ × × × × × × × × × × × × ×
35 スゲアマモ × × × × × × × × × × × × ×
36 *エビアマモ × × × × × × × × × × × △ ×
37 *ヒジキ × × 〇 × × × × × × × × × ×

　　◎ 3 2 3 2 4 0 0 1 0 1 1 4 2
　　〇 13 11 18 15 9 7 5 9 8 16 6 13 9
　　△ 9 6 7 9 4 2 0 4 6 7 6 8 6
生育合計 25 19 28 26 17 9 5 14 14 24 13 25 17

シャク崎長橋赤住大島
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表 3-1 各調査地点で観察された石川県の潮間帯における主要な海藻草類の生育量 

 

* 印は調査地における特徴的生息種、または希少種を示す(◎多い、○よく見つかる、△探せば見つかる、×見つからない) 

  

調査地点 鹿磯 袖ヶ浜 稲舟 曽々木 真浦

種名／調査年 2020 2024 2020 2024 2024 2024 2024 2024 2024 2020 2024 2020 2024
1 シオグサ属 〇 × 〇 〇 △ △ 〇 × × 〇 〇 〇 〇

2 アオサ属 〇 × ◎ ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇

3 ウミゾウメン 〇 〇 ◎ 〇 × × × △ △ ◎ × ◎ ×
4 イソダンツウ △ △ 〇 △ × × × × × △ × 〇 ×
5 ピリヒバ 〇 〇 〇 〇 △ × × × △ △ × 〇 ×
6 ヒライボ 〇 〇 〇 〇 ◎ × × × △ △ 〇 △ 〇

7 無節サンゴモ類 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 × × △ 〇 〇 〇 〇

8 ハバノリ △ △ 〇 △ 〇 × × 〇 △ × × △ 〇

9 ナラサモ 〇 △ △ △ × × × × × △ × △ ×
10 ミツデソゾ 〇 〇 〇 〇 × × × × × 〇 × 〇 △

11 フクロノリ 〇 × 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 ◎

12 カゴメノリ △ × 〇 〇 〇 〇 × △ 〇 〇 △ 〇 △

13 ミル × × △ △ 〇 〇 × 〇 × △ △ △ △

14 マクサ △ 〇 〇 〇 × × × × × 〇 × 〇 ×
15 ウミトラノオ ◎ ◎ 〇 〇 × × × × × △ × 〇 ×
16 イソモク ◎ ◎ ◎ ◎ 〇 × × △ 〇 〇 △ 〇 △

17 アカモク 〇 × 〇 △ △ × × × × 〇 × ◎ ×
18 トゲモク 〇 〇 〇 〇 × × × △ 〇 〇 × 〇 ×
19 フシスジモク 〇 〇 △ × × 〇 〇 × 〇 〇 △ 〇 〇

20 ワカメ 〇 × 〇 △ ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ ◎ ◎

21 ジョロモク △ △ 〇 △ × × × 〇 × 〇 × △ ×
22 ミヤベモク × × × × × × × × × 〇 × × ×
23 マメタワラ △ △ △ 〇 〇 × × 〇 × 〇 × △ △

24 ヤツマタモク △ 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 × 〇 〇 〇 〇

25 フシイトモク × × × × × × × × × × × × ×
26 ノコギリモク × × × × 〇 × × × △ × × × ×
27 ヨレモク × △ × 〇 △ △ × 〇 × △ × × △
28 ヤナギモク △ × 〇 × ◎ × 〇 ◎ 〇 × △ ◎ 〇

29 フダラク × × × × × × × × × × × × ×
30 ツノマタ属 ◎ × △ △ × × × × × × × × ×
31 アミジクサ △ 〇 △ 〇 × × × × × × △ △ 〇

32 クロソゾ × 〇 △ △ × × × × × × × × ×
33 ウスユキウチワ × × × × × × × × × × × × ×
34 アマモ × × × × × × × × × × × × ×
35 スゲアマモ × × × × × × × × × × × × ×
36 *エビアマモ × × × × × × × × × × × △ ×
37 *ヒジキ × × 〇 × × × × × × × × × ×

　　◎ 3 2 3 2 4 0 0 1 0 1 1 4 2
　　〇 13 11 18 15 9 7 5 9 8 16 6 13 9
　　△ 9 6 7 9 4 2 0 4 6 7 6 8 6
生育合計 25 19 28 26 17 9 5 14 14 24 13 25 17

シャク崎長橋赤住大島
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表 3-2 各調査地点で観察された石川県の潮間帯における主要な海藻草類の生育量 

* 印は調査地における特徴的生息種、または希少種を示す(◎多い、○よく見つかる、△探せば見つかる、×見つからない) 

  

調査地点 狼煙

種名／調査年 2024 2021 2024 2020 2024 2021 2024 2021 2024 2021 2024 2021 2024
1 シオグサ属 × ◎ △ 〇 ◎ × × × × 〇 × 〇 〇

2 アオサ属 〇 ◎ ◎ ◎ ◎ 〇 △ 〇 〇 〇 △ 〇 △

3 ウミゾウメン △ 〇 〇 ◎ ◎ ◎ △ △ × 〇 △ 〇 △

4 イソダンツウ × △ × 〇 △ × × × × × × △ ×

5 ピリヒバ △ 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇

6 ヒライボ △ 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 × ×

7 無節サンゴモ類 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 △ △

8 ハバノリ × × × × × × × × × × × × ×

9 ナラサモ × × × × × × × × × × × × ×

10 ミツデソゾ 〇 〇 △ 〇 〇 〇 ◎ × × 〇 ◎ △ 〇

11 フクロノリ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 △ 〇 △

12 カゴメノリ 〇 〇 〇 ◎ 〇 × × × × 〇 △ 〇 △

13 ミル △ × × △ × × × 〇 × △ △ △ △

14 マクサ 〇 〇 × △ 〇 △ △ 〇 △ 〇 △ 〇 〇

15 ウミトラノオ × ◎ △ 〇 〇 ◎ ◎ ◎ ◎ 〇 〇 ◎ 〇

16 イソモク △ 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 △ ◎ 〇

17 アカモク △ × × 〇 〇 × × × × × × 〇 △

18 トゲモク × 〇 〇 〇 △ × × × × × × △ △

19 フシスジモク 〇 ◎ 〇 〇 〇 ◎ ◎ △ × ◎ ◎ ◎ 〇

20 ワカメ 〇 △ 〇 〇 〇 × × × × × × 〇 △

21 ジョロモク 〇 〇 〇 △ 〇 × × × × × × × ×

22 ミヤベモク × △ 〇 △ × × × × × × × 〇 〇

23 マメタワラ 〇 〇 △ △ 〇 〇 〇 × × 〇 ◎ × ×

24 ヤツマタモク × 〇 ◎ 〇 ◎ 〇 〇 × × ◎ ◎ × 〇

25 フシイトモク × × × × △ 〇 〇 × × × × × ×

26 ノコギリモク × × × × △ × × × × × × × ×

27 ヨレモク 〇 〇 △ △ × 〇 〇 〇 ◎ × × × △

28 ヤナギモク × × 〇 〇 〇 × × × × × × ◎ ×

29 フダラク × × × × △ × × × × × × × ×

30 ツノマタ属 × × × × △ × × × × × × 〇 〇

31 アミジクサ × 〇 × △ 〇 × 〇 × × 〇 〇 × 〇

32 クロソゾ × △ × × △ × × × × △ △ × ×

33 ウスユキウチワ × × × × × × 〇 × × △ 〇 × ×

34 アマモ × × × × × 〇 △ 〇 〇 × × × ×

35 スゲアマモ × × × × × 〇 △ 〇 〇 × × × ×

36 *エビアマモ × × × × × × × × × × × × ×

37 *ヒジキ × × × △ △ × × × × × × × ×

　　◎ 0 4 2 3 4 3 3 1 2 2 4 4 0
　　〇 11 15 13 15 16 9 6 8 5 14 6 11 11
　　△ 6 4 5 8 8 1 5 2 1 3 8 5 10
生育合計 17 23 20 26 36 13 14 11 8 19 18 20 21

黒崎勝尾崎唐島新崎越坂赤崎
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I–石石川川県県のの砂砂浜浜海海岸岸ににおおけけるる底底生生動動物物モモニニタタリリンンググ調調査査

ナミノリソコエビは、本県の主にかほく市白尾から志賀町甘田にかけての砂浜海岸の波打ち帯に生息する節足動物

端脚類で、3月から 11月にかけて繁殖をくりかえし、ほぼ周年にわたり個体数、現存量（湿重量）ともに優占して生息し

ている。ところが、冬期は繁殖を行わないので、春の調査では大型の越年群（長期世代群）と、早春に発生したばかりの

小型の未越年群（短期世代群）が混在する。一方、秋の調査では短期世代群だけとなり、発生時期が異なるさまざまな

大きさの個体が認められる（環境省, 2006; 2007）。そして、この海岸に飛来するシギ・チドリ類は、このナミノリソコエビを

重要な餌動物として利用していることが明らかとなっている（環境省, 2007）。

のと海洋ふれあいセンターは、平成19（2007）年よりかほく市の高松海岸と志賀町の甘田海岸で、平成23（2011）年の

秋から宝達志水町の今浜海岸と羽咋市の千里浜海岸でシギ･チドリ類の飛来時期である春と秋の 2回、ナミノリソコエビ

等の底生動物の生息状況についてモニタリング調査を継続している。2024年の調査結果を報告する。

材材料料とと方方法法

底生動物の採集はシギ・チドリ類の飛来時期である春

（4 月下旬から 5 月上旬）と秋（9 月中旬から 10 月上旬）

図 1 砂浜海岸の底生動物モニタリング調査地点

の年2回とし、高松、甘田、今浜、千里浜海岸の 4ヶ所

で行った（図1）。

各海岸1ヶ所の波打ち帯中部の上部・中部・下部でア

ズワン（株）のスチロールT型ビン 600 ml（口部内径φ83
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高高松松海海岸岸

ナミノリソコエビは春の調査では長期世代群は採集さ

れず、短期世代群は 1.3 g/m2採集された。この 10年間

において春の調査で採集された長期世代群の湿重量は

0.0–1,212.1 g/m2で、この平均値は 212.9 g/m2であった。

次に短期世代群は、これまでに 0.0–169.2 g/m2採集され

ており、平均値は 44.5 g/m2であった。今回の調査で長

期世代群および短期世代群の合計は、この 10年でもっ

とも少なかった（表1, 図2）。

次に秋の調査では、短期世代群だけが 2.4 g/m2採集

された。この 10年間の調査で得られた 2.4–272.0 g/m2

のなかで最も少なかった。（表1, 図3）。

甘甘田田海海岸岸

春の調査で採集されたナミノリソコエビは、長期世代

群が 2.2 g/m2、短期世代群が 2.9 g/m2で合計5.1 g/m2で

あった(表2, 図4)。

ここ 10年の長期世代群の平均値は 23.9 g/m2、短期世

代群の平均値は 16.2 g/m2で、その合計は 40.1 g/m2とな

った。合計は最も低い値となった。

秋の調査で採集されたナミノリソコエビは、短期世代

群が 4.9 g/m2で、ここ 10年間の平均値は 45.3 g/m2であ

り、平均値の 10分の 1程度の値となった（表2, 図5）。

海岸付近には河川由来の流木漂着が目立った。また、

二枚貝類やウニ類の遺骸が汀線付近に堆積していた。

表 1 高松海岸で採集された底生動物の湿重量（g/m2）と汀線付近の水質、波打ち帯の幅

季節 春

調査年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 平均

月日 4月30日 4月30日 4月25日 4月27日 4月24日 4月28日 4月27日 4月26日 4月29日 5月3日
ナミノリソコエビ（計） 1,212.1 98.4 111.2 611.6 141.6 26.0 95.7 244.9 30.2 1.3 257.3 
長期世代（越年）群 1,212.1 37.1 56.6 593.0 122.1 1.6 30.0 75.7 0.4 0 212.9 
短期世代（未越年）群 + 61.3 54.6 18.7 19.5 24.4 65.7 169.2 29.8 1.3 44.5 
シキシマフクロアミ 0 0 1.6 1.1 8.2 2.9 9.3 14.2 0.4 3.3 4.1 
ヒメスナホリムシ 8.4 2.7 6.7 13.3 2.2 4.7 2.2 0 7.5 10.0 6.4
ツノヒゲソコエビ科 sp. 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
ハマスナホリガニ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
ナミノコガイ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
フジノハナガイ 0 17.1 49.1 12.7 33.3 8.2 3.3 11.5 0 122.3 25.8
多毛綱spp. 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

水温（℃） 17.5 14.3 16.8 16.3 15.4 16.7 16.5 17.0 16.2 18.5 16.5
pH 8.13 8.08 8.17 8.27 8.19 7.96 8.20 8.04 7.95 8.03 8.10

塩分量（‰） 33.51 31.20 34.41 32.2 31.45 33.41 32.80 33.45 32.94 33.07 32.85
波打ち帯幅（m） 2.1 3.5 2.8 2.8 2.1 2.8 2.8 2.1 3.5 2.8 2.7 

季節 秋

調査年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 平均

月日 9月24日 10月3日 10月3日 9月27日 9月17日 10月1日 10月7日 9月28日 9月26日 10月1日
ナミノリソコエビ（計） 272.0 6.9 15.1 75.3 211.3 44.4 135.2 149.6 9.3 2.4 92.2
長期世代（越年）群 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
短期世代（未越年）群 272.0 6.9 15.1 75.3 211.3 44.4 135.2 149.6 9.3 2.4 92.2
シキシマフクロアミ 0 0.2 0.2 0.4 0 0 0.9 0 0 0 0.2
ヒメスナホリムシ 2.2 6.9 0.4 0.4 0.2 12.4 0 0 3.2 0 2.6
ツノヒゲソコエビ科 sp. 0 0 0 0.2 0 0 0 0 0 0 0
ハマスナホリガニ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
ナミノコガイ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
フジノハナガイ 0 0 2.7 7.6 0 0 0 28.0 0 5.1 5.4
多毛綱spp. 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

水温（℃） 22.5 23.5 22.2 23.5 26.3 25.7 25.2 23.7 26.5 26.7 24.6
pH 8.01 8.15 8.25 8.00 8.28 8.26 8.05 7.89 8.10 7.82 8.08

塩分量（‰） 32.56 31.83 32.31 31.86 32.54 31.40 32.26 29.55 31.70 32.23 31.82
波打ち帯幅（m） 1.4 2.1 5.6 2.8 3.5 2.8 4.2 3.5 2.8 3.5 3.2
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図 2 高松の春の調査で採集されたナミノリソコエビの

湿重量（g/m2）

図 3 高松の秋の調査で採集されたナミノリソコエビの

湿重量（g/m2）

表 2 甘田海岸で採集された底生動物の湿重量（g/m2）と汀線付近の水質、波打ち帯の幅

季節 春

調査年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 平均

月日 4月30日 4月30日 4月25日 4月27日 4月24日 4月28日 4月27日 4月26日 4月29日 5月3日
ナミノリソコエビ（計） 102.3 86.6 10.2 39.1 30.0 17.3 20.2 45.5 45.1 5.1 40.1 
長期世代（越年）群 77.2 61.7 2.2 14.7 17.5 1.3 14.0 34.4 14.0 2.2 23.9
短期世代（未越年）群 25.1 24.9 8.0 24.4 12.5 16.0 6.2 11.1 31.1 2.9 16.2 
シキシマフクロアミ 55.5 10.7 20.9 0.7 3.6 1.8 2.9 11.3 3.3 10.9 12.2
ヒメスナホリムシ 0.4 9.8 8.7 1.6 2.4 1.1 1.8 1.6 10.4 2.9 4.1
ツノヒゲソコエビ科 sp. 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
ハマスナホリガニ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
ナミノコガイ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
フジノハナガイ 10.2 224.9 9.6 5.1 0.4 6.4 44.0 1.6 0 74.4 37.7
多毛綱spp. 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

水温（℃） 21.2 15.0 16.5 16.5 15.3 16.5 18.7 15.5 16.2 21.5 17.3
pH 8.10 8.10 8.15 8.26 8.16 7.96 8.20 8.03 7.91 8.03 8.08

塩分量（‰） 33.10 33.90 33.71 31.20 34.16 33.38 33.41 33.45 33.45 32.39 33.21
波打ち帯幅（m） 4.2 6.3 3.5 3.5 2.1 3.5 3.5 2.8 4.2 2.1 3.6

季節 秋

調査年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 平均

月日 9月24日 10月3日 10月3日 9月27日 9月17日 10月1日 10月7日 9月28日 9月26日 10月1日
ナミノリソコエビ（計） 178.7 41.5 29.3 103.7 22.4 18.2 3.1 48.0 3.1 4.9 45.3
長期世代（越年）群 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
短期世代（未越年）群 178.7 41.5 29.3 103.7 22.4 18.2 3.1 48.0 3.1 4.9 45.3
シキシマフクロアミ 0 0 0.2 0 0.2 0 0 0.2 0 0 0.1
ヒメスナホリムシ 0 0 0.7 0.2 0 0 0.9 0 1.8 0.7 0.4
ツノヒゲソコエビ科 sp. 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
ハマスナホリガニ 0 0 0 0.2 0 0 0 0 0 0 0
ナミノコガイ 0 3.3 0 0 6.0 0 0 0 0 0 0.9
フジノハナガイ 0 0.4 0.2 0 34.4 0 21.8 0 0 0 5.7
多毛綱spp. 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

水温（℃） 23.0 23.7 22.3 24.2 26.2 24.5 26.1 25.7 26.5 28.0 25.0
pH 8.07 8.06 8.31 8.01 8.25 8.30 7.92 7.91 8.11 7.85 8.10

塩分量（‰） 34.26 32.94 33.00 31.71 32.58 32.83 33.46 30.73 33.23 33.94 32.90
波打ち帯幅（m） 1.75 2.1 4.9 2.8 4.9 2.1 3.5 1.4 3.5 1.4 2.8
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今今浜浜海海岸岸

春に採集されたナミノリソコエビは、長期世代群が 7.1

g/m2、短期世代群が 10.2 g/m2で合計17.3 g/m2となっ

た。長期世代群はここ 10年で最も少なかった。フジノハ

ナガイは 226.9 g/m2採集され、これまでの調査でもっと

も多かった (表3, 図6)。

次に、秋の調査では短期世代群が 152.5 g/m2採集さ

れ、この 10年で採集された 10.7–583.6 g/m2の平均値

218.0 g/m2より若干少ない値であった。一方、フジノハナ

ガイは 22.6 g/m2採集され、この 10年の平均値50.1 

g/m2の半分程度であった（表3, 図7）。

図 4 甘田の春の調査で採集されたナミノリソコエビの

湿重量（g/m2）

図 5 甘田の秋の調査で採集されたナミノリソコエビの

湿重量（g/m2）

図 6 今浜の春の調査で採集されたナミノリソコエビの

湿重量（g/m2）

図 7 今浜の秋の調査で採集されたナミノリソコエビの

湿重量（g/m2）

図 8 千里浜の春の調査で採集されたナミノリソコエビ

の湿重量（g/m2）

図 9 千里浜の秋の調査で採集されたナミノリソコエビの

湿重量（g/m2）

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

1,000

1,100

1,200

1,300

2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

短期世代群

長期世代群

湿重量g/m2 甘田海岸：春

0

100

200

300

400

500

600

2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

短期世代群

甘田海岸：秋湿重量g/m2

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

1,000

1,100

1,200

1,300

2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

短期世代群

長期世代群

湿重量g/m2 今浜海岸：春

0

100

200

300

400

500

600

2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

短期世代群

今浜海岸：秋湿重量g/m2

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

1,000

1,100

1,200

1,300

2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

短期世代群

長期世代群

湿重量g/m2 千里浜海岸：春

0

100

200

300

400

500

600

2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

短期世代群

千里浜海岸：秋湿重量g/m2

106



のと海洋ふれあいセンター研究報告 第 30 号 （2025） 

 106

今今浜浜海海岸岸

春に採集されたナミノリソコエビは、長期世代群が 7.1

g/m2、短期世代群が 10.2 g/m2で合計17.3 g/m2となっ

た。長期世代群はここ 10年で最も少なかった。フジノハ

ナガイは 226.9 g/m2採集され、これまでの調査でもっと

も多かった (表3, 図6)。
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れ、この 10年で採集された 10.7–583.6 g/m2の平均値

218.0 g/m2より若干少ない値であった。一方、フジノハナ

ガイは 22.6 g/m2採集され、この 10年の平均値50.1 

g/m2の半分程度であった（表3, 図7）。
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図 6 今浜の春の調査で採集されたナミノリソコエビの

湿重量（g/m2）

図 7 今浜の秋の調査で採集されたナミノリソコエビの

湿重量（g/m2）

図 8 千里浜の春の調査で採集されたナミノリソコエビ

の湿重量（g/m2）

図 9 千里浜の秋の調査で採集されたナミノリソコエビの

湿重量（g/m2）
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表3 今浜海岸で採集された底生動物の湿重量（g/m2）と汀線付近の水質、波打ち帯の幅

季節 春

調査年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 平均

月日 4月30日 4月30日 4月25日 4月27日 4月24日 4月28日 4月27日 4月26日 4月29日 5月3日
ナミノリソコエビ（計） 318.8 127.9 67.0 517.5 898.4 283.7 886.2 107.0 151.6 17.3 337.6 
長期世代（越年）群 311.9 98.6 16.0 507.3 735.9 6.9 867.8 62.2 29.5 7.1 264.3 
短期世代（未越年）群 6.9 29.3 51.0 10.2 162.5 276.8 18.4 44.8 122.1 10.2 73.2 
シキシマフクロアミ 1.6 4.0 0 1.6 3.3 2.7 0 4.9 20.0 12.7 5.6 
ヒメスナホリムシ 0.9 3.6 4.7 7.1 1.6 13.3 0 2.4 4.9 0.7 4.3 
ツノヒゲソコエビ科 sp. 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
ハマスナホリガニ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
ナミノコガイ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
フジノハナガイ 2.0 35.1 53.7 15.5 17.8 30.2 31.8 12.7 34.2 226.9 46.0
多毛綱spp. 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

水温（℃） 18.0 14.2 16.6 16.7 16.2 17.3 16.9 16.0 16.2 19.4 16.6
pH 8.09 8.09 8.22 8.26 8.13 8.02 8.22 8.03 7.97 8.03 8.12

塩分量（‰） 33.33 32.45 32.91 32.86 32.28 30.71 33.66 33.61 31.50 32.95 32.43
波打ち帯幅（m） 2.8 5.6 2.8 2.8 2.1 3.5 2.1 2.1 2.8 3.5 2.87

季節 秋

調査年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 平均

月日 9月24日 10月3日 10月3日 9月27日 9月17日 10月1日 10月7日 9月28日 9月26日 10月1日
ナミノリソコエビ（計） 583.6 35.7 39.7 17.8 46.2 333.9 550.8 409.4 10.7 152.5 218.0
長期世代（越年）群 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
短期世代（未越年）群 583.6 35.7 39.7 17.8 46.2 333.9 550.8 409.4 10.7 152.5 218.0
シキシマフクロアミ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
ヒメスナホリムシ 2.9 0 0.2 0 0 5.6 0 0 0 0.2 1.0
ツノヒゲソコエビ科 sp. 0 0 0 0.7 0 0 0 0 0 0 0.1
ハマスナホリガニ 0 0 0 0 0 0.4 0 0 0 0 0.1
ナミノコガイ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 12.2 1.4
フジノハナガイ 16.9 0 0.2 1.1 0 0 53.3 0 406.5 22.6 50.1
多毛綱spp. 0 0 0 0 0 0.9 0 0 0 0 0

水温（℃） 22.3 23.4 22.2 23.1 26.1 26.0 25.2 22.8 26.7 27.8 24.26 
pH 8.07 8.14 8.21 8.11 8.28 8.29 8.05 7.91 8.11 7.85 8.12 

塩分量（‰） 32.31 32.02 32.56 32.54 32.81 32.13 32.26 29.89 33.42 33.25 32.34 
波打ち帯幅（m） 1.4 1.0 4.2 5.6 3.5 2.1 4.2 2.1 3.5 2.1 3.46

千千里里浜浜海海岸岸

春の調査で採集されたナミノリソコエビは、長期世代

群が 5.1 g/m2、短期世代群が 5.6 g/m2で、合計10.7 g/m2

となった。この 10年で採集された 10.7-423.4 g/m2で最も

少なくなった。一方、秋の調査では短期世代群が 2.4

g/m2採集され、2023年に記録したこれまでの最少値

12.7g/m2を更新し、最少であった。（表4，図8，9）。

ナミノリソコエビはこれまでの調査で、冬の気温が高

く、波打ち帯付近の海水温が高いと繁殖開始が早まるこ

とがわかっている(環境省, 2007)。すなわち暖冬の年は

春の調査時に未越年(小型)の短期世代群が多く含ま

れ、その現存量が多くなる傾向にある。また、夏に高温

であると秋の調査時にナミノリソコエビの現存量が減少

する傾向がある。

2024年は 2023年と同様に、海水温は一年を通じて高

い傾向が続いた(気象庁, 2025)。春はすべての地点で現

存量が最少を記録し、高松では長期世代群が初めて得

られなかった。2023年の秋、高松を除くすべての地点で

現存量が少なかったが、その影響と考えられる。

2024年秋の調査では今浜の現存量は平年値に近い

もののほかの地点では最少値を記録した 2023年と同様

であった。今後、ナミノリソコエビの減少の影響がどのよ

うに他の生物に影響するかも含めて調査を継続したい。
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表4 千里浜海岸で採集された底生動物の湿重量（g/m2）と汀線付近の水質、波打ち帯の幅

文文献献

環境省, 2006: 第7回自然環境保全基礎調査, 生物多

様性調査種の多様性調査(石川県－能登地域)報告

書. 環境省自然保護局, 生物多様性センター, 36 

pp.+資料編. 

環境省, 2007: 第7回自然環境保全基礎調査, 生物多

様性調査種の多様性調査(石川県)報告書, 石川県

の砂浜海岸における生態学的基礎調査(能登地域), 

第Ⅰ章. 環境省自然保護局, 生物多様性センター,

pp.1‐55.

気象庁, 2025. 海面水温の長期変化傾向（日本近海）,

https://www.data.jma.go.jp/kaiyou/data/shindan/a_1/ja

pan_warm/japan_warm.html (accessed on 15 March

2025). 

季節 春

調査年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 平均

月日 4月30日 4月30日 4月25日 4月27日 4月24日 4月28日 4月27日 4月26日 4月29日 5月3日

ナミノリソコエビ（計） 224.8 423.4 38.4 42.6 344.5 43.0 35.8 22.9 64.0 10.7 125.0
長期世代（越年）群 137.6 391.4 12.4 33.1 291.2 2.4 4.0 5.8 41.1 5.1 92.4
短期世代（未越年）群 87.2 32.0 26.0 9.5 53.3 40.6 31.8 17.1 22.9 5.6 32.6

シキシマフクロアミ 0 1.3 14.7 44.8 7.1 9.8 0 0 4.9 3.3 10.7
ヒメスナホリムシ 0 0.4 1.8 2 3.1 12.9 3.8 1.8 0.4 0.9 2.7
ツノヒゲソコエビ科sp. 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
ハマスナホリガニ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
ナミノコガイ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
フジノハナガイ 0 582.8 133.4 435.3 29.3 112.8 14.2 0 0.9 252.2 173.4
多毛綱spp. 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

水温（℃） 19.5 14.6 16.8 16.4 15.8 17.2 16.4 16.3 17.0 22.5 17.3
pH 8.13 8.05 8.17 8.23 8.18 7.98 8.15 8.04 7.97 8.05 8.1

塩分量（‰） 31.55 33.34 34.41 30.5 33.61 32.34 34.32 34.12 32.46 32.16 32.88
波打ち帯幅（m） 2.8 4.2 2.8 2.1 2.1 2.1 2.8 2.1 3.5 1.4 2.6

季節 秋

調査年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 平均

月日 9月24日 10月3日 10月3日 9月27日 9月17日 10月1日 10月7日 9月28日 9月26日 10月1日
ナミノリソコエビ（計） 158.7 20.4 59.7 91.5 87.5 245.3 218.0 329.5 12.7 2.4 122.6

長期世代（越年）群 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
短期世代（未越年）群 158.7 20.4 59.7 91.5 87.5 245.3 218.0 329.5 12.7 2.4 122.6

シキシマフクロアミ 0 0 0 0 0 0 1.1 0 0 0 0.1
ヒメスナホリムシ 0 0 0.4 0 0 0 4.4 0 0 0 0.6
ツノヒゲソコエビ科sp. 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
ハマスナホリガニ 0 0 0 0 0 0 0 0.9 0 0 0.1
ナミノコガイ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

フジノハナガイ 8.4 0 2.4 0.2 22.9 0 0 65.7 36.4 0 13.6

多毛綱spp. 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

水温（℃） 24.5 22.3 23.7 22.2 24.0 27.3 26.2 25.6 25.2 27.3 24.98
pH 8.11 8.05 8.17 8.27 8.01 8.27 8.32 8.07 7.88 7.91 8.11

塩分量（‰） 30.9 33.98 32.59 31.19 32.61 29.91 29.22 32.16 32.28 26.85 31.39
波打ち帯幅（m） 9.0 1.4 2.1 4.9 2.8 2.8 2.1 4.9 1.4 2.8 2.73
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文文献献

環境省, 2006: 第7回自然環境保全基礎調査, 生物多

様性調査種の多様性調査(石川県－能登地域)報告

書. 環境省自然保護局, 生物多様性センター, 36 

pp.+資料編. 
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第Ⅰ章. 環境省自然保護局, 生物多様性センター,

pp.1‐55.

気象庁, 2025. 海面水温の長期変化傾向（日本近海）,

https://www.data.jma.go.jp/kaiyou/data/shindan/a_1/ja
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2025). 
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調査年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 平均

月日 4月30日 4月30日 4月25日 4月27日 4月24日 4月28日 4月27日 4月26日 4月29日 5月3日

ナミノリソコエビ（計） 224.8 423.4 38.4 42.6 344.5 43.0 35.8 22.9 64.0 10.7 125.0
長期世代（越年）群 137.6 391.4 12.4 33.1 291.2 2.4 4.0 5.8 41.1 5.1 92.4
短期世代（未越年）群 87.2 32.0 26.0 9.5 53.3 40.6 31.8 17.1 22.9 5.6 32.6

シキシマフクロアミ 0 1.3 14.7 44.8 7.1 9.8 0 0 4.9 3.3 10.7
ヒメスナホリムシ 0 0.4 1.8 2 3.1 12.9 3.8 1.8 0.4 0.9 2.7
ツノヒゲソコエビ科sp. 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
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水温（℃） 19.5 14.6 16.8 16.4 15.8 17.2 16.4 16.3 17.0 22.5 17.3
pH 8.13 8.05 8.17 8.23 8.18 7.98 8.15 8.04 7.97 8.05 8.1

塩分量（‰） 31.55 33.34 34.41 30.5 33.61 32.34 34.32 34.12 32.46 32.16 32.88
波打ち帯幅（m） 2.8 4.2 2.8 2.1 2.1 2.1 2.8 2.1 3.5 1.4 2.6

季節 秋

調査年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 平均

月日 9月24日 10月3日 10月3日 9月27日 9月17日 10月1日 10月7日 9月28日 9月26日 10月1日
ナミノリソコエビ（計） 158.7 20.4 59.7 91.5 87.5 245.3 218.0 329.5 12.7 2.4 122.6

長期世代（越年）群 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
短期世代（未越年）群 158.7 20.4 59.7 91.5 87.5 245.3 218.0 329.5 12.7 2.4 122.6

シキシマフクロアミ 0 0 0 0 0 0 1.1 0 0 0 0.1
ヒメスナホリムシ 0 0 0.4 0 0 0 4.4 0 0 0 0.6
ツノヒゲソコエビ科sp. 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
ハマスナホリガニ 0 0 0 0 0 0 0 0.9 0 0 0.1
ナミノコガイ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

フジノハナガイ 8.4 0 2.4 0.2 22.9 0 0 65.7 36.4 0 13.6

多毛綱spp. 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

水温（℃） 24.5 22.3 23.7 22.2 24.0 27.3 26.2 25.6 25.2 27.3 24.98
pH 8.11 8.05 8.17 8.27 8.01 8.27 8.32 8.07 7.88 7.91 8.11

塩分量（‰） 30.9 33.98 32.59 31.19 32.61 29.91 29.22 32.16 32.28 26.85 31.39
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かほく市高松の調査地点，2024年5月3日撮影 かほく市高松の調査地点，2024年10月1日撮影

志賀町甘田の調査地点，2024年5月3日撮影 志賀町甘田の調査地点，2024年10月1日撮影

宝達志水町今浜の調査地点，2024年5月3日撮影 宝達志水町今浜の調査地点，2024年10月1日撮影

羽咋市千里浜の調査地点，2024年5月3日撮影 羽咋市千里浜の調査地点，2024年10月1日撮影
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II–九九十十九九湾湾周周辺辺ににおおけけるる気気象象とと水水質質

1 気気象象観観測測

2023 年 1 月 1 日から 12 月 31 日までの 1 年間、毎週

月曜日と年末年始の休館日を除く毎日午前9時に、気象

観測として天候、気温、最高・最低気温、降水量、風向、

風力、波浪、うねり、潮位の 10 項目を観測した。また、磯

の観察路に定点を定め（図 1）、海水の水温と塩分量、

pH を測定した。塩分量は赤沼式比重計を用いて比重

（σ15）を求めて換算し、pH は堀場製作所製カスタニー

ACT pHメーター D-21を用いた。これらの観測結果のう

ち、気温と降水量、水温、塩分量、pHの 5項目について

は、2023年の月別平均値、ならびに1995年から2022年
の 28 年間に観測した月別平均値の平均値を平年値とし

て、表 1 と図 2–6 に示した。表 1 には磯の観察路で赤

潮が観察された日数と荒天のために磯の観察路を通行

止めにした月別日数も示した。

当センターでは平成 23（2011）年 に定格出力 10kW
の太陽光発電装置が整備され、発電で得られた電力を

館内照明の一部として利用している。毎日の日射量

（kWh/㎡）と発電量である交流発電電力量（kWh）が自動

的に記録されており、2023年における日射量と発電量を

報告する。

1-1気気温温

2023年の月別平均気温は、平年値と比べておおむね

1℃以上高く推移し、特に 3 月は平年値より 3.4℃、8 月

は 3.9℃高かった（図 2）。
年間の最低気温は、1 月 25 日に観測された－7.6 ℃

であった。最低気温が氷点下を記録した日は、年間 29
日であった。最高気温が0℃未満の真冬日は、観測され

なかった。なお真冬日は 2018 年 1 月以降に記録されて

いない。

年間の最高気温は、8月16日に観測された 35.6 ℃で

あった。小中学校の夏休み期間にあたる 7月から8月に

かけて、最高気温が 30℃を超える真夏日は 40日、最低

気温が 25 ℃を超える熱帯夜は 25日観測された。また 9
月にも真夏日は 12日観測された。

1-2降降水水量量・・積積雪雪量量

月別総降水量は 7 月に最も多かったが、平年並みで

あった（図 3）。一方で、1～3 月および 8 月と 9 月は平年

値と比べて少ない傾向であった。北陸地方において梅

雨入りは、平年より 2日早い 6月9日ごろ、梅雨明けは 7
月21日ごろであった。

降雪は 1 月から 2 月 26 日にかけて観測され、最大の

積雪量は 1月26日の 12 cmであった。初雪は 12月20
日で、12月21日には 4 cmの降雪が観測された。

図 1 気象観測と水質調査の観測定点

☆，百葉箱設置点；○，磯の観察路の水質観測定

点；●，水質調査定点；枠内は内浦海域公園地区 
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図 2  2023年の月別平均気温

●，2023年（実線は月別の最高気温と最低気温

の範囲を示す）；○，1995–2022年の月別平均値
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1-3磯磯のの水水温温・・塩塩分分量量・・pH
磯の平均水温は、平年値と比べて年間を通して高く推

移した（図 4）。2 月と 3 月の平年値は 10℃を下回るが、

2023 年は 10.6℃、11.5℃と高い水温が観測された。また

8 月と 9 月の平均水温は 30.1℃、27.8℃で、平年に比べ

て約 3℃高い値を記録した。日最高水温は 8 月 14 日の

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 
気温 最高気温の最高値 14.4 11.5 19.8 24.2 26.1 28.9 32.4 35.6 32.2 25.8 24.8 18.9 

最低気温の最低値 -7.6 -4.2 -0.6 1.9 6.3 13.0 18.6 22.1 17.6 8.2 3.1 -0.5 
平均気温 4.1 4.4 10.6 13.6 17.2 21.6 26.7 30.8 26.3 18.8 13.3 7.4 
平均気温の平年値 3.3 3.8 7.2 12.0 16.8 20.6 24.8 26.9 23.5 18.4 12.2 6.4 

降水量 総降水量 118.8 91.6 68.5 117.3 150.8 167.6 242.7 43.3 41.2 116.2 182.0 194.8 
総降水量の平年値 194.5 122.3 123.8 114.2 105.0 154.3 229.6 164.6 194.3 133.6 150.3 196.8 
1mm以上降水日数 22.0 11.0 8.0 11.0 9.0 11.0 11.0 3.0 5.0 13.0 15.0 19.0 
1mm以上降水日数の平年値 19.4 16.0 13.9 10.6 8.4 8.5 10.8 8.7 10.6 9.7 14.4 19.3 

磯の水温 最高水温 14.2 11.5 14.2 15.6 20.5 23.8 29.7 31.5 29.6 25.4 21.1 16.5 
最低水温 11.3 8.8 8.5 12.0 14.4 18.5 22.5 28.1 25.1 20.7 16.6 12.5 
水温平均 12.7 10.6 11.5 13.4 16.8 21.4 26.0 30.1 27.8 23.0 19.2 14.7 
平均水温の平年値 11.4 9.6 9.8 12.2 16.4 20.6 24.5 27.3 25.1 21.2 17.7 14.4 

磯の水質 塩分量（%）の平均値 3.471 3.511 3.493 3.479 3.453 3.518 3.422 3.480 3.481 3.440 3.478 3.466 
塩分量（%）の平年値 3.384 3.395 3.407 3.385 3.398 3.424 3.374 3.347 3.311 3.347 3.355 3.357 
ｐＨの平均値 8.16 8.13 8.05 8.02 8.02 7.98 8.08 8.06 8.06 8.22 8.32 8.32 
ｐＨの平年値 8.26 8.32 8.30 8.28 8.11 8.01 8.12 8.15 8.16 8.21 8.22 8.21 

赤潮 観察日数 0 0 0 0 9 6 1 0 0 0 0 0
観察日数の平年値 0 0 0 1 5 4 4 0 0 0 0 0

磯の観察 通行止日数 0 0 0 0 0 0 3 2 4 27 30 12 
通行止日数の平年値 3 3 2 1 1 1 1 2 3 3 3 3

 

表 1  2023年に観測された月別の気温と降水量、磯の観察路における水温と水質、赤潮観察日数、および通行止

めの日数と各々の平年値（1995年1月から 2022年12月までの月毎の平均値） 
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31.5℃で、日最低水温は 3 月 6 日の 8.5℃であり、2023
年における年間の年較差は 23.0 ℃であった。

月別の平均塩分量は、全ての月で平年よりも高く推

移した（図5）。降水量が多かった 7月には塩分量が低下

したが、それでも平年に比べると高い値を示した。

月別の平均 pH は、1 月から 9 月にかけて平年値より

低い値で推移したが、10 月に同等となり、11 月と 12 月

は平年値より高い値となった（図6）。

1-4磯磯のの観観察察路路ににおおけけるるそそのの他他事事項項

九十九湾周辺で 4 月以降に見られる赤潮は、夜光虫

Noctiluca scintillans の異常な増殖によるものである。

2023 年は 5 月 10 日に初めて赤潮が確認され、7 月 20
日まで発生が見られた。磯の観察路周辺における確認

日数は 5月に 9日、6月に 6日、7月に 1日であった（表

1）。
磯の観察路は 10 月 6 日から 7 日の波浪によるボード

ウォーク破損の影響で、12 月までボードウォークは通行

止めとなった（表1）。

1-5日日射射量量・・発発電電量量

2023 年の各月の日射量および発電量を図 7、8 に示

す。日射量は 3～5 月と 8～10 月にかけて二峰型のピ

ークを示した。発電量は 8月に最も多く 1,272.6kWhで、

年間の総発電量は 10,240.6 kWhであった。

2 九九十十九九湾湾のの水水質質

内浦海域公園九十九湾地区（以下、海域公園地区とす

る）および九十九湾内の 13 定点で（図 1）、2023 年の毎

月中旬に 1回、水温、塩分量、pH、および透明度の観測

を行った。調査方法は前年までと同様である。なお、水

深が 10 m 以浅の定点（定点 7–13）では通常海底が確認

できるため、透明度の測定は行っていない。

各定点で観測された水温、塩分量、pH を表 2 と表 3、
透明度を表 4 に示す。また代表地点として、海域公園地

区（定点 1）の表層および九十九湾中央（定点 4）の水深

20m における水温と塩分量、pH の月別変化を、各定点

における過去 28 年間（1995 年から 2022 年）の月別平均

値（平年値）と比較した。

定点 1 表層の水温は、1 月から 11 月にかけて平年値

を上回り、特に 9 月は平年値と比べて 3.3℃高かった（図

9）。一方、12 月の表層水温は平年値よりも 0.6℃低かっ

た。定点 4 水深 20m の水温も同様に、平年値よりも高い

傾向であった（図10）。最低水温は、定点1表層で11.8℃

（2月）、定点 4水深 20m で 11.5℃（2 月）であった。最高

水温は、定点 1 表層で 29.2℃（8 月）、定点 4 水深 20m

で 28.3℃（9月）であった。

塩分量は定点 1 表層で、年間を通して平年値より高か

った（図 11）。一方、定点 4 水深 20m では、表層に比べ

て変動が大きく、7月および10～12月は平年値を下回る

値が観測された（図12）。

pH は両地点ともに同様の傾向を示し、気象観測の結

果と一致して、1～9 月には平年値と比べて低い値で、

10–12 月には平年値よりも高い値が観測された（図 13、

14）。

透明度は 3 月、8 月、9 月において 18–21.5 m と高い

値が観測された（表 4）。それ以外の月は 11.0–16.5 m の

範囲であった。
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における過去 28 年間（1995 年から 2022 年）の月別平均

値（平年値）と比較した。

定点 1 表層の水温は、1 月から 11 月にかけて平年値

を上回り、特に 9 月は平年値と比べて 3.3℃高かった（図

9）。一方、12 月の表層水温は平年値よりも 0.6℃低かっ

た。定点 4 水深 20m の水温も同様に、平年値よりも高い

傾向であった（図10）。最低水温は、定点1表層で11.8℃

（2月）、定点 4水深 20m で 11.5℃（2 月）であった。最高

水温は、定点 1 表層で 29.2℃（8 月）、定点 4 水深 20m

で 28.3℃（9月）であった。

塩分量は定点 1 表層で、年間を通して平年値より高か

った（図 11）。一方、定点 4 水深 20m では、表層に比べ

て変動が大きく、7月および10～12月は平年値を下回る

値が観測された（図12）。

pH は両地点ともに同様の傾向を示し、気象観測の結

果と一致して、1～9 月には平年値と比べて低い値で、

10–12 月には平年値よりも高い値が観測された（図 13、

14）。

透明度は 3 月、8 月、9 月において 18–21.5 m と高い

値が観測された（表 4）。それ以外の月は 11.0–16.5 m の

範囲であった。
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定点
区分 観測日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 平均値

水温 1月14日 14.3 14.0 15.0 14.0 14.0 14.2 13.5 14.2 13.6 13.6 14.5 14.0 14.0 14.1 
2月16日 11.8 11.4 11.7 11.9 12.0 11.6 11.2 11.9 10.8 10.2 11.1 11.5 11.9 11.5 
3月15日 12.0 12.0 12.0 12.0 12.0 12.0 11.7 11.8 12.2 12.5 14.0 12.0 14.0 12.3 
4月14日 13.0 13.5 13.2 13.3 13.7 13.3 13.7 13.3 13.4 13.5 14.8 14.5 13.6 13.6 
5月16日 17.0 17.3 16.5 17.6 19.0 19.1 18.1 18.2 19.4 19.6 20.2 20.0 17.4 18.4 
6月13日 21.3 21.4 21.5 21.3 21.5 21.7 21.5 21.6 21.5 22.5 21.8 21.8 21.5 21.6 
7月17日 25.9 21.0 25.6 26.4 26.8 25.9 26.2 26.2 26.5 27.0 26.3 27.7 26.2 26.0 
8月18日 29.2 29.3 29.1 29.5 29.4 29.3 29.2 29.5 29.8 29.5 29.3 29.5 29.3 29.4 
9月13日 29.1 29.3 29.1 29.4 29.4 29.3 29.3 29.0 29.3 29.3 29.4 29.4 29.3 29.3 

10月17日 23.6 23.5 23.0 23.6 23.6 23.5 24.0 24.0 23.6 23.6 23.8 23.5 24.1 23.6 
11月15日 20.7 20.7 20.7 20.6 20.0 20.1 20.0 19.5 20.1 19.4 20.2 19.5 19.0 20.0 
12月20日 15.0 15.0 15.0 15.0 14.5 14.7 15.0 15.0 14.7 14.5 16.5 14.5 14.0 14.9 

塩分量 1月14日 3.464 3.345 3.464 3.333 3.450 3.472 2.407 3.425 3.352 3.118 2.888 3.340 3.246 3.254 
2月16日 3.455 3.494 3.479 3.441 3.455 3.426 3.374 3.401 3.387 3.313 3.387 3.310 3.414 3.410 
3月15日 3.398 3.345 3.434 3.371 3.449 3.345 3.501 3.398 3.401 2.873 3.449 3.449 3.132 3.350 
4月14日 3.387 3.394 3.371 3.566 3.401 3.371 3.334 3.473 3.229 3.046 3.346 3.295 3.439 3.358 
5月16日 3.403 3.121 3.265 3.255 3.333 3.228 3.398 3.387 3.359 3.201 3.082 3.190 3.127 3.258 
6月13日 3.437 3.448 3.411 3.453 3.414 3.462 3.464 3.440 3.440 2.950 3.411 3.428 3.514 3.406 
7月17日 3.406 3.541 3.370 3.376 3.338 3.397 3.376 3.370 3.215 2.999 3.344 2.871 3.042 3.280 
8月18日 3.493 3.371 3.552 3.515 3.582 3.528 3.506 3.485 3.391 3.431 3.439 3.379 3.431 3.469 
9月13日 3.481 3.299 3.352 3.325 3.270 3.325 3.299 3.370 3.276 3.398 3.311 3.290 3.262 3.328 

10月17日 3.361 3.348 3.415 3.374 3.384 3.402 3.428 3.374 3.307 3.216 3.388 3.295 3.295 3.353 
11月15日 3.401 3.411 3.493 3.301 3.467 3.407 3.387 3.334 3.330 3.193 3.281 3.355 2.863 3.325 
12月20日 3.456 3.391 3.407 3.380 3.420 3.420 3.394 3.394 3.346 3.189 3.066 3.327 3.066 3.327 

pH 1月14日 8.09 8.09 8.09 8.09 8.09 8.08 8.10 8.08 8.07 8.10 8.13 8.09 8.07 8.09 
2月16日 8.15 8.17 8.15 8.15 8.16 8.14 8.18 8.14 8.15 8.15 8.15 8.16 8.16 8.15 
3月15日 8.04 8.03 8.05 8.05 8.05 8.05 8.05 8.04 8.05 8.09 8.05 8.04 8.07 8.05 
4月14日 8.08 8.11 8.07 8.08 8.07 8.07 8.08 8.08 8.08 8.11 8.09 8.10 8.08 8.08 
5月16日 8.02 8.05 8.07 8.04 8.05 8.05 8.08 8.03 8.07 8.08 8.05 8.05 8.03 8.05 
6月13日 8.03 8.03 8.01 8.03 8.04 8.02 8.01 7.99 8.00 8.00 8.02 7.99 8.03 8.02 
7月17日 8.01 8.02 8.06 8.08 8.04 8.05 8.06 8.05 8.06 8.07 8.06 8.07 8.09 8.06 
8月18日 8.06 8.07 8.07 8.04 8.06 8.08 8.10 8.07 8.06 8.03 8.06 8.05 8.07 8.06 
9月13日 8.06 8.06 8.06 8.05 8.05 8.06 8.06 8.05 8.08 8.05 8.04 8.04 8.05 8.05 

10月17日 8.24 8.23 8.23 8.24 8.23 8.24 8.26 8.22 8.24 8.22 8.25 8.22 8.22 8.23 
11月15日 8.32 8.24 8.28 8.29 8.28 8.29 8.30 8.28 8.26 8.25 8.28 8.29 8.31 8.28 
12月20日 8.39 8.38 8.39 8.38 8.37 8.38 8.39 8.38 8.38 8.38 8.40 8.38 8.40 8.38 

 

表 2 2023年の海域公園地区と九十九湾内における表層の水温（℃）、塩分量（％）、pH 

5 m層 10 m層 20 m層
定点 定点 定点

区分 観測日 1 2 3 4 5 6 平均値 1 2 3 4 5 6 平均値 4 5 6 平均値

水温 1月14日 14.5 14.2 14.5 14.2 14.2 14.2 14.3 14.3 14.5 14.5 14.0 14.2 14.2 14.3 14.2 14..2 14.1 14.2 
2月16日 11.5 11.5 11.5 11.8 11.8 11.6 11.6 11.5 11.5 11.5 11.6 11.7 11.6 11.6 11.5 11.5 11.6 11.5 
3月15日 12.0 12.0 12.0 12.2 12.0 12.0 12.0 12.0 12.0 11.7 12.5 12.0 11.7 12.0 12.0 11.7 11.7 11.8 
4月14日 13.0 13.0 13.1 13.0 13.2 13.2 13.1 13.0 13.0 13.0 13.0 13.2 13.0 13.0 13.0 13.0 13.0 13.0 
5月16日 17.0 15.8 16.0 16.0 16.1 17.0 16.3 15.6 15.5 15.4 16.9 15.2 15.1 15.6 14.5 14.8 14.6 14.6 
6月13日 20.8 21.0 20.6 20.8 21.1 21.2 20.9 21.5 21.0 20.6 21.0 20.8 20.9 21.0 20.0 20.3 19.8 20.0 
7月17日 25.6 25.7 25.6 25.5 25.9 25.6 25.7 25.3 25.3 25.2 25.5 25.6 25.3 25.4 25.0 25.0 24.9 25.0 
8月18日 28.2 28.8 28.8 29.0 28.7 29.1 28.8 28.0 28.4 28.4 28.2 28.0 28.0 28.2 27.0 27.2 27.4 27.2 
9月13日 29.1 29.2 29.1 29.2 29.3 29.1 29.2 29.0 29.0 29.1 28.9 29.0 29.0 29.0 28.3 28.5 28.5 28.4 

10月17日 23.5 23.5 23.5 23.5 23.5 23.5 23.5 23.5 23.5 23.5 23.5 23.5 23.5 23.5 23.5 23.5 23.5 23.5 
11月15日 20.6 20.5 20.5 20.1 20.0 20.0 20.3 20.5 20.3 20.2 20.0 19.8 19.8 20.1 20.0 19.5 19.6 19.7 
12月20日 15.5 15.0 15.0 15.0 14.7 14.7 15.0 15.5 15.0 15.1 15.0 14.5 14.7 15.0 15.0 14.5 14.9 14.8 

塩分量 1月14日 3.430 3.529 3.425 3.490 3.573 3.440 3.481 3.445 3.477 3.612 3.428 3.554 3.529 3.508 3.581 3.450 3.508 3.513 
2月16日 3.401 3.441 3.430 3.468 3.401 3.466 3.435 3.481 3.455 3.518 3.479 3.490 3.483 3.484 3.401 3.505 3.479 3.462 
3月15日 3.403 3.463 3.479 3.319 3.449 3.481 3.432 3.506 3.449 3.449 3.494 3.481 3.403 3.464 3.398 3.398 3.416 3.404 
4月14日 3.446 3.320 3.395 3.439 3.371 3.371 3.390 3.426 3.401 3.367 3.320 3.504 3.426 3.407 3.479 3.371 3.371 3.407 
5月16日 3.306 3.361 3.425 3.384 3.294 3.428 3.366 3.411 3.411 3.437 3.253 3.384 3.440 3.389 3.490 3.437 3.398 3.442 
6月13日 3.455 3.541 3.494 3.500 3.464 3.473 3.488 3.502 3.490 3.493 3.502 3.462 3.532 3.497 3.450 3.517 3.513 3.493 
7月17日 3.428 3.398 3.388 3.384 3.435 3.419 3.409 3.415 3.431 3.402 3.388 3.431 3.428 3.416 3.402 3.441 3.468 3.437 
8月18日 3.499 3.378 3.485 3.459 3.472 3.444 3.456 3.459 3.419 3.510 3.452 3.468 3.499 3.468 3.459 3.525 3.499 3.494 
9月13日 3.384 3.330 3.379 3.378 3.311 3.390 3.362 3.325 3.339 3.366 3.291 3.352 3.325 3.333 3.419 3.325 3.406 3.383 

10月17日 3.348 3.322 3.348 3.295 3.307 3.348 3.328 3.388 3.241 3.348 3.281 3.374 3.374 3.334 3.320 3.320 3.374 3.338 
11月15日 3.355 3.361 3.520 3.432 3.281 3.407 3.393 3.420 3.414 3.505 3.493 3.426 3.326 3.431 3.327 3.480 3.348 3.385 
12月20日 3.394 3.483 3.443 3.402 3.472 3.430 3.437 3.472 3.432 3.394 3.420 3.420 3.405 3.424 3.339 3.367 3.394 3.367 

pH 1月14日 8.06 8.07 8.07 8.09 8.07 8.08 8.07 8.08 8.08 8.06 8.08 8.09 8.08 8.08 8.07 8.08 8.08 8.08 
2月16日 8.14 8.18 8.17 8.16 8.15 8.15 8.16 8.16 8.16 8.16 8.14 8.14 8.16 8.15 8.16 8.17 8.15 8.16 
3月15日 8.05 8.05 8.05 8.04 8.04 8.06 8.05 8.04 8.05 8.05 8.04 8.05 8.03 8.04 8.04 8.03 8.02 8.03 
4月14日 8.07 8.08 8.08 8.08 8.08 8.07 8.08 8.08 8.07 8.07 8.08 8.07 8.06 8.07 8.09 8.07 8.07 8.08 
5月16日 8.05 8.03 8.03 8.04 8.03 8.02 8.03 8.04 8.02 8.05 8.02 8.03 8.03 8.03 8.02 8.03 8.02 8.02 
6月13日 7.95 8.02 8.05 8.04 8.02 8.04 8.02 8.01 8.02 8.03 8.03 8.04 8.03 8.03 8.02 8.00 8.03 8.02 
7月17日 8.04 8.06 8.05 8.01 8.05 8.06 8.05 8.04 8.02 8.05 8.05 8.06 8.04 8.04 8.03 8.04 8.02 8.03 
8月18日 8.08 8.08 8.06 8.08 8.08 8.08 8.08 8.08 8.08 8.07 8.06 8.06 8.08 8.07 8.06 8.07 8.06 8.06 
9月13日 8.06 8.06 8.06 8.06 8.06 8.04 8.06 8.05 8.06 8.05 8.07 8.06 8.07 8.06 8.05 8.05 8.05 8.05 

10月17日 8.24 8.25 8.24 8.24 8.24 8.23 8.24 8.24 8.23 8.24 8.24 8.22 8.21 8.23 8.23 8.22 8.23 8.23 
11月15日 8.29 8.28 8.28 8.29 8.29 8.29 8.29 8.29 8.28 8.27 8.28 8.26 8.30 8.28 8.29 8.27 8.27 8.28 
12月20日 8.38 8.38 8.39 8.38 8.38 8.38 8.38 8.38 8.38 8.38 8.37 8.36 8.39 8.38 8.39 8.38 8.37 8.38 

 

表 3 2023年の海域公園地区と九十九湾内おける 5 m、10 m、および 20 m層の水温（℃）、塩分量（％）、pH 
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図 12 九十九湾中央（定点4）水深20mの塩分量
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図14 九十九湾中央（定点4）水深20mの pH
●，2023年；○，1995–2022年の月別平均値

 定点 

観測日 1 2 3 4 5 6
1月14日 >D >D >D 16.5 16.0 16.5 
2月16日 >D >D >D 15.5 13.5 14.0 
3月15日 >D >D >D 20.0 19.0 20.5 
4月14日 12.0 >D 11.0 11.0 11.0 11.0 
5月16日 >D 12.0 >D 12.0 11.0 12.0 
6月13日 11.5 >D >D 13.0 12.5 13.0 
7月17日 >D >D >D 15.0 13.0 13.0 
8月18日 >D >D >D 21.5 20.0 19.0 
9月13日 >D >D >D 19.5 18.0 20.0 

10月17日 >D >D >D 14.0 13.0 13.0 
11月15日 >D >D >D 13.0 11.0 13.0 
12月20日 >D >D >D 14.5 12.5 14.5 

 

表 4 2023年の海域公園地区と九十九湾内におけ
る透明度. （m） >D は透明度が水深以上を示す
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 定点 

観測日 1 2 3 4 5 6
1月14日 >D >D >D 16.5 16.0 16.5 
2月16日 >D >D >D 15.5 13.5 14.0 
3月15日 >D >D >D 20.0 19.0 20.5 
4月14日 12.0 >D 11.0 11.0 11.0 11.0 
5月16日 >D 12.0 >D 12.0 11.0 12.0 
6月13日 11.5 >D >D 13.0 12.5 13.0 
7月17日 >D >D >D 15.0 13.0 13.0 
8月18日 >D >D >D 21.5 20.0 19.0 
9月13日 >D >D >D 19.5 18.0 20.0 

10月17日 >D >D >D 14.0 13.0 13.0 
11月15日 >D >D >D 13.0 11.0 13.0 
12月20日 >D >D >D 14.5 12.5 14.5 
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１ 内容に関すること
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題、著者名、所属、英文要旨（付けなくてもよい）、本文、文献、図表説明の順に配置する。第1頁は、表題、著者

名、所属、英文表題、英著者名だけを記す。第2頁は英文要旨だけとし、本文は第3頁（英文要旨のない場合は

第2頁）から始める。第1頁から末尾の図表説明まで一連のページ番号を付す。なお、和文原稿の場合でも、句
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⑶英文要旨は、250語以内とする。第1段目は、英文で著者名、所属、年号、表題、雑誌名を記す。第2段目を内容

とし、改行しない。

⑷英文原稿の和文要旨は、著者名・表題を冒頭に入れ、800字以内とする。

⑸英文氏名は 2文字目以降をスモールキャピトルとし、学名はイタリック体、和名はカタカナ書きとする。本文中での

文献の引用は、能登（1960）、能登・加賀（1973）、NOTO（1975）、（NOTO ＆ KAGA，1989；NOTO et al.，1990）、
（能登ら，1994；加賀，1995）のようにする。なお、スモールキャピタル指定は下線2重線で、イタリック指定は下線1
重線で、原稿中に記すこと。

⑹文献は、著者名のアルファベット順に配列し、下記の形式によって記す。雑誌巻番号はゴチックとし、その指定は

下線1波線とする。雑誌の場合は著者名（姓前名後），年号．表題．雑誌名，巻（号）：ページ．、単行本の場合は著

者名（姓前名後），年号．表題．ページ数，発行所，発行地．

⑺図（写真を含む）は、1つずつ別紙に台紙を貼るか、ファイルに挟んでおく。図は、印刷されるときの大きさの 1.5な
いし 2倍大（長さで）に黒インクを用いて鮮明に描き、そのまま印刷できる完全なものとする。写真も同様の大きさと
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し、光沢平滑印画紙に焼きつけること。デジタルファイルの場合は、300dpi以上とする。なお、カラー写真は編集

委員会が認めたとき以外は、原則として載せない。

⑻表は、1つずつ別紙に書く。1表の大きさは、原則として 1ページに印刷できる限度以下とする。1ページを越える

表については、2つ以上に分割する。ただし、編集委員会の判断によって、折り込み表などを認める場合がある。

なお、表中の罫線はできる限り省くものとする。

⑼図表の説明は、英文原稿の場合は Fig. 1または Figure 2、 Table 1 とする。和文原稿の場合は和文・英文いずれ

でもよいが、和文では第1図、表 1等とし、各図表の説明は一括して原稿の末尾に書くとともに、本文中にその図

表を置きたいおよその位置の原稿右欄外に記入すること。なお、和文原稿で図表の説明が英文の場合は、本文で

も Fig. 1 とか Table 1 と書く。

３ 投稿等に関すること

⑴投稿原稿は、2部（コピーでもよいが、図や写真のうちの 1部は原図）を下記宛に送付すること。ワードプロセッサ

ーで作成した原稿はCD等（表題と著者名およびワードプロセッサーの機種またはソフト名を記入）に TXTスタイ

ルのファイルと併せて保存し、送付すること。この時、手元に同じ内容のファイルを必ず保存しておくこと。

⑵投稿先

〒 927-0552 石川県鳳珠郡能登町越坂3-47

のと海洋ふれあいセンター普及課  

「のと海洋ふれあいセンター研究報告」編集事務局

⑶著者による論文等の校正は、原則として 1回とする。校正は、印刷のミスについてだけ行い、本文や図表の変更は

しないこと。

⑷別刷の実費は、著者負担とする。必要部数（10部単位）は、初校返送の際に表紙右上部に赤字で書くこと。

⑸原稿掲載の採否は編集委員の査読により決定する。また、図表の縮小率、印刷、校正等の最終的な判断は、原則

として編集委員会に一任のこと。

⑹「のと海洋ふれあいセンター研究報告」に掲載された図表等の版権は、のと海洋ふれあいセンターに帰属する。
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